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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき














　パンパカパ～～～ン、パパパ、パンパカパ～～～ン！

　ファンファーレも高らかに、まずはお馴な染じみ、三人のセイバーマリオネットの登場だ！




ライム「わーーーーーーーーーい、みんなコンニチハ！　ボク、バカだけど主人公、セイバー・ライム！　主人公だけどバカなんだよ、ニコニコ！」

チェリー「……って、なに嬉うれしそうにおバカ自じ慢まんしてるんだか？　キャン！　みなさん、お元気でしたか～～～!?　わたしの『乙女おとめ回路』は爆ばく発はつ寸前！　清せい楚そ可か憐れんな夢ゆめ見る少女、セイバー・チェリーで～～～す！」

ブラッドベリー「……って、あんたも自分でよく言うわ。え～～～、オホン！　そして私が頼たよれる褐かつ色しよくのお姉さん、セイバー・ブラッドベリー！　いやあ～～～、しかしこうしてまた、ファンのみんなと再会できるなんて、感激もひとしおだね」

チェリー「ホントですわ！　ここに『ＳＭガールズ・セイバーマリオネットＲ』の第二弾だんをお届けすることができますのも、ひとえにみなさんの応おう援えんのおかげですう！」

ブラッドベリー「フェイスの起こしたクーデター事件から一年！　今回は、ロマーナの若き最高執しつ政せい官かんになられたジュニア様を中心に、着々と復ふつ興こうを遂とげる王宮が舞ぶ台たいなんだ！　ジュニア様の身に迫せまる新たなる大事件とは!?　そしてジュニア様をお守りする私たち、『乙女回路』を持った三人の少女型アンドロイド、セイバーマリオネットの活かつ躍やくや如い何かに!?　ハラハラドキドキ、サスペンス・アクション巨編の幕が今開く！」

チェリー「いっ!?　あらら……変ね？　今回は平和の戻もどったロマーナを舞台に繰り広げられる、純情かつ熱ねつ烈れつな愛の物語のはずだけど……」

ブラッドベリー「へ!?　サスペンス・アクションじゃないの!?　ズバァァァァァァン、バリバリ、ドバグシャアァァァァァァン……っていう……？」

チェリー「うぅん。そういうハードなのは前回やったから、今度は甘あまくてせつない、ちょっぴり危険な大人おとなの香りが漂ただよう恋れん愛あいドラマ、って聞いたわ。

（そんでもって、もちろん主役はジュニア様と、あ・た・し！　キャハッ、だからってジュニア様、そんないきなり大だい胆たんな……）

　　あぁん、やだぁ～～～ん！　ダメ、まだ早いわ～～～っ！」

ライム「ほえ？　チェリーが一人でウネウネしてる……」

ブラッドベリー「ま、大体何考えてんのか想像はつくけどね……。でも、やっぱりセイバーマリオネット・シリーズって言ったら、絵にも描かけない激しい戦せん闘とうシーンがウリだろ？　自分の好みでストーリーを決めちゃマズイよ、チェリー」

チェリー「絵にも描けない戦闘をどうやって文章にするのよ……!?　それに、人間と機械を超こえた究極のラブロマンスこそが、セイバーマリオネット・シリーズの大テーマだわ。自分がちょっと戦闘能力に長たけているからって……ブラッドベリーこそ自分の好みで言ってるんじゃなくって!?」

ブラッドベリー「うっ！　い、いずれにしろ、今回も前作同様、困難に立ち向かい、たくましく成長していくジュニア様のお姿を描えがくべきだ！　そう……お父上であったヴィレイ様のような素す敵てきな殿との方がたに……。

（そして、そんなジュニア様を見守り、正しい道へお導きできるのは私だけ……。ヴィレイ様……ヴィレイ様のご意志は、このブラッドベリーが立りつ派ぱに引き継ついでみせます！）」

チェリー「……ヴィレイ様？　ははぁ～～～ん、なんとなく読めちゃった感じ……。

（でも残念ね、やっぱり最後にものを言うのは現在進行形の純愛だわ！）」

ライム「あのね、あのね。ボク、ジュニアと一いつ緒しよに、おいしい物をいっぱい食べるお話がいいな！　それとね、ええっと、みんなで遊園地に行ってえ、それから……」

チェリー「とにかく！　誰だれがなんと言おうと、今回はわたしとジュニア様のラブ・ストーリーです！」

ブラッドベリー「却きやつ下か！　私とジュニア様の胸躍おどる冒ぼう険けん活劇だ！」

ライム「れれっ!?　二人とも、ちっとも話を聞いてくれないや……つまんないの」

チェリー「……いいわ。こうなったらどっちの考えている通り物語が進むか、本編の中で勝負よ、ブラッドベリー！」

ブラッドベリー「面おも白しろい。結果は読者の方々の判断に委ゆだねるわけか……その話、乗ったよチェリー！」

チェリー「よ～～～し、負けないからぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

ブラッドベリー「やるぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

ライム「ほえ!?　なんか二人ともすごく張り切ってるな……ようし、ボクだって！　何だかよく分からないけど、ジュニアはボクが守るぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！

　（ジュニアはボクが守るぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！）」




　ってなわけで、今後の展開に一いち抹まつの不安を残しつつ……

『ＳＭガールズ・セイバーマリオネットＲ』第二弾だん、堂々の始まり始まり、なのだ！













　序章　打ち上げられた花火










　　　　１




　太陽はオレンジ色に輝かがやいていた。

　風に流れる白い雲が、霞かすみとなって太陽の前を横切る。

　一日が昼から夜へ移行するほんの一時……。




　──ここは銀河辺境の星、テラツーに栄さかえし六大都市のひとつ、ロマーナ。

　亡なき父、ヴィレイの意志を継つぎ、弱じやつ冠かん十五歳にしてロマーナの最高執しつ政せい官かんとなったジュニアは、その最愛なる父の命を奪うばった『最終クローン戦争』の深い爪つめ痕あとが残る北地区に来ていた。

　自分が最も優ゆう秀しゆうかつ正当なロマーナ王の後こう継けい者しやであることを信じていたクローニング種族スター・フェイスが、セクサドールズを率ひきい、武力を以もつてこれを証明せんとしたのはもうかれこれ一年も前の話である。

　そのフェイスの野望を打ち砕くだき、ロマーナをクローンの呪じゆ縛ばくから解放したのが誰だれあろう、当時の最高執政官ヴィレイの一人息子むすこジュニアであり、ジュニアに仕つかえる『乙女おとめ回路』を持った三人の少女型アンドロイド、セイバーマリオネットたちであった。

　ジュニアとセイバーたちの活かつ躍やくで、ロマーナはロマーナ市民の、そして人間の手へと戻もどった。

　しかし、激しい戦乱の炎ほのおはロマーナの街を破は壊かいし、美しい緑の大地を焼きつくしたのである……。

　ジュニアは、混乱したロマーナの立て直しに文字どおり東とう奔ほん西せい走そう、自みずから被ひ災さい地ちに出向き、ロマーナ復ふつ興こうのために全力を尽つくした。

　本来、国王たる者、王宮の玉座にふんぞり返って偉えらそうに指示だけ出していればよさそうなものだが、生き真ま面じ目めで責任感の強いジュニアはそれをヨシとしなかった。

　ロマーナ市民も、そのジュニアの積極的かつ親身な行動に共感を覚え、若きロマーナ王に多大なる期待と信しん頼らいを寄せることとなる。

　結果、市民と王宮が理想的な関係を築き上げたロマーナは、わずか一年でめざましい復興を遂とげたのである。

　そしてジュニアは今日も、三人のセイバーマリオネット、ライム、チェリー、ブラッドベリーと共に、唯ゆい一いつ復興の遅おくれている北地区の視察に来ていたわけだが……。




「うわあっ、キレイ～～～……まるでお日様がお気に入りのイブニングドレスを着てはしゃいでいるみたい！」

　大きな瞳ひとみを夕焼け色に染めて、なんともムズ痒がゆいことを言ったのはチェリーである。

「うふふ♡　ねえ、そう思いませんか、ジュニア様？」

　自分の表現がたいそう気に入ったか、チェリーは満足そうに微笑ほほえんでジュニアに同意を求めた。

　しかし、戦争の残した荒あれ果てた大地を目の前に、ジュニアはとてもそんなメルヘンチックな気分にはなれない。

　正直、ジュニアの頭の中はそれどころではなかったのだ。

　だから思わず気のない返事……。

「えっ!?　あ、ハハ……そうだね、思ったよりこの辺あたりの被ひ害がいは大きいね……」

「ジュニア様……あのぅ、わたしクッキー焼いてきたんです。向こうの丘おかで、きれいな夕焼けを見ながらお茶にしません？」

「うん……だから、きっと明日もいい天気だよ……」

「!?　……んもう、ジュニア様ったら！」

　嚙かみ合わない会話に、チェリーは思わずほっぺを膨ふくらませた。

「おいおいチェリー、私たちはピクニックに来たわけじゃないんだよ。そんな吞のん気きなこと言って、あまりジュニア様を困らせるんじゃないよ」

　横から窘とがめるように口を出したのはお姉さん格のブラッドベリーである。

　その顔には『しょうのない娘だねぇ』と言わんばかりの、大人の笑えみをたたえていた。

「ん!?　エヘヘ……そうでした。いけない、いけない」

　チェリーが悪びれずに、ペロッと舌を出す。

「ん～～～、でもクッキーは食べたいな。チェリーの焼いたクッキーは案外おいしいんだな、これが」

　こちらはデロリと舌を垂らし、ライムが物もの欲ほしそうにチェリーのバスケットを覗のぞき込んだ。

「んま、案外とは失礼ね！　このクッキーには、わたしの愛情がいっ～～～ぱい込められているんですから、おいしくて当然でしょ!?　だから悪いけど、ライムはちょっと遠えん慮りよしてよね」














「れれ!?　なんか言ってることがよく分からないぞ？　クッキーが愛情でおいしいと、なんでボクが食べちゃダメなのかな？」

「あんたの言ってることの方がよっぽど分からないわよ！　ええっと、だから、つまりねえ……」

「要は、誰のために愛情を注いだクッキーか、ってことだよな、チェリー？」

「ほえ？　ダレ……？」

　キョトンと、ライムがチェリーの目を見つめた。

「誰って……それは……」

　言わずもがな、である。

　チェリーはチラリとジュニアの横顔に視線を走らせた。




　カァ～～～、ポッ、ポッ、ポッ！




　チェリーの顔は、たちまちタコが茹ゆであがったように真っ赤となる。

「ヤ、ヤダわ、ライムもブラッドベリーも！　わたし、なにもジュニア様のためだけに、一いつ生しよう懸けん命めいつくったぁ～～～、とか、だから他の人には、ましてやライムなんかにはたとえひとつたりとも取られてたまるもんですか、な～～～んて一ひと言ことも言ってないも～～～ん！」

「アハッ、なんだ、これはジュニアのクッキーだったのか！」

「ギクッ！　ライム、あんたどうしてそれを……!?」

　どうしてって、オイ！

「だったら平気！　だってジュニアはいつも自分のおやつをボクに分けてくれるもん！」

「ハハ……あんた、いつもそんなことしてんの……？」

　ブラッドベリーが呆あきれて言った。

「ねえ、だからちょうだい、ちょうだい！　ボクが食べても、ジュニアは怒おこったりしないよ！」

「あぁん、ダメぇ～～～っ！　わたしの真ま心ごころがこもったクッキーを、そのへんのおやつと一いつ緒しよにしないでえ～～～っ！」

　一人真しん剣けんに土地の立て直しを思案するジュニアを置き去りに、チェリーとライムのクッキー争奪戦が始まった。

　大たい抵ていこの場合、収しゆう拾しゆうのつかなくなったあたりでブラッドベリーが妥だ協きよう案あんを口にする。

　そう、こんな感じで……。

「まったくこの二人は……。はいはい、もういい加か減げんにしなって！　仕方ない……ジュニア様、とりあえずチェリーたちと一休みなさっていて下さい。その間に私が地じ盤ばんの耐たい久きゆう性せいを確認して参ります」

「え……？」

「ほえ……？」

　ブラッドベリーの言葉に、ライムとチェリーの瞳ひとみが期待に輝いた。

「えっ!?　そりゃ構わないけど……ブラッドベリー一人で大だい丈じよう夫ぶかい？」

「ええ、私一人の方が動きやすいですし……それに毎度のこととはいえ、一度言い出したら聞かないんだから、この娘たち……」

　もうこうなってくると、気分はほとんどお母さんである。

　ブラッドベリーはタメ息混じりで、『ジュニアとお茶する』にワクワクしているチェリーとライムを見やった。




　決してライムもチェリーも、ロマーナの復ふつ興こう自体を軽かろんじているわけではないのだけれど……。

　発展途と上じようの『乙女おとめ回路』を持つチェリーとライムの心は、人間の女の子で言うところの初はつ恋こい状態。

　ジュニアと一いつ緒しよにいるだけで嬉うれしい！

　それだけで、どんなことでもたまらなく楽しい！

　どうにも胸むねが弾はずんで、ついついはしゃぎすぎてしまうのである。

　ライムのそれが子供の持つ感情に近く、チェリーの持つ感情が思春期の女の子のそれに近いという違ちがいこそあれ、二人にとって大好きなジュニアと一緒にいられるこの時が、なにものにも代え難い大切な時間であることに変わりはない。

　ブラッドベリーも、自分の経験値から二人の気持ちを察さつして余りあるがため、地じ味みで時間のかかる下調べを自みずからかって出ることになる。

　ブラッドベリーの調査を元にチェリーが地盤の補強作業等々の綿密な計画を立て、いざ実作業の時にライムが類たぐい希まれなパワーで活躍する……と言うのが、ブラッドベリー言うところの『毎度のこと』である。




　一応、ブラッドベリーは釘くぎを刺さすのも忘れない。

「そのかわり、いい！　ライムもチェリーも、ジュニア様にご迷めい惑わくをかけないように仲良くしてるのよ！」

「ハ～～～イ！　いってらっしゃい、ブラッドベリー！」

　ライムとチェリーは、仲良く声を揃そろえて返事をした。

　現金なもんである……。

「ささ、ジュニア様。それじゃ、わたしたちはあちらの木こ陰かげにでも参りましょ～～～」

　待ちきれない、といった様よう子すで、チェリーがジュニアの腕うでに手を回す。

「ハハ、わかった、わかった。だけどチェリー、意い地じ悪わるしないで、そのクッキーはライムにも分けてあげるんだよ」

「あ～～～ん、ジュニア様がそうおっしゃるなら、もちろんですぅ～～～」

「うはっ！　ワ～～～イ、やったあ～～～っ！　ジュニア、早くクッキー食べよう！　クッキ～～～！」

　ライムとチェリーは、近くの木陰へジュニアをモミクチャ状態で連れていく。

　ブラッドベリーは小さく微笑ほほえみながら、なんとも賑にぎやかなその後ろ姿を見送った。

　しかし、その心──ブラッドベリーの『乙女おとめ回路』は、ほんの少しだけ寂さびしさを感じていた……。

　ライムとチェリーがジュニアに仕つかえ、ジュニアを心から信頼し愛しているのと同じように、ブラッドベリーにもかつて、その心を分かち合った主あるじがいた。

（…………ヴィレイ様）

　ジュニアの父であり、前ロマーナ最高執しつ政せい官かんであったヴィレイ。

　ブラッドベリーは、ジュニアとライムたちの姿に、在りし日のヴィレイと自分の姿を重ね見たのである。

　しかし、自分が心から慕したっていたヴィレイはもうこの世にはいない。

　ヴィレイはある日突とつ然ぜん、彼女の前から姿を消したのだ……。




　──実は、ブラッドベリーをはじめ、ライムやチェリーの記き憶おく回路にフェイスとの一連の戦いはメモリーされていなかった。

　激しい戦闘の末、致ち命めい的てきな損傷を負った彼女たちを再生するさい、ジュニアはフェイスのクーデターと、それに関わる一切の事実を記憶の中から消し去っていたのだ。

　そうすることが彼女たちにとって、よいことなのかそうでないのか？

　確かなことはジュニアにも分からなかった。

　ただ、そうせざるをえなかったのがジュニアなりの優しさなのかも知れない。

　従って、フェイスとクローンを生み出した人間によって起こった『人災』は、彼女らの記憶の中で『天災』として処理されている。

　ある日、突とつ如じよとしてロマーナを襲おそった巨大なプラズマ雲は暴走を続け、街や森を破壊、ヴィレイの命を奪い、極度の落雷を受けたマリオネットたちはその間の記憶を失った……それが、彼女たちが知りうる全すべての事実である。

　ブラッドベリーが意識を取り戻した時、すでにそこに愛すべきヴィレイの姿はなかったわけである……。

　深い哀かなしみの中で、それでもブラッドベリーは自分のすべきことを理解した。

　自分がヴィレイを愛し、信じたように……ヴィレイが自分の全てを託たくしたジュニアに仕つかえ、そしていつまでも見守っていこうと……。

　そう考えた時、不思議とブラッドベリーの心には寂しさとは別の、新たなる希望もわいてきた。

　愛にはいろいろな形がある。

　おそらくきっと本人も気づいてないだろうが、ライムやチェリーの持つ恋愛感情とは違う、これもまた愛に違いない。

　今のブラッドベリーは、ジュニアの成長に自分の全てを注いでいるのだから。




　そう言えば……。

（記憶を失ったわずか数日間のうちに、見み違ちがえるほどたくましくなっていたジュニア様に面めん食くらったりもしたっけ……）

　などと思い返しているうちに、ブラッドベリーは本物の微笑ほほえみを取り戻していた。

（ジュニア様…………）

　そして、木こ陰かげに腰こしをおろしたジュニアを、何とも眩まぶしげに見つめるのであった。




　当のジュニアは、どこから取り出いだしたのか、チェリーが敷しいた水玉模様のシートの上、二人の少女に挟はさまれて実にほのぼのとした雰ふん囲い気きをかもしだしている。

　用意周しゆう到とう、チェリーはあらかじめ持ってきていた、これまた少女趣しゆ味みのポットからお茶を注いでジュニアに差し出した。

「ハイ、ジュニア様。お茶をどうぞ」

「ありがとう。うん、チェリーのいれてくれるアップルティーは、いつも本当においしいよ」

「アハッ♡　そんなあ～～～、単にわたしの体に組み込まれた味覚センサーが優れているだけですわ」

　チェリーは恥はじらいながら一応謙けん遜そんして見せた。

　……が、

（でも……ジュニア様に喜んでいただけて、う・れ・しぃ～～～）

　ジュニアに誉ほめられて、チェリーの『乙女おとめ回路』は爆発寸前である。

「ほえ？　ボクも欲ほしいな、ジュニアの飲んでるのと同じやつ」

「はい！　勝手に注いで飲めば」

　一転チェリーは、ライムにポットごとお茶を差し出した。

　実につっけんどんである。

　ライムはそんなことには一切構わず、大好きなジュニアも飲んでるアップルティーをポットから一気にラッパ飲みした。

「プハッ！　うん、チェリーのいれてくれるアップルティーは、いつも本当においしいよ！　これも味覚センサーのお陰かげだね！」

「ラ、ライム！」

「……あんたに言われたかないわ」

　決して悪気はないのだが、デリカシーのないライムの言葉にジュニアが慌あわてて、案あんの定じようチェリーはブスッと膨ふくれた。

「フン、まあいいわ。さ、ライム、飲んだらさっさと返してちょうだい。残りはわたしの分ですからね」

「もうないよ！　全部飲んじゃった」

「いっ!?（そ、そんなあ～～～……せっかくジュニア様と優ゆう雅がにお茶をしようと思って、ずっと、ずっと楽しみにしてたのにぃ～～～！）あ～～～ん、バカバカ、ライムのおバカ～～～ッ！」

　癇かん癪しやくを起こした子供のように、チェリーがライムに食ってかかる。

「うわっ！　ちょ、ちょっとチェリー、落ち着いて！」

「そうだよ！　まだクッキーが残ってるからいいじゃない。へんな形してるけど、やっぱり案外おいしいよ。ハイ、ジュニア、あ～～～ん、して！」

「ハハ……自分で食べるからいいよ、ライム」

「いいから、いいから！　ハイ！」

「なんかちょっと照れ臭くさいな……。それじゃあ、はい……あ～～～ん」

「ギョエ～～～ッ！　って、なんでわたしの♡型クッキーをライムがジュニア様に食べさせてあげるわけえ～～～っ！　コラッ、それだけはダメ！　それはわたしがジュニア様にしてさしあげるのおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

「うわあっ！　なんでダメなの、チェリーのケチ～～～っ！」

「そういう問題じゃなぁ～～～い！」

「うげっ！　とにかく落ち着いて二人とも！　苦しいったら、苦しいよ～～～っ！」

　ライムとチェリーの間でプレスサンドと化したジュニアが悲鳴をあげる。

　のどかな光景は、たちまち三人団子状態のモミクチャ騒さわぎ……ま、これがまた毎度の出来事なんだけどね。

「やれやれ……」

　進歩のない騒そう動どうに、ブラッドベリーは肩かたをすくめた。




　──ロマーナの復ふつ興こうをさておき、ライムとチェリーがこうして吞のん気きにしているのは、おそらく壮そう絶ぜつな戦いの記憶がないからでもあるのだろう。

　でも、毎度の騒ぎの渦か中ちゆうにありながら、ジュニアはそれでいいと思った。

　ライムとチェリーとブラッドベリーと……それぞれに立場は違えど、三人のセイバーはジュニアのことが大好きで……ジュニアにとっても、ライムたちとこうして過ごす日々が何より心の安らぐ毎日なのだから。

　口にこそしないが、みんながみんな、心のどこかで思っていた。

　願わくば、この平和な時がいつまでも続きますように……。




　と、その時！




　シュパッ！

　パアァァァ……ドッカァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　夕ゆう闇やみ迫せまるロマーナの空に、突然の大爆発！

「えっ!?」

「ほえっ!?」

「こ、これは？」

「なにっ!?」

　一いつ瞬しゆん、辺りが昼間のような白色の光に包まれた！




　ドーーーーーーーーーーン！

　シュパッ、ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　間かん髪はつ入れずに、第二、第三の爆発が轟とどろいた！

「ジュニア様、下がって！」

　チェリーは咄とつ嗟さにジュニアを庇かばい天を仰あおぐ！

「王宮の方からか!?　チェリー、急いであいつの正体を分ぶん析せきするんだ！」

　ブラッドベリーも瞬時に一同の前に立ちはだかり、戦闘態勢をとった！

　ただ一人、お気楽な歓かん声せいをあげたのはライムである。

「うわあっ！　ジュニア、花火だよ、花火！　カッコイイね！」

「は、花火……!?」

「そんなハズないでしょ！　いいから、黙だまっててライム！」

　チェリーの電子アイが空に散った火の粉を捕らえる！

「黒色火薬の爆発……それにナトリウムに代表される塩類での彩さい色しき及およびマグネシウム、アルミニウムによる粉末……あれは！」




　ドーーーーーーーーーーン！　パチパチパチ…………




「……花火だわ」

「……へ？」

　わけが分からずキョトンとする一同を尻しり目めに、ロマーナ王宮から打ち上げられたであろう花火は、夕闇色の空に次々と大輪の花を咲さかせた。




　　　　２




　その頃ころ、ロマーナ王宮へ続く市内の道路は、時間外れのラッシュを迎むかえていた。

　なんと、巨きよ大だいな馬車を引いた無数の集団が、我われ先さきにとロマーナ王宮を目指しているではないか。

　その馬車のどれもが豪ごう華か絢けん爛らんに装そう飾しよくされ、童話に出てくるカボチャの馬車を連想させる。

　そんなメルヘンチックな馬車からは、これまた絵に描かいたようなお姫ひめ様さまが顔を出し、沿えん道どうに集まったロマーナ市民に手を振ふっている。

　その様よう子すは、お伽とぎの国のパレードさながらである。

　ただひとつ違い和わ感かんを覚えるのは、ガードセイバーと思おぼしき武ぶ骨こつなマリオネットたちが不ふ似に合あいなスーツを着込んで脇わきを固めているせいか。

　一体何な故ぜにこのような連中が、それも大群を率ひきいてロマーナ王宮を目指すのか？

　如い何かなることが、ジュニアのいない王宮で待ち受けているというのか？

　沿道に詰つめかけたロマーナ市民の声を拾ってみよう！

「おっ、見ろよ！　隣の西安シーアンからもやって来てるぜ！」

「うわあ～～～、あの娘、綺き麗れい～～～」

「さすがにみんな、育ちの良さそうな方たちばかりだねえ～～～」

「ま、これだけ役者が揃そろえばジュニア様とて文句はないだろうな」

「よっ、頑がん張ばれよ～～～っ！」

　……なんのこっちゃ？

　謎なぞの集団は皆みな緊きん張ちようした面おも持もちで、色とりどりな花火が迎える巨大なロマーナ王宮の正門へと雪な崩だれ込んで行くのであった……。







　第一章　運命の出会い……ってやつ!?
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「えええええええええええええええええええっ!?　けっ、結けつ婚こん～～～っ!?」

　広い王室に響ひびき渡わたるほどのすっとんきょうな大声をあげたのはジュニアである。

「ほえ？」

　ジュニアの後ろに控ひかえるライムがその声に目をパチクリさせる。

「けっ……結婚!?　結婚～～～っ！」

　チェリーはその甘かん美びな響きを持つ『単語』に色めき立ち、

「まさか、ジュニア様がか!?」

　ブラッドベリーは、事態を把は握あくすべく思わずその身を乗り出した。




　──急いで北地区の視察から戻もどったジュニアたちを待っていたのは、現在ジュニアのお目付役を仰おおせつかっているゼルジィじいさんである。

　ゼルジィは立りつ派ぱにたくわえた顎あご髭ひげを撫なでながら、ニコニコと事も無げに続けた。

「さよう。今は亡なきジュニア様のお父上、ヴィレイ様の願いは、一刻も早くジュニア様が立派な最高執しつ政せい官かんとなられ、この国を率ひきいていくこと。これまでジュニア様は見事にその期待に答えてきたと言ってよろしいでしょう……」

「はあ、それはどうも……」

「しかるに、ロマーナの治安が安定を取り戻した今こそ、ヴィレイ様のご立案であった『女性復活二百年祭』を『ロマーナ復活祭』として仕切り直し、未だ執とり行われていないジュニア様の戴たい冠かん式しきを正式に国民の前でご披ひ露ろうすべきだと考えたのです！」

　すでにジュニアは、事実上ロマーナの最高執政官である。

　しかし、フェイスの起こした『最終クローン戦争』直後はまだ国全体が混乱していたことと、基本的に派は手でで目立つ行事を嫌きらうジュニアの性格から、正式な戴冠式はここまで延び延びとされていたのだ。

「ロマーナ復活祭？　戴冠式？　で、でも……それと僕ぼくの結婚に何の関係が……？」

　まだ事情の摑つかめぬジュニアの顔が微び妙みようにひきつる。

「ジュニア様……」

　ゼルジィは、一転ジロリとジュニアを見み据すえた。

「ならば当然！　その場において、最高執政官たるジュニア様自みずからが今後のロマーナの指針を示す必要がございましょう。そのメイン・プログラムが、この『プロジェクトＷ』なのですじゃあああああああああああっ！」

　ゼルジィは呆ぼう然ぜんと話に聞き入るジュニアをビシィッ！　と指差した！

　一いつ瞬しゆん、ゼルジィの背後に燃えさかる魂たましいの炎ほのおを見たのは気のせいか……。

「プロ……ジェクト、Ｗ……？」

「プロジェクトＷ……ウェディング……つまりジュニア様のご婚こん礼れいと言うわけじゃ。うほっ、うほほほほほほほほほほほ！」

　しょーもないネーミングにも拘かかわらず、ゼルジィは得意げに胸を張った。




　まったく、ジィさんの話は回りくどくて仕方ない……。

　つまり、要するにこういうことだ！

　フェイスの反乱が世に知らしめたものは、心を置き去りに増ぞう殖しよくを続けてしまったクローン種族の狂きよう気きであり悲劇であった。

　ロマーナ王宮はこれにクローン種族の限界を学び、同時にクローン制度の全面廃はい止しを決定した。

　人は人を愛し、人間同士が結ばれ幸せな家庭を築く。

　テラツーが開かい拓たくされ数百年の時を経へて、ようやくここロマーナに、いたってごく普ふ通つうの人間社会が誕生することになったのである。

　しかし、突然の方向転換に戸と惑まどう市民も少なからず存在している。

　ゼルジィを始めとする王室幹部クラスの側近たちは、この期に乗じて最高執政官であるジュニアの婚約をブチあげ、今後のロマーナのあり方をジュニア自ら国民に示してもらおう、と企たくらんだわけだ！




「ジュニア様のご婚礼……け、結婚となればそのお相手は……」

　黙だまってゼルジィの話を聞いていたチェリーが、思わずゴクリと唾つばを飲む。

　そして……。

「そ、そんな……でも結婚なんて、僕……」

「どうしよう、まだ早過ぎるう～～～っ！」

「え？」

　ジュニアの言葉を受けて、チェリーが突然体をクネらせた。

「そりゃもちろん、いつかは……なぁんて、わたしも思ってましたけどぉ～～～。でも、あまりに突然で、その、心の準備が……。それに、ジュニア様がわたしのことをどう思われているか……アハッ♡　聞きたいような、聞きたくないような……もう、恥はずかしぃ～～～！」

「お、おいチェリー、あんたまさか……？」

　ブラッドベリーの予想通り、チェリーは『結婚』なる言葉が連想させる魅み惑わくの世界へ、勝手に自分をワープさせてしまっていた……。




　──小高い丘おかの上に立つ二つの人ひと影かげは、まるで星空がそのまま大地に降り立ったようなロマーナの夜景をバックに、ただジッと見つめ合っていた……。

　それはもちろん、ジュニアと妄もう想そうの主ぬし、チェリーその人である！

　ジュニアは宝石の如ごとき輝かがやきに満ちた瞳ひとみでチェリーを見つめ、そっと囁ささやく。

『チェリー……君は世界中の誰よりも美しい……。僕は、僕は一生君を離はなさないよ。たとえ、君にかけられた魔ま法ほうが０時の鐘かねと共に消え去っても……』

『ジュニア様……そんな……本当ですか……!?』

　静かに微笑ほほえむジュニア……しかしその真しん剣けんな眼まな差ざしは揺ゆるがなかった。

『わたし……嬉うれしい……！』

　ジュニアの瞳を見つめ返すチェリーの目から、真しん珠じゆの如き大粒の涙なみだが一筋こぼれ落ちる……。

　その瞬しゆん間かん、二人の門かど出でを祝いわうかのように天からは流れ星という名の光のシャワーが降り注いだ。

『今まで苦労をかけてゴメン……チェリー、僕のすべてを懸かけて、君を幸せにしてあげる……』

『ああ……そのお言葉だけで、わたし……。チェリーは、チェリーは一生ジュニア様についてまいります～～～』

　眩まばゆいばかりのキラメキの中で、ジュニアとチェリーはヒシと抱だき合うのであった。

　まるで時が止まったかの如く、いつまでも、いつまでも……。




「うふっ♡　な、なんちゃって、なんちゃって～～～っ！」

　チェリーは顔を真っ赤に染めて、ライムの背中に『の』の字を描いた。

「うひゃひゃっ！　くすぐったいよ、やめてよチェリ～～～！」

「でも……そうよね！　どうせいずれはそういう運命にある二人なら、早い方がいいのかも～～～！」

　チェリーは期待に胸を高鳴らせ、ゼルジィに向き直った。

「ねね、やっぱりそうですよね、ゼルジィさん!?　だったら、だったらわたし！」

「……たわけ」

「へ!?」

　ゼルジィの口からもれたのは、呆あきれたようなタメ息ひとつ。

「誰が主ぬしらセイバー如きをジュニア様の妃きさきにすると言った。なんのために、ロマーナはおろか隣りん国ごくのお嬢じよう様さま方がたにまでお集まり願ったと思っとるのじゃ！」




　ズガガ～～～ン！




　冷たいゼルジィの言葉がチェリーの妄想を無む惨ざんにも打ち砕くだく。

「セイバー如き……って、そ、そんなあ～～～っ！」

「くっ！　するとさっきっからこの王宮に集まっている集団は!?」

「さよう！　各地より選よりすぐった、ジュニア様のお妃候補の方々じゃ！　一国の主たるジュニア様のお相手、それ相応のご身分である人間のご令れい嬢じようでなければ世せ間けん体ていが悪いからな」

　平たく言えば、ジュニアのための集団見合いである。

　しかしそれはそれで、常にジュニアと一いつ緒しよに行動してきたセイバーたちのプライドを刺し激げきする。

「世間体って、何よそれ～～～っ！　ジュニア様のことならわたしたちが一番よく存じ上げてるわ！」

　ゼルジィのセイバーを見み下くだした態度に、思わずブーイングのチェリーである。

「それに、何も無理矢理お相手を見つけるようなことをせずとも、いずれ……」

　チェリーにブラッドベリーが同調するものの、ジュニア結婚たる使命に燃える、ゼルジィの熱き魂たましいはいっこうに怯ひるまない！

「黙だまらっしゃい！　どこへ行くにもジュニア様の後を金魚のフンのように追い回しおって。お前たちがそんなじゃから、ジュニア様がいつまでたっても人間のご婦人方に興味を示されんのじゃ！」

「わ、私たちはべつにそんなつもりじゃ……」

　それにまだ、やましいことは何ひとつ……。

　さすがにそこまで口には出さないが、ゼルジィの偏へん見けんにブラッドベリーはムッとした。














　ここで助け船を出したのはジュニアだ。

「そうだよゼルジィ！　ライムもチェリーもブラッドベリーも、本当によく僕の手伝いをしてくれる。僕が頑がん張ばってこれたのも彼女たちのお陰かげなんだから、それを無視して僕だけそんな……」

「か～～～っ、ジュニア様までそのような戯たわ言ごとを！　マリオネットが主人に仕つかえるのは当然の話。ジュニア様がそんな甘あまい顔をされるからこの者たちがつけ上がるのですぞ！　その結果、ジュニア様が今、巷ちまたでなんと噂うわさされているか知っておられるか!?　言うに事欠いて、『三国一のマリオネット使い』ですぞ『三国一のマリオネット使い』！」

「うへっ!?」

　先にも述べた通り、ロマーナ市民は決してジュニアに対して悪い感情を抱いだいているわけではない。

　それはただ単に事実を面おも白しろおかしく書きつらねるスポーツ新聞の見出し感覚だったのだが……。

「え～～～、コホン！　今週の写真週刊誌には『王宮に巣す喰くう魔ま性しようのマリオネット！　若きロマーナ王を虜とりこにする深夜のハイテク特集！』なる記事まで掲けい載さいされておる」

「うはっ、そりゃ凄すごい……」

　事じ実じつ無む根こんなでっちあげ記事に、さすがのブラッドベリーも顔を赤らめた。

「このような根も葉もない噂を払ふつ拭しよくするためにも、ジュニア様の厳げん粛しゆくなるご結婚は必要不可欠！　ならば、ジュニア様によき伴はん侶りよが見つかるよう陰からそっと協力するのが、ジュニア様に仕えるセイバーとしての本来の役目であろう？」

「うぐっ！　それは……」

　正論を唱となえながら、ゼルジィが言葉を失ったブラッドベリーを一いち瞥べつする。

　理り屈くつで責められたら、従者であるセイバーは分ぶが悪い。

「ささ、そういうことですのでジュニア様……」

　ゼルジィはコロリと態度を一変、細い目をさらに細くし、揉もみ手をしながら嬉うれしそうにジュニアに歩み寄る。

「まもなく集まったご令嬢方とお顔合わせの準備が整います。ジュニア様がどのような方をお好みであろうと、もうより取り見取りでございますからして、心配ご無用ですぞ～～～っ、この！」

「ど、どのようなって言われても、僕、まだ考えたこともない……」

　弱じやつ冠かん十五歳のジュニアが戸と惑まどうのも無理はない。

　十五歳と言えば、今の地球に例えるなら中学三年生。

　よほどませた中学生ならいざ知らず、ジュニアのように至って『奥おく手て』な少年が、一いつ足そく飛とびに結婚などと、一度たりとも自分でシミュレーションしたことがあろうか？

　いや、ない！　……おそらく。

　煮にえ切らないジュニアの態度にじれったくなったゼルジィは、ここぞとばかりに切り札を出した。

「よいですか、ジュニア様！　ジュニア様のような大任を背負う方が、早くして良き伴はん侶りよ、心の支えを得ることは決して悪いことではございませぬ。ここはひとつ、ジィの言うことを信じ、このジィのため……うんにゃ！　このロマーナ全国民のため、真剣にご一考下さらんかぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「うっ！　うう……」

　生き真ま面じ目めで責任感の強いジュニア故、ロマーナのためと言われてしまっては引くに引けない。

　それに、何を隠かくそうクローン制度の廃止を誰よりも強く願ったのはジュニアである。

　その一件が今回の結婚話にまで尾を引いてるとするなら、ゼルジィの立案も無む下げにはできない……。

　さあ、どうするジュニア!?

「う、う～～～ん……」

　さあ、さあ、さあっ！

「わ、分かったよゼルジィさん。僕、集まった方々と会ってみます！」

「うほっ！　ようやくその気になられましたかジュニア様！」

「ええっ!?」

「そんなジュニア様！」

　ジュニアの言葉にチェリーとブラッドベリーがハッとする。

　あちらを立てればこちらが立たず。

　しかしそれでも、どちらも立たそうとするのがジュニアである。

　ジュニアはゼルジィの顔を立て、集まってくれたお妃きさき候補に礼をつくすため見合いの会場へ出向くことを決意した。

「心配しないで……僕はただ……うわっ！」

　チェリーたちに何かを言いかけたジュニアだが……

「そうと決まればさっそくジュニア様もお召めし替かえのご用意を！　これっ、誰かおらぬか!?　誰かあ～～～っ！」

　せかすゼルジィに背中を押おされ、全てを言い終わらぬうちに王室の外へ連れ出されるジュニアであった。




　そして、ポツネンと王室に取り残されたチェリーとブラッドベリーは……

「ジュ、ジュニア様……本当にご結婚されてしまうのですか～～～」

「ジュニア様……」

　押し寄せる不安と割り切れぬ思いにただ呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　何も分かってないライムがポツリと言った。

「ねえねえ、ペッコン、ってなぁに？」




　　　　２




　そしてその頃ころ……。




　ガラガラガラ……ガクン！

　ガタガタ……バキッ、ガタズズズズルルルゥゥゥゥ……。




　ヒッ、ヒヒヒ～～～ン！　ブルルルルル……。




「くっ、しまったあ！」

　お見合いの準備に慌あわただしいロマーナ王宮から離はなれること数百メートル、舗ほ装そうもままならない裏うら路ろ地じで一台の馬車がエンコしていた。

　岩に乗り上げた車輪は支柱が折れ、エンジンに相当する馬車馬は支えを失った客車をしばし引きずった後、立ち往生してしまったのである。

　それは王宮に集まった豪ごう華か絢けん爛らんな一団とは対照的に、継つぎ接はぎだらけの幌ほろを纏まとっただけの、実にボロい客車であった。

　見ようによっては、これぞ正しくカボチャの馬車!?

　しかも、台所の片かた隅すみに忘れ去られ、三ヶ月も放置されたかのようなお化けカボチャ……。

「くうっ！　もう時間もないというのに、このオンボロ馬車めが～～～っ！」

　馬車馬から飛び降りた一人の中年紳しん士しは、ピクリとも動かなくなったお化けカボチャをイラ立たしげに蹴けり上げた。

「きゃあっ！」

　グラリと一ひと揺ゆれした客車の中から聞こえたのは、なんとも可愛かわいらしい少女の声……？

「……歩くしかないか？」

　よく見れば、こちらもやや見み窄すぼらしい形の中年紳士が、目前に迫せまったロマーナ王宮を見上げてポツリと言った。

　その真剣な眼まな差ざしとは裏腹に、ほっぺたの辺りでクルリンと円を描いた口くち髭ひげが、なんとも間ま抜ぬけな雰ふん囲い気きをかもし出している。

「えっ、歩く？　歩くって……私、こんなデコボコな道を歩くのはちょっと……。そうだマーブル！　あなた、私を王宮まで負ぶっていって下さる？」

　さすが、ボロの客車は外の声が筒つつ抜ぬけである。

　中年紳士の呟つぶやきに対し、少女の声があからさまに不満の声をあげた。

「この期ごに及およんで何を悠ゆう長ちような……今の我々の立場を考えたらそんな吞のん気きなことは言ってられないはずですぞ、バニラ様！」

　今度はマーブルと呼ばれた中年紳士が露ろ骨こつにムッと表情を変えた。

「王宮の指定した時間に遅おくれては元も子もなくなる……さあ、大人おとなしく私と一いつ緒しよに参りましょう！」

「あっ、ちょっと待って！」

　少女の声は一いつ瞬しゆん遅おそく、マーブルは強引に客車の幌をまくり上げた。

　と、その中にいるバニラなる少女は……!?

「きゃあああああああああああああああああああああああっ！」

　慌あわてふためき、きゃしゃな体を二本の腕うでで覆おおい隠かくした。

　それもそのはず、バニラは水着ともレオタードともつかぬ、ピッタリと肌はだにフィットしたボディスーツ姿だったのだ！

　年の頃なら十四、五であろう。

　いかにも良家の出身といった気き品ひんのある顔立ち、背中まで伸のびたサラサラの黒くろ髪かみはいわゆるカラスの濡ぬれ羽ば色いろ、小さめの頭には天使の輪が輝かがやいている。

　突とつ然ぜん襲おそった恥はずかしさと怒いかりに顔を赤らめた美少女バニラは、その円つぶらな瞳ひとみでキッとマーブルを睨にらんで言った。

「ぶ、無礼者～～～！　立場をわきまえなさい、マーブル！」

「こ、これは失礼をば……まだ着き替がえの最中だったとは……」

「だから待ってって言ったのにぃ！　んもう、いいから早く幌を戻もどしなさ～～～い！」

「ははっ！」

　さすがにアタフタと幌を戻すマーブルだが、幌は斜ななめになった客車の天辺に引っかかり、バニラの肢し体たいをさらしたまま半開き状態となった。

「マーブル……あなた、まさかわざとじゃないでしょうね!?」

　ネト～～～ッと、嫌いや味みに満ちたバニラの声……。

「いっ!?　いや、これは別にそういうわけじゃ……ええい、くそっ！」

　クルリと客車に背を向けたマーブルは、直立不動の体勢でポツリと呟つぶやいた。

（チッ！　誰が子供の着替えなんぞ見たがるか！　生なま意い気きに色気づきやがって……）

　廊ろう下かに立たされちゃったよ状態のマーブルの後ろで、客車が微び妙みように揺ゆれ動く。

　バニラが着替えの続きを始めたようだ。

「ふう……まったく、何を考えているのか知らないけど悪あく趣しゆ味みな服だこと……。ジュニア様がこんなものをお好きなんて……何だか私、このお話あまり気が乗らないわ……」

「フッ……だから良いのですよ。なあに、私の言う通りにしていれば間ま違ちがいはない……」

　客車から聞こえるバニラのぼやきに、マーブルはニヤリとほくそ笑えんだ。

「だといいけど……でもマーブル、本当に私……」

「おっと、それ以上は言わぬがよろしい。あなたがどうお考えになろうと、アイッツル家を破産の道から救い、我々が再び栄えい華がを取り戻すためにはこれが最良の手だて……それは十分お分かり頂いているはずですぞ？」

「それはそうだけど……。はあ～～～……まあ、ここまで来てしまった以上仕方ないですね。お待たせしました、マーブル」

「んっ!?　ほう……これは、これは」

　着替えを終えて出てきたバニラを見て、マーブルが感嘆のタメ息をもらした。

　バニラはオレンジ色のボディスーツの上から、レースのペプロスを羽は織おっただけの姿である。

　鋭するどい切り込みの入ったブイネック、膝ひざ上うえまで大きく開いた巻きスカートが健康的な太ふと股ももを一層際きわ立だたせている。

　ギリシア神話に出てくる女神の露出度をアップしたようなそのスタイルは、とても十四、五の少女とは思えない妖あやしげな色いろ香かを漂ただよわせていた。

「フフフ……このマーブルの見立てに間違いはなかったようで……」

　満足げにほくそ笑むマーブルの傍かたわらで、相変わらず気乗りしない様よう子すでバニラは言った。

「さあ、それでは一応参りましょうか、ロマーナ王宮へ……」

「心配には及びませぬて……これでもうバニラ様に決まったも同然。間もなくあなたは、ロマーナ最高執しつ政せい官かん、ジュニアの妃きさきとなるのです！　フッ、フフフフフフフ…………！」

　マーブルは、いやらしげに逆『の』の字の口くち髭ひげをヒクつかせた。










　　　　３




　ゴォ～～～ン……ゴォォォ～～～ン……！




　王宮の巨きよ大だいな壁かべ時計が、夜の九時を報しらせた。




　王宮の一室では……正装に着き替がえたジュニアが落ち着かない様よう子すで、室内を行ったり来たり、動物園のクマさながらにグルグルと歩き回っていた。

　九時の鐘かねを聞きつけて、ゼルジィがポツリと口を開いた。

「時間じゃ……。ジュニア様、そろそろよろしいですかな？」

「えっ!?　う……うん、それじゃ行こうか。ゼルジィ、会場は大広間でいいのかい？」

　覚かく悟ごを決めたようにジュニアが襟えりを正す。

　なあに、ほんの一、二時間の辛しん抱ぼうだ。

　お決まりの舞ぶ踏とう会かいに付き合って、集まってくれた方々に失礼のないよう、ハッキリと自分でお詫わびの弁を述べればよい。

　自分がまだ、結けつ婚こんの意志などないことを。

　それで全すべてが丸くおさまる。

　そう思っていたジュニアだが……。

「うほっ！　うほほほほほ、何をおとぼけなさるやら……ジィとて伊だ達てにジュニア様のお目付役を仰おおせつかっているわけではござらんぞ！」

「え？」

　部へ屋やを出ようとするジュニアを制して、ゼルジィは自信満々に胸を張った。

「ジュニア様が身分をひけらかすような派は手でな振ふる舞まいをお嫌きらいになるのは百も承知！この部屋にお一人ずつお招きして、お若い者同士、じっくりとお話しになられますよう手はずは整っております！」

「一人ずつって……ひえっ！」

　咄とつ嗟さに、ジュニアはカーテンの隙すき間まに目を走らす。

　窓の向こうには、グルリと王宮を取り囲むように延々と続く長ちよう蛇だの列があった。

　どれもこれも、ジュニアの妃きさきに名乗りを上げ、ジュニアとのお目め通どおりを待つ行列に疑いの余地はない！

「い……一体どれだけ集まったの……？」

　血の気の引く思いで、恐おそる恐るジュニアが尋たずねる。

　ゼルジィはいたって上じよう機き嫌げんで元気に言った。

「いやなあに、全国中に『お妃候補募集』のお触ふれを出したところ、予想外の反はん響きようがありましてのう。ハハ、今日だけで約三百五十名ほどですじゃ」

「三、三百……五十～～～!?　……今日だけ、って？」

「これより毎日十八時間の面会タイムを設け、五日を以もつて第一次予選を終しゆう了りようする予定でございます」

「第……一次……」




　クラッ…………。




　ジュニアは軽い目眩めまいを覚えた。

　この時点で、ジュニアは自分の考えが思いっ切り甘あまかったことを思い知る。

　一体この先、自分では望んでもいない結婚騒さわぎに何日付き合わされるやら……？

　しかし、入の気も知らずにゼルジィは相も変わらず自分のペースでサクサク事を進めていく。

「ハハ、これもジュニア様の人徳でございましょう。これだけいればジュニア様のお目にかなう御ご仁じんも一人や二人、必ずやおられましょうて。ささ、それではエントリーナンバー一番のご令れい嬢じようをこれに！」

　パンパン！　と、ゼルジィが元気に手を叩たたいた。




　カチャリ……。




　そして、部屋の扉とびらはゆっくりと開かれた。

　否いやも応おうもなしに、魔まの耐たい久きゆうお見合いレースの幕は切って落とされたのだ！

「うほほっ！　さて、まずはいかなる麗うるわしいお嬢様がご登場かな？」

　緊きん張ちようの面おも持もちのジュニアが思わず姿勢を正し、ゼルジィが楽しげに開かれた扉に目を向けた。

　……が。

「こんばんは。わたし、チィちゃんっていいます。ジュニアちゃまのおよめさんになりたくてきました！」

　入って来たのは、妃きさきと呼ぶにはあまりに幼い年とし端はもいかぬ五歳ぐらいの女の子だったりしちゃった。

「…………はあ？」

　さすがにジュニアもゼルジィも目が点になる。

「どうぞ、よろしくおねがいしま～～～す」

　そんなことには構わずに、チィちゃんは実に丁てい寧ねいにご挨あい拶さつをした。




　……………………………………………………………………。




「…………しまった」

　およそ一分二十七秒後、青くなったゼルジィがポツリと言った。

　ゼルジィのばらまいた『お妃募集』のお触れには応募資格について一切書かれていなかったのである。

　この後、約四時間を経て、面おも白しろ半分ひやかし半分で集まった連中相手に、ゼルジィもまた自分の考えが甘かったことを痛感することになる……。




　　　　４




　さて、ジュニアのお見合いがそんなことになっているとはつゆ知らぬ我らがセイバーマリオネットたちは……。

「はあ……まさかジュニア様が、ゼルジィのあんな口くち車ぐるまに乗せられるとは……」

「ああ、ジュニア様～～～っ！　どうしようブラッドベリー、もし本当にジュニア様がご結けつ婚こんなんか決意されたら……」

「いや、今回の件にはジュニア様もお困りの様よう子すだった。ジュニア様にそのおつもりがあるとは到とう底てい考えられない」

「そうは言うけど、考えてもみなさいよ！　今いま頃ごろジュニア様は王宮に集まった山ほどのお妃きさき候補とご対面中なのよ！　万が一ジュニア様がその気にならないとは限らないじゃない！　もしそんなことになったら、わたしたちの立場はど～～～なるの!?」

「どうなるって、それはつまりその……」

　しばしその事態を思案の後、

「……………………………………はあ～～～」

　ただただ深いタメ息をつくのであった。

　若じやつ干かん一名、ライムを除いては……。

「ねねチェリー、ジュニアがペッコンするとどうして『はあ～～～』なの!?」

「あのね……ペッコンじゃなくて、結婚でしょ、けっ・こ・ん！」

「ほえ……けっ、こん？　ん～～～……？」

　その単語の意味を求めて、ライムの電子頭脳が検けん索さくを開始する。




　カシャカシャカシャ……ピ～～～ン！




「分かった！　血のついた跡あとだね！」

「そりゃ血けつ痕こん！　気き味みの悪いこと言わないでよね！」

「……暴風雨などのため、定期の航海や航空を休むこと？」

「それは欠航！　あんたの電子頭脳、どうなってんの？」

「あのね、ライム。結婚ってのは、一人の男性と一人の女性が一いつ緒しよに住み、家庭を持つことだよ」

「一緒に住む……？　そっか！　じゃボクとジュニアも結婚してるんだ！　だって、ボクとジュニアはお城に住んでて、いつも一緒にいるもの！」

　ライムの短たん絡らく的てきな解かい釈しやくに、チェリーとブラッドベリーがガックリと項うな垂だれる。

「……確かに。でも、ちょ～～～っと違ちがうんだよな」

「そ、そうよ！　そんなんだったらわたしだって、とっくにジュニア様と結婚してることになるわよ～～～っ！　あのねライム、だからつまり結婚ってのはあ～～～、愛する者同士が二人っきりで営いとなむ甘あま～～～い生活のことでえ……」




　……と、ライムに説明をするチェリーの頭の中には２ＤＫの慎つつましやかなマンションの一室が浮うかび上がっていた。

　大きな窓から射さし込む、眩まぶしいばかりの朝の陽ひ射ざし。

　バルコニーを横切る雀すずめの声と、トントンと聞こえる軽快な包ほう丁ちようの音が朝特有の実に長閑のどかなハーモニーを奏かなでている。

　部へ屋やの奥おくからは、Ｙシャツ姿のジュニアがネクタイを絞しめながらアタフタと姿を現した。

『うわあっ、しまった、しまった、寝ね過すごしちゃったよ～～～っ！　チェリー、新しいハンカチどこ!?』

　すると、カウンター式のキッチンからは新婚生活の必ひつ須すアイテム、ピンクのエプロンをしたチェリーが顔を出す。

『いつものトコよ。まったく、毎朝ギリギリまで寝ているから……さあ、それじゃ急いでご飯にしましょ』

『そんな時間はないよ！　今日は朝から重要な会議があるんだ！　オレ、もう行くから』

『んもう、あなたが朝はご飯がいい、って言うから……せっかくあなたの好きなお豆とう腐ふのお味み噌そ汁しるまで用意してたのにぃ！　もう知らない！』

　チェリーは、プン！　と大おお袈げ裟さにそっぽを向く。

　ジュニアはバツが悪そうにポリポリと頭を搔かき、愛する新妻のご機き嫌げんを損なうまいと、そっとチェリーの耳元で囁ささやいた。

『ごめん、ごめん。この埋うめ合わせは今晩必ずするから。ねっ』

『えっ!?　……や、やだ、そんな……あなたったら～～～ん』

　ほっぺを桜色に染めたチェリーが、エプロンの裾すそを照れ臭くさそうにねじり上げる。

　一体どんな埋め合わせじゃ!?

『それじゃ、行ってくるよ』

『あん、ちょっと待って、ア・ナ・タ』

『……え!?』

　チェリーがツン、と顎あごを突つきだして……

『行ってきます……は、こ・こ』

『しょうがないなあ……この、甘あまえん坊ぼうさん』

　そんでもって、当然のようにジュニアが……

















　チュッ♡




「ぬふっ、ぬふふ……ぬぅわぁんちゃって、ぬぅわぁぁぁぁんちゃってぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！　甘い、甘いわぁ～～～っ！　もう、とろけそ～～～！」

「うははっ！　チェリーが面おも白しろいぞ！」

「あの……チェリー？　ちょっと、もしも～～～し!?」

　何な故ぜにテラツーで生まれたセイバーにこんなデータがあるのか皆かい目もく見当もつかないが、……とにかくこれがチェリーの望む新婚生活？

「ああ……ジュニア様ぁ……。そうよ！　たとえ世間から後ろ指を指されようとも、愛さえあれば、どんなに辛つらいことにだって堪たえていける！」

　やおらググッと拳こぶしを握にぎりしめるチェリーの背後に、メラメラと恋こいのオーラが立ち込めた！

「昨日今日初めて会った人にジュニア様との甘い生活を奪うばわれてたまるもんですか！　ジュニア様のお側そばで、一生ジュニア様のためにお仕つかえするのは、このわたしなんだからぁ～～～っ！」

「あ……やっぱりそっちに行くわけね？」

　チェリーの気き迫はくに押おされ汗あせジトのブラッドベリーだが、同じジュニアと苦楽を共にしてきたセイバーとして、チェリーの言わんとしていることは痛いほど分かる。

「……ま、確かに、いくら何でも今回の結婚騒ぎは急すぎる。ジュニア様のご様子も気にかかるし……。よし！　ここはひとつ、こっそりお見合いの状じよう況きようを探さぐってみるか！」

「ブラッドベリー！」

　ハッと顔を向けるチェリーに、ブラッドベリーはパチッとウィンクをして言った。

「ゼルジィの私たちをないがしろにする態度も気に入らないしな。もしジュニア様が困っておいでだったら、私たちが動くしかあるまい？」

　お見合いが変な方向に進んでいたら、ジュニアに仕えるセイバーとしてご主人様の奪だつ回かいも辞じさないということだ。

　良識派のブラッドベリーにしては思い切った意見である。

　これもチェリーに負けず劣おとらず、それだけジュニアのことを思い、ジュニアに尽くしてきたという自負があってこそのこと。

「ジュニアに会いに行くの!?　わーーーーい、ボクも行くぅ！」

　自覚はないのだろうが、これまたジュニアと苦楽を共にしてきたライムが元気に手を上げた。

「もちろん、ライムも一緒に行くんだよ。ただし、いいかい。ジュニア様のご迷めい惑わくになったら元も子もないんだから、行動はあくまで慎しん重ちようにね」

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ！　伸びたり縮んだりしてればいいんだね!?」

「そりゃ、伸長……トホホ、ホントに大丈夫かしら？」

　一いち抹まつの不安分子を連れて、チェリーとブラッドベリーが行動を開始した。

　何やらタダではすみそうもない雰ふん囲い気きになってきたぞ、おい……。
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「あの……ジュニア様の……ご趣しゆ味みは……？」

　虚うつろな瞳ひとみの少女がジュニアに尋たずねた。

　一体この質問に答えるのはこれで何回目だろうか……？

「はあ……趣味という……ほどのものは……くっ、ふぁぁぁぁあ～～～っ！」

　不覚にもジュニア客人のいる前で大きなあくびをしてしまう。

「私は乗馬とお花を……を……をふぁぁぁぁぁ～～～……」

　つられて少女が、これまた顔に似に合あわぬ大きなあくびを披ひ露ろうした。

　──時計の針はすでに午前３時を回っている。

　極度の緊きん張ちようを要する耐たい久きゆうお見合いレースによって、ジュニアの体力はすでに限界値をはるかに超こえていた。

　それはここまでジュニアとの面会を待ち続けていたお見合い相手も同じこと。

　少女の虚ろな目はついに閉ざされ、パタッとテーブルの上にその身を横たえた。

「ふぅ…………くぅ～～～……すぴぃ～～～……」

　エントリーナンバー六八番の少女は、すぐに幸せそうな寝ね息いきをたてた。

　なんだ、眠ねむたかったのね。

「う……うほ、ほ。何とも可愛かわいらしい寝顔じゃ……。こ……この娘むすめなど、いかがです、かな……ジュニア様……」

　心なしか笑い声に力が無いぞ……の、こちらも憔しよう悴すいしきったゼルジィがジュニアに尋たずねた。

「ハハ……僕、頭の中がボ～～～ッとしちゃって……何が何だか……」

　ま、無理もない話である。

　そりゃここに至るまでには、多少気の利きいたお嬢じようさんがいないわけではなかったが、おおむね十中八、九はチィちゃんパターン。

　まともな神経でいろと言うのは酷こくである。

　では、これまでの壮そう絶ぜつなる耐久レースの模様をダイジェストでどうぞ！




　──エントリーナンバー一二番。

　フリルのワンピースと三つ編みがお似合いの、町のお嬢さん。

「……………………あの！」

「はい？」

「わたし…………………………………………その……………………」

「ハハ、まあどうぞそう緊張なさらずに」

「はあ……………………つまり………………いえ………………なんでも…………………」




　もじもじもじももじもじもじもじもじもじもじもじもじもじもじもじもじもじもじ。




　可愛い娘だったが、会話は続かなかった。

　ジュニアは疲つかれた。




　──エントリーナンバー二九番。

　チャイナドレスも艶あでやかな異国の姫ひめ君ぎみ。

「我思。此世界的視野成幸福的決断。我及汝結合此歴史的意義有。善処ヨロシ」

「はあ…………？」

　家いえ柄がらは申し分なかったが、意志の疎そ通つうはできなかった。

　ジュニアは困った。




　──エントリーナンバー四二番。

　茶ちや髪ぱつの鼻ピアス、ヘソ出しお姉ちゃん。

「まあ、なんっつうか～～～。王族っつうたらチョイいい暮らしできるかなぁ～～～、みたいなぁ～～～。けど、あんましかったるいこたぁしたくない、ってあるからぁ、パツイチちゃちゃっとキメちゃおうじゃん！」

　……やはり言ってることは分からなかった。

　ジュニアは呆あきれた。




　──エントリーナンバー五五番。

　スケスケルックのセクシーダイナマイトなお姉様。

「あっはぁ～～～ん　まあ、可愛い、ぼ・う・や～～～ン♡」

　とにかく、ジュニアは鼻血を吹ふいてぶっ倒たおれた。




　──そして、エントリーナンバー六一番。

　喉のど仏ぼとけに青々としたひげ剃そり痕あとが涙なみだを誘さそう、自じ称しようお嬢様!?

　間かん髪はつ入れず、ゼルジィは血管も切れんばかりの勢いで追い帰した。




　そんなこんなで、ジュニアはおろか、後見人をかって出たゼルジィまでもが疲ひ労ろう困こん憊ぱい。

　お見合いの部へ屋やは、気だるい取調室の様相さえ呈ていしていた。

「そ……それれは、ひつれいします……」

「……お、お気をふけて……」

「れは、次の方、ろ～ぞ…………グゥ～～～ＺＺＺ」




「な……なんだい、こりゃ？」

　ブラッドベリーの呆あきれたような声は、天てん井じよう裏うらから聞こえてきた。

　ライム、チェリー、ブラッドベリーの三人は、ロマーナ王宮の階間を伝う通風口の中を通ってジュニアの様よう子すを見に来ていたのだ。

「……なんか思っていたのとずい分様子が違ちがうみたい？」

　狭せま苦くるしい通風口の中、ブラッドベリーの上へ折り重なって、チェリーも思わず目をパチクリさせた。

「いずれにしろ、ジュニア様はかなりお疲つかれのご様子……」

「まさか、ご自分のお相手を見つけるために根こんを詰つめ過ぎた、ってことはないわよね？」

　もしそうであれば、ジュニアは結婚に対しそれだけ積極的になってるというわけだ。

　今にもぶっ倒れそうなジュニアの姿を前に（いや、正確には下にか？）助けたい気持ちと、もしや余計なことでは？　という気持ちが入り乱れ、なんともどうしていいか分からずにいる二人であった。

　……と。

「えっ、ジュニアいるの!?　わーーーーい、ボクにも見せて、見せて！」

　案あんの定じよう、状じよう況きようをわきまえないライムはジュニアの姿見たさに、小さい体をさらに縮こまらせて二人の間に割り込んできた。

「あうっ！　あイタタタッ！　ちょっとライム、狭いんだから無む茶ちやしないでよお！」

「慌あわてなくても、今交代してやるから！　落ち着けって、ライム！」

　どっこい、一度動き出したら『ハイ、そうですか』と簡単に止まってくれないのがライムである。

「れれ、よく見えないなあ。ねえ、ジュニア、ジュニアってば～～～っ！」

　ライムは渾こん身しんの力で、チェリーとブラッドベリーを押おし退のけた！

「むぎゅっ！」

「うげっ！　苦しい～～～っ！」




　グラグラグラ……バキッ！




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「どわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～～っ！」

　かくして、当然の如ごとく、成るべくして、天井裏に備えられた通風口の底はもろくも抜ぬけ落ちるのであった！




　バキバキッ！

　ズルッ！　ドサドサ……ズガッ、ボコ、ガラガッシャ～～～ン！




「うわっ！」

「うおっ、な、何事じゃあ～～～っ!?」

　突とつ然ぜんの物音に、半ば気を失っていたジュニアとゼルジィが目を覚ました。

　もうもうと沸わき立つ埃ほこりの向こうに居わすのは、もちろん天井裏から召めされたライム様ご一行である。

「ケホケホ！　アハハハハ、落っこっちゃった！」

「テテテ……あんな所で本当に伸び縮みする奴やつがいるか～～～!?」

「く、苦しい～～～っ！　どうでもいいから早くどいてえ～～～っ！」

「ぬおっ!?　お、お主ぬしらは……！」

「ラ……ライム、チェリー、ブラッドベリー!?」

　下から順に、チェリー、ブラッドベリー、ライムの三段重ねにジュニアが驚おどろきの声をあげた。

「……ん？　わーーーーーーい、ジュニアだ！　ジュニア～～～～～～ッ！」

　ライムはジュニアを発見するなり、ピョ～～～ンとジュニアに抱だきついた。

「ライム……。はは……ははは……」

　見慣れたライムの顔に安心したか、ドッとお見合いの緊張感と疲れが溢あふれ出したジュニアは、ヘナヘナと力無く腰こしから崩くずれ落ちた。

「れれっ!?　ジュニアが壊こわれちゃった？」

「ジュニア様！」

「ジュニア様、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　追っかけ、チェリーとブラッドベリーがジュニアの下へ駆け寄ろうとするが、その間にズズィと割って入ったのはゼルジィである！

「……って、ちょっと待てぃ！　な、なんだってお前たちがここにおるのじゃ!?　一体何しにきおったぁぁぁぁ!?」

「……うっ！　そ、それは……」

「こりゃ、ちょ～～～っとマズイ……かな？」

「フン！　大おお方かた、ジュニア様のお妃きさき選びを妨害しにでも来たのじゃろうが、そうはいくか！　ジュニア様のお相手は、必ずこのジィが探し出して見せるのじゃ～～～！　え、えぇい！　エントリーナンバー六九番の御ご仁じんをこれに～～～……！」

　こちらも長時間に及およぶ不毛な見合いのダメージが蓄ちく積せきされているはずのゼルジィだが、それでも次なるお妃候補を招き入れるため、フラフラとした足取りで部屋の扉とびらを開けにゆく。

　う～～～む……年寄りながら、このジュニアの結婚に賭かける気き迫はく、闘とう志し、根性、あっぱれである。

　が、お見合いの続行と聞いて、まともに顔色を変えたのはジュニアである。

「うっ……！　ま、まだやるのゼルジィ……」

「まだ……って、ジュニア様!?」

　ジュニアはしゅん……として、ようやく本音を吐はいた。

「あの！　……ぼ、僕、せっかく集まってくれた方々に申し訳なくって、ついその気もないのに面会なんか始めちゃったけど……その……もういいんだよ……」

「なっ……なんと!?　ジュニア様、今何と申された!?」

　ジュニアの言葉を聞いて、今度はゼルジィの顔色が変わる。

　対照的に、パァ……と表情を明るくしたのはチェリーである。

「え？　……そ、それじゃあジュニア様!?」

「このままじゃ、イタズラにみんなを混乱させるだけだし……明日、自分でキチンと皆みなさんにお詫わびするから……ご、ゴメンよゼルジィ……」

　何とも申し訳なさそうにポツリ、ポツリとジュニアは言った。

　ジュニアとしては、双方の顔を立てたつもりだったのだが……。

　己おのれの身がボロボロになるまで付き合ってようやくジュニアは思い知ったのである。

　その気もないお見合いを続けることは、結果的にゼルジィや集まったお妃候補には勝手な期待を……ライムやチェリーやブラッドベリーにはいらぬ心配をかけているだけであることに。

　ま、ここまでやらなきゃ分からないのもまた、ジュニアの人の良さであるのだが……。

「そ……そんな……。そんなことはありませんぞジュニア様！　今まではただお相手が悪かっただけ。次こそは、次こそは必ずやジュニア様のお目にかなうお方がいるはずですじゃあ～～～」

　ジュニアの本心を聞いてなお、あきらめ切れぬゼルジィはアタフタと扉のノブに手をかけた。

　が、それよりも一いつ瞬しゆん早く、横からのびたチェリーの細い指が、ピン！　とノブを弾はじく！




　グルグルグルグル、グニュルウ～～～～～～ン！




「な、なんとぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　普ふ段だんは大人おとなしくしていても、そこはやはりセイバーマリオネット！

　チェリーに弾かれたノブは目にも止まらぬ速さで高速回転、摩ま擦さつ熱ねつで溶ろけ、見る間にソフトクリーム状に渦うずを巻いた。

　もうこうなると、扉は押そうが引こうがビクともしない！

「くっ！　お主ら、あくまでジュニア様のご結婚を妨害するつもりか～～～っ！」

　ゼルジィが興奮気ぎ味みにまくし立てるが、ジュニアの言葉で形勢逆転、チェリーとブラッドベリーは涼すずしい顔で、

「あらっ!?　妨害だなんて、イヤですわ、ゼルジィさん。だってジュニア様が望まれることをお手伝いするのが、本来のわたしたちの役目……」

「そうと分かれば、ここはジュニア様のお体が第一……だよね？」

　ニッコリと余よ裕ゆうの笑みさえうかべて言った。

「うぐっ！　し、しかし～～～、ここまできて見合いを中止するなんてジィはイヤじゃイヤじゃイヤじゃぁ～～～っ！」

　正論で攻められて、返す言葉のないゼルジィが子供のように駄だ々だをこねる。

　けっこうお茶ちや目めだったりして……。

「ふぅ……ま、それはあくまでそちらの都つ合ごう。お疲れのジュニア様を放っておくわけにもいかないんでね。とりあえず、ジュニア様は私たちでお預かりするよ」

「ライム、ジュニア様を！」

「はーーーーーーーーーーい！」

　チェリーの合図に、元気な声で答えたライムは、

「いくよ、ジュニア！　しっかり摑つかまっててね！」

「いくよ、ってライム？　うわわ……どわあああああああああああああっ！」

　ジュニアを抱かかえたままジャンプ一番、窓からそのまま外へと飛び出した！

　ちなみに、お見合いの部屋はロマーナ城の最上部に位置していた……。




　ヒュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……！




「わ～～～～～～～～～い！」

「うひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　飛び出したジュニアはライムもろとも、地上数十メートルの高さから真っ逆さま！




　クルリ！　ザシュウゥゥゥゥッ！




　ジュニアを抱えたまま、10・０の見事な着地を決めたライムは……




　バッ……ビュゥゥ～～～～～～ン！




　今度はターボエンジンも全開に、お城を囲む植え込みの中を猛スピードで突つき抜けた！




「うはははははっ、面おも白しろいねジュニア！　お城を出られて、元気出た？」

「う……うん……。ありがとう……ライム……」

　暴走車と化したライムの腕うでの中で、顔面を白くしたままジュニアが答えた。

　これはこれで心臓に悪いよ、ライム……。




「さあチェリー、私たちも行こうか！」

「ええ！　ジュニア様、お待ちになって下さ～～～い！」

　お城の最上部からは、ジュニアの後を追ってさらに二つの影が飛び出す！

「ああっ、ズルイ！　待て、お前たち！　ジュニア様を返せ、戻せ、この泥どろ棒ぼう～～～っ！」

　ゼルジィは窓から身を乗り出し、チェリーとブラッドベリーの消えた闇やみの中をキッと見み据すえる。

「おにょれ、あの跳はねっ返かえりのセイバー共がっ！　これしきのことでワシが諦あきらめると思うなよ～～～っ！　かくなるうえは……！」

　熱血ゼルジィは自らの危険を省かえりみず、セイバーばりのスーパーダイブ！

　……は、さすがにできるはずもなく、

「誰か助けて～～～っ！　お～～～い、ここからワシを出してくれ～～～っ！　誰か～～～っ！」

　一人取り残された部屋の中で、必死に助けを求めるのであった。




　　　　６




　さて、無事ジュニアを救出（？）したライムは、お城を囲む庭園を抜ぬけ、王宮の中心に位置する中庭の広場へと到とう着ちやくしていた。

「うはははははははっ、わーーーーーーーい！　ねね、ジュニア、ジュニア、ここにね、こうしてゴロンってすると気持ちいいんだよ！」

　ライムが体を『大の字』にして、芝しば生ふの上に寝ね転ころんだ。

　それに倣ならって、ヘトヘトでクラクラのジュニアがドッと芝生にへたり込む。

　そしてようやく、安あん堵どのタメ息をついた。

「ふぅ～～～、死ぬかと思った……」

　それってお見合いのせい？　ライムのせい？

　両方が正解である。

　つまりジュニアは、重苦しいお見合いの空気に息が詰つまってフラフラとなり、スーパー絶ぜつ叫きようマシンと化したライムに振ふり回されてクラクラだったのだ。

　冷たい芝生の感かん触しよくが火ほ照てった体に気持ちいい。

　ジュニアは白しら々じらと明け始めた空を眺ながめながら、しばしこの心地ここちよい解放感に身を任せた。

（はあ……静かだなぁ……。……ん!?　あれ？）

　と、静かすぎることを、ふと疑問に思う。

　確かライムが一いつ緒しよにいたはずなのだが？

　ライムが近くにいて、こんなに静かなハズはない……と思った矢先。

「ジュニア！　ジュニア、起きて！　死んじゃダメ～～～っ！」

「どわあああああああああああああああああああああああああっ！」

　突とつ然ぜん、ライムがジュニアの体を上下左右、縦々横々、前、後に激しく揺ゆさぶった！

　いきなり脳みそをシェイクされ、驚おどろいたジュニアが悲鳴をあげた。

「ど、どうしたのライム!?　落ち着いて～～～っ！」

「だってジュニア死ぬかと思ったって言ったもん！　ジュニア死んじゃイヤだよ！」

「えっ!?」

「ジュニアはず～～～っとボクと一緒にいるんだもん。だから、死んじゃダメだよぉ……」

　消え入りそうな声で言うライムの目はすでにウルウルしている。

　ライムの耳は、ジュニアのどんなささいな呟つぶやきも聞き逃のがさなかったりしちゃう。

　死ぬかと思った……と言ったきり、ピクリともしないジュニアを見て、どうやら一気に不安になってしまったらしい。

「あっ！　ハハ、いやだなライム。それはものの例たとえで、それぐらい大変な目にあった、って言うことさ。別に、今すぐ僕がどうにかなっちゃうわけじゃないよ」

「ホント!?」

「ああ、本当だよ。大好きなライムを残して、僕が死んじゃうわけないだろ？」

「なあ～～～んだ！　アハハ、よかった！　ボク、心配しちゃったよ、ジュニア～～～っ！」

　コロリ！

　ライムはいとも簡単に笑え顔がおを取り戻もどすや、ぶわっ、とジュニアに抱だきついた。




　笑うなかれ、ライムは本気で心配していたのだ。

　あまりにも単純で、あまりにも素す直なおであるが故、ライムは聞いた事を全すべて額面通りに受けとめてしまう。

　これこそが、ライムがおバカたる所以ゆえんであり、その感性がより子供に近い証あかしである。

　つまり、生活していく上での経験値が極端に不足しているライムは、人の言ったことに対しての理解度が思いっ切り劣おとっているのだ。

　そのくせ人並み（セイバー並み？）外れた運動機能を持っているから質たちが悪い……？




「ジュニア、喋しやべらなくなっちゃったから、もう死んじゃったのかと思ったよ」

　ライムは子こ猫ねこが甘あまえるように、ジュニアに頰ほおをすり寄せた。

「フフ、ライムったらバカだなあ……」

「うへへ……！」

　ジュニアの言うバカは、先に述べたバカとは少々ニュアンスが違ちがう。

　いわゆる、恋こい人びとのオデコを指でツツン、と突つついて言う愛情のこもった『この、おバカさん』である。

　ライムもそれを知っているから、ジュニアに言われる『バカ』はちょっと嬉うれしかったりする。

　これはもう本能と呼ぶに近い代しろ物ものだ。

「さあ、そろそろ行こうかライム」

　ジュニアは、これまた膝ひざの上で眠ねむってしまった子猫をどかすように、そっとライムの肩かたを退どけて腰こしを上げた。

「行くの？　どこへ？」

「お城に戻もどるんだよ。ゼルジィには悪いことしちゃったからね……。ゼルジィに謝って、それから今度はキチンと自分の気持ちを伝えないと」

「自分の気持ち……？　ボクがジュニア好きっていうのと同じやつ!?」

　これだけ正面切って堂々と言われると、かえってテレ臭くないものだ。

　ジュニアはニッコリと微笑ほほえんで言った。

「そうだね。僕もライムみたいにハッキリ言うよ。僕には自分の結けつ婚こんよりも先に、まだまだやらなきゃならないことがいっぱいある、って。復ふつ興こうの遅おくれている北地区を立て直して、困っている人たちを助けてあげなきゃ！」

「うん！　何だかよく分からないけど、ジュニアがそう言うんだったら、きっとそうだよ！」

　ライムはジュニアの顔を見つめたまま、ひときわ元気な声でそう言った。

「ライム……」

　……分からなくてもいい。

　ヘタに言っている意味が分かってないぶん、逆に確かなことがある。

　それはジュニアに対するライムの絶ぜつ対たい的てきな信しん頼らい感かん！

　ライムにとっては、ジュニアの言っていることが全てであり、ジュニアの考えていることはみんな正しいのだ。

　一歩間ま違ちがえば、それはとてつもなく危ない思想に繫つながるが……何かに迷った時、壁かべにブチ当たった時、ライムのこの絶対的な信頼感がどれだけジュニアの励はげみになってきたことか……。

　迷いのない、ライムの純真な瞳ひとみに幾いく度どとなく救われてきたジュニアはそっと心の中で呟つぶやいた。

（ありがとう、ライム……）

「行こう、ジュニア！　またボクに摑つかまって行く？」

「ハハ……それは遠えん慮りよしとく……」

　さすがに汗ジトでジュニアは言った。

　そして……。




　…………チャポン！




「？」

　不意に水音が聞こえてきたのは、二人がお城に向かって歩き出そうとした正にその時だった……。




　　　　７




　中庭の奥おくには小さな噴ふん水すいがあった。

　白々とした朝あさ靄もやの中に目を凝こらしたジュニアは、噴水の縁ふちに腰こしを下ろす一人の少女の影かげを見た。

（誰かいる……!?　こんな時間に、誰が？）




　ピチャッ……チャポン……。




　少女の手が、なにげに池の水を弄もてあそぶ。

　こんな場所でただ一人、一体何を思うのか、少女はただジッと水に広がる波は紋もんを見つめていた。




　サァァァァ…………。




「あ……っ」

　少女の長い髪かみが風に吹ふかれて静かに揺ゆれた。

　なびいた髪を押おさえようとした少女の瞳ひとみが、遠巻きに立つジュニアの視線とモロにぶつかった。

「！」

「……あっ！」「……？」「あの……その僕……」

　不意に合った視線に、ジュニアが戸と惑まどう。

　少女はハッと、その円つぶらな瞳を大きく開き……

「ジュニア様……？　ジュニア様なのですね!?」

　半なかば信じられないといった様よう子すで、フゥ……とその場に立ち上がった。




　ドキン！




　向き直った少女の全身を見て、ジュニアが思わず顔を赤らめた！

　風に流れる長い黒髪、キラキラと円らな瞳、レースのペプロスは照り返る水のキラメキを逆光に、オレンジ色のボディスーツに身を包つつんだ少女の曲線美を見事なまでに演出している。

　それは肌はだの色とあいなって、一いつ瞬しゆん彼女が裸はだかでいるような錯さつ覚かくさえ感じさせた。

　微び妙みように露出度の多いこのスタイルは、紛まぎれもない、ジュニアのお妃きさき候補に名乗りをあげるべくロマーナ城に向かったはずのバニラである。

「ジュニア様……まさか、こんな所でお会いできるなんて……」

　バニラは小さく呟つぶやいて、ジュニアの方へと足を一歩、二歩と踏ふみ出した。

「うはっ、変なカッコ……寒くないのかな？　ね、ジュニア？」

　これはライムの感覚が一般的……。

　しかし、ただでさえ女性に対しての免めん疫えきがないジュニアは、

「う…………、あ…………」

　同年代の女の子が唐とう突とつにさらけ出したそのあられもない姿に、声を失いただ呆ぼう然ぜんと立ちつくすのみであった。

「……ジュニア様？　あっ、やだ！」

　ジュニアの視線に、バニラは自分の体を隠かくすにはほとんど意味のないペプロスを胸むな元もとに引き寄せ、恥はじらいの仕し草ぐさを見せた。




　ビリビリビリッ！




「！」

　その瞬間、ジュニアのハートに電でん撃げきが走った！

　ジュニアは生まれて初めて、会ったばかりの女の子に胸をときめかせてしまったのだ！

「ほえ？　何か今なんかパチパチッてしたぞ？」

　え!?

　ジュニアばかりかライムの『乙女おとめ回路』までショートした……？

　戸惑うジュニアは、そんなライムの呟きにさえ気がつかない。

　そんな状じよう況きようだからして、ジュニアと、そしてライムさえ、植え込みの中に潜ひそんでいるもう一人の人物に気づくはずもなかった。




　植え込みの中に身を隠し、黒いアタッシェケースの前にドッカと腰を下ろしているのはクルリン髭ひげの中年紳しん士し、マーブルである。

　開かれたアタッシェケースの中には、一四インチ程度のモニターとそれを囲む様に埋うめつくされた様々な計器類、そしてコントロールパネルが装備されていた。

　いわゆる持ち運びに便利な小型のコンピューター、ちょっと大きめなノートパソコンを考えてもらえればよい。

　蓋ふたの部分に埋め込まれた小型カメラが、噴水の前で立ちつくすジュニアの姿をとらえ、その映像をモニターに転送している。

　モニターには、現在のジュニアの心しん拍ぱくく数すう、体温上じよう昇しよう率りつ、最大呼吸数なるデータが次々と表示されていった。

「ククク……まさかと思ったが、見事にデータ通りの奴だな。見慣れぬ女の色香を前に動どう揺ようしている様さまがありありだ……。さてと……」

　モニターを見つめながら、マーブルはクルリン髭を一ひと撫なでした。

「ここでそろそろもう一ひと押おししなければならんのだが…………」

　その時。

「ジュニア様～～～っ！　ライム～～～っ！」

「あぁん、もう！　ジュニア様を連れて、一体どこまで行っちゃったのよライムったら～～～っ！」

「うぬっ!?」

　広場の向こうから聞こえてきたのは、ジュニアとライムを探しにやって来たブラッドベリーとチェリーの声である。

　さらに反対側からは、

「ええい、急げぇぇぇぇぇぇぇぇっ！　このままセイバー如ごときに遅おくれをとってなるものか！　必ずジュニア様を先に見つけ、我らの手で保護するのじゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　何とか部へ屋やを脱出した燃えるジィさんゼルジィが、警備兵を連れて猛然とやって来る。

　かくして、両者はバニラとジュニアのいる噴水を挟はさんでバッタリと出くわすことになるのだが……。




　そのことをいち早くコンピューターの音声センサーで察知したマーブルは、

「思わぬ来客ありか……。フフ、しかし如い何かなる事態にも即そく対応、すべてを我らが有利に導いてこその天才科学者よ」

　アタッシェケースの角からツツツ……とアンテナを引っ張り出すや、慣れた手つきでコントロールパネルを操作した。




　ピピピピピ…………パシュ、パシュ、パッシュゥゥゥゥ…………ン！




　微かすかな音を立てて、ケースの中から極々小さな、針のような物が数発撃うち出された。

　それはジュニアとバニラの頭上数メートルの辺りで停止、フワフワと宙に漂ただよいながら、グルリと二人を囲み込んだ。

　まるでその様は、小指の爪つめの先ほどもない超小型人工衛星？

　超小型人工衛星は、二人の頭上で音もなく反射ミラーの傘かさを開いた！

　一体何をしようというのだ!?




　何も知らないジュニアは……目の前の少女に、やっとの思いで声を絞しぼり出したところである。

「あ……あの……君は……？」

　頰ほおを染めて俯うつむいたまま、バニラもまたポツリと小さな声で言った。

「バニラ……バニラ・アイッツルと申します……」

「バニラ……？　確か、アイッツルって言ったら……」

　このロマーナに、その一風変わった名前を知らない人間はいない。

　アイッツル家とは、北地区の機械産業で名を馳はせたロマーナで一、二を競う大だい富ふ豪ごう！

　名門と呼ぶにふさわしい家いえ柄がらである。

「しかし、それも今ではもう昔の話……」

　小さく微笑ほほえんだバニラの顔に、フ……と悲しみの陰が落ちる。

「あの忌いまわしい戦乱が、私の人生を全すべて変えてしまいました……」

「えっ!?　戦乱……って、まさか!?」

「『最終クローン戦争』の最中、家を焼かれ、たった一人の肉親であった父を失い……今ではジュニア様にお目通りを適かなうためのドレスの一着も用意できない有様……」

「バ、バニラ……！」

　バニラの言葉に、ジュニアは強いショックを受けた！

（そんな……僕の、僕のせいでバニラは……!?）




　生き真ま面じ目めで責任感の強いジュニアは、えてして何でも自分のせいだと思い込んでしまう嫌きらいがある。

　極きよく端たんな話、フェイスの起こしたクーデター自体はジュニアに何の責任もないのだが……ジュニアはそれに自分が深く関わっていたというだけで、かなりのプレッシャーを常々感じているのだった。

　そこへもってきて、ただでさえ復ふつ興こうの遅れている北地区に、自分と同じように父を失い、独りぼっちになってしまった少女がいたという事実！

　たった一人の肉親を失った辛つらさを誰よりも知っているジュニアが、この不幸な少女のために『力になりたい』と強く心を引かれるのはごく自然の成り行きだったかも知れない。




　バニラは消え入るような声で話を続けた。

「お妃きさき候補募集の知らせに、のこのこここまで来てしまいましたが、このような恥はずかしい姿でジュニア様の待つお部屋までお伺うかがいする勇気がなくて……どうしていいか分からないまま、私……」

　そう聞かされるとバニラのこのキテレツな格かつ好こうも、何とか少しでも着き飾かざろうとした結果に見えてくるから不思議なものだ。

「でも……今こうして、私はジュニア様とお会いすることができました。私はもうそれだけで十分です。ジュニア様……どうぞ、お元気で」

「あっ！　待って、バニラ！」

　その場を去ろうとしたバニラの手を、ジュニアは咄とつ嗟さに引き止めた！

「!?」

　振ふり返ったバニラと、ジュニアの視線が再びひとつになる。

「ジュ……ジュニア様……!?」

「あ……。そ、その……うまく言えないけど、僕にできることがあったら……」

　ジュニアが口ごもりながら言った、その時である。

　噴水を挟んだ植え込みの両側から、チェリーとブラッドベリー、そしてゼルジィがそれぞれに姿を現した！




「ん!?　チェリー、ジュニア様があそこに！」

「えっ、ジュニア様!?」




「おおっ、あれは正しくジュニア様！　ぬぬっ!?」




「……って、一いつ緒しよにいるあの娘こはなに？」

　そしてそれぞれに、ジュニアと一緒にいる見慣れぬ少女の姿にキョトンとする。




「フ……どうやら役者が揃そろったようだな。ならば最後の仕上げといくか！」

　マーブルはここぞとばかり、コントロールパネルに備えられたスイッチを押す！

　アタッシェケースのアンテナの先からは細い微び量りようのレーザー光線が発射された！




「あっ、チェリー、ブラッドベリー！」

　チェリーとブラッドベリーを見つけてライムが二人に走り寄る。

「ライム……一体あの方は？」

「あのね、あのね。あの人とジュニアが会ったら、体がビリビリッてしたんだよ！」

　ブラッドベリーの質問に、ライムは途と中ちゆうを端はし折よって実に大おお雑ざつ把ばな説明をした。

「ビリビリッ……って、ジュニア様が？」

「なんのこっちゃ？」

　チェリーとブラッドベリーが要点を得ぬまま再び噴水に目を向ける。

　……と、

「ううっ！」

「な……なに、なに、あれ!?」

　ブラッドベリーとチェリーがギョッと目を見張り、

「おおっ！　これはもしや！」

　ゼルジィが思わずハッと息をのむ！

　そこに一同が見たものは、サファイアの如ごとくきらめく瞳でジュニアを見つめるバニラと、ルビーの如き熱い眼まな差ざしでそれに答えるジュニアであった！

「ジュニア様…………」

「…………バニラ」

　実はこの時、ジュニアとバニラの瞳を異様にキラめかせていたのは、マーブルの仕込んだレーザー光線の仕し業わざであった。

　宙に浮ういた反射ミラーで屈くつ折せつをくり返したレーザー光線は、マーブルの計算通り二人の瞳に注がれていたのだ！

　たかだかそのためだけに大おお仰ぎような……。しかし、キラめく瞳で見つめ合う二人の姿は、見ている者をその気にさせる絶大な効果を発はつ揮きした！

　現にチェリーとブラッドベリーは、

「なっ、なんで、なんで!?　ジュニア様のあの娘を見る潤うるんだ瞳はなに!?」

「あのジュニア様のご様子……これは、まさか!?」

　自分にすら見せたことのないジュニアの熱い視線に動揺を隠かくせず、

「こ、これは間違いない……あの輝く瞳は、ジュニア様が恋におちた証あかしじゃぁぁぁぁぁっ！」

　ゼルジィはゼルジィで、実に勝手に結論を急いだ！

　土ど壇たん場ばにきて、またまた形勢逆転!?

「うほっ！　うほほほほほほほほほほっ！」














　ゼルジィはしてやったりと声高らかに笑い声をあげ、片やチェリーは、いかにも少女マンガチックなことを口走った。

「ま……まさか、これって……運命の出会いってやつ～～～っ!?」




　そしてもう一人、陰からこの場を演出した張本人マーブルは……

（フフフ……その通り。私の手の中で躍おどらされるのも、これまた運命……）

　植え込みの中で、人知れずニヤリとほくそ笑んだ。







　第二章　狐きつねの嫁よめ入いり!?










　　　　１




　ジュニア婚こん約やく！




　翌昼！

　このビッグなニュースは、早くもロマーナ中を駆かけ巡めぐった！




「おい、聞いたか!?　ジュニア様のお妃きさきがもう決まったんだって!?」

「ええ、なんでもお互い一ひと目め惚ぼれだったそうだよ」

「お相手は、あのアイッツル家の一人ひとり娘むすめだって!?」

「若きプリンスと朽くち果はてた名家の娘か……こりゃまさに現代に甦よみがえるシンデレラ物語だな」

「ご自分の結婚をしてまで、恵めぐまれない娘に手を差しのべるとは……ジュニア様らしいねえ～～～」

　たちまちロマーナ中が、久しぶりのホットな話題で持ち切りになった。

　そして……。




　どばがきぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！




　この知らせに、恐おそらく誰よりも強いショックを受けたであろう、チェリーは……

「そ……そんな～～～。なんで!?　まだ結婚なんて早すぎるって言ってたのに……それなのに、なんでなんでジュニア様が!?　わたし、信じらんな～～～～～～い！」

　その小さな胸の中に、絶望という名の叫さけび声をあげた。

　ブラッドベリーもまた、この急転直下のドンデン返しに、何か割り切れぬ思いで深いタメ息をついた。

「ふぅ……。ジュニア様をお助けするつもりで、お見合いの席から連れ出したのに……まさかこんなことになるとはねぇ……」

　いわゆる『籔やぶ蛇へびだった』というやつだ。

「ほえ？　ねね、ブラッドベリー、こんなことって？」

　相変わらず状じよう況きようをよく把は握あくしてないライムが尋たずねる。

「あのね……ジュニア様がご結婚なさることになったんだよ」

「はうっ！」

「へえ、ジュニア、結婚するんだ！」

「あぐうっ！」

　ライムとブラッドベリーの念ねん押おしするような会話に、ただでさえ傷しよう心しんのチェリーは敏びん感かんに反応、『結婚』なる単語が出るたびその身を仰のけ反ぞらせた。

　そして、ライム得意のトドメの一いち撃げき！

「ふう～～～ん。それじゃあジュニアもこれからは毎日するのかな!?　行ってきます、のチュウ！」

「げっ！」

　チェリーの脳のう裏りを『甘あまい、甘いわぁ～～～っ！　もう、とろけそ～～～！』な新婚生活の一幕がよぎった！

　しかし、その新妻の座に居い座すわっていたのはバニラである！

「ガガーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーン！　ああ……わたし、もうダメ……」

　自分で勝手にダメージを増幅させたチェリーがヘナヘナと床ゆかにへたり込む。

「れれっ!?　なんか最近チェリーが変だぞ」

　あんたに言われたかないわ～～～い！

　……と、チェリーにはツッコム元気さえ残ってなかった。

「ま、いいけどね……」

　この漫まん才ざいのようなやりとりに、ただただ汗あせジトのブラッドベリーであった。

（けど、確かにどうも引っかかる……）

　ふと、真しん剣けんな表情で考え込むブラッドベリー。

　ジュニアの性格からして、戦乱で不幸な境きよう遇ぐうに陥おちいったバニラに同情する気持ちはよく分かる。

　ただ、それだけのことで、あのジュニアが初めて会った女性に心まで奪うばわれてしまうだろうか？

　ましてや事が結婚とまでなると……。

　チェリーならずとも、にわかに信じられないものがある。

「う～～～ん……。これは一応裏を取っておいた方がいいか……」

　ブラッドベリーがポツリと呟つぶやいた……。
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　王宮内は、ジュニア婚約を報しらせると同時に実にせわしない動きを開始していた。




　ジュニアは城内の一室にて、早くも婚こん礼れい衣い装しようの仮かり縫ぬいにかり出されている。

　前日の疲つかれがまだ抜けていないか、虚うつろな目をしたジュニアは、自分を取り囲んだ数人の仕立屋の言いなりに、まるで操あやつり人形の如ごとくその身をあずけていた。

　傍かたわらでその様よう子すを楽しげに眺ながめているのはゼルジィである。

　もちろん、この迅じん速そくかつ強引な手段を講じたのがゼルジィであることは言うまでもない。

　ジュニアがちょっとでもその気になったうちに、いち早く『婚約』の情報をリーク！

　まずは盛り上がるロマーナ市民で外そと堀ぼりを埋うめ、その間に一気に婚礼の準備を整えてしまう。

　後には引けぬ状況を作り上げ、ジュニアに迷まようヒマすら与あたえぬつもりか!?

　しかし……

「あ……あの、ゼルジィ。いくら何でも、これってあまりに事を急ぎ過ぎてないかい？」

　ジュニアはこの目まぐるしい状況の変化に、すでに十分戸と惑まどっていた。

「うほほっ！　心配はご無用じゃ、ジュニア様。結婚とは神が与えた数少ない縁……こういうおめでたい話は、そうと決めたら一直線に突き進んだ方がよろしいのです！」

「そ、そういうもんかな……？」

「そういうもんです！」

　どキッパリ！

「『思い立ったが吉きち日じつ』と申すではありませんか、ジュニア様。一生にそう何度とないこの縁を逃のがせば、必ず後で後悔されることになりますぞ！　かく言うワシなど、この年になるまでに三回半もの縁を取り逃にがし……くうっ、現在も寂さびしい独り身生活を続ける有様で……」

　半、ってのは何だ!?　半ってのは!?

　だからといって、人に結婚を強要していいという理り屈くつにはならないぞ。

「しかるに、ジュニア様にはそんな寂しい思いをさせるわけにはいかないと、過ぎたお節せつ介かいと知りつつも、ジィは、ジィはこの老い枯かれ果てた体にムチ打つ次し第だいなのですじゃ～～～っ！」

　でも、どうやら本人はそんなこと微み塵じんも感じてないようだ。

　ああ、ゼルジィの独演会は果てしなく続く……。

「あの……でも、せめてもう一度、バニラとゆっくり話をしたいんだけど……」

　ほとんど拉ら致ち同様、周囲に流されるままのジュニアは、明け方以降バニラとは顔すら会わせていなかった。

「ふむ。それはまあ、何かと二人だけでのお話もありましょうし……ジュニア様がそうおっしゃるのでしたら」

　ゼルジィがやっとジュニアの話に耳を傾かたむけようとした時……

「それはなりませぬ！」

「!?」

　声の主あるじは、いつの間にやら部へ屋やに足を踏ふみ入れていたクルリン髭ひげの男である。

　ジュニアとバニラの婚約が発表された今、バニラ唯ゆい一いつのお供であるマーブルが城内にいること自体は不思議ではない。

　が、さっさと自分までもロマーナ王室側近の正装に着き替がえちゃっているあたり、この男の図ずう々ずうしさを如によ実じつに物語っている。

「おお、マーブル殿どの！　どうぞ、ささ、これに」

　ゼルジィが、そんなマーブルを旧きゆう知ちの友を招くが如ごとく、両手を広げて迎むかえ入れた。

「ふむ、これはまたなかなかお似に合あいですな。さすがは王室の先頭に立ち、このロマーナ国を率ひきいていこうというお方、若いながらに風格がございますな～～～」

　マーブルは、ジュニアの慣れぬ着こなしのタキシード姿を見て恭うやうやしく言った。

　たとえそれが見え見えのお世せ辞じであっても、言われた方としては、決して悪い気はしないらしい。

　特にゼルジィなどは、まるで自分が誉ほめられたかの如く、感謝感激雨アラレ……

「おお、お妃きさきの身内の方にそう言っていただけると見立てをしたこのゼルジィにしても鼻が高たこうございます。一年ほど前は、この先どうなることかと不安にもなりもうしたが……ほんに、あのジュニア様がこうも立りつ派ぱになられるとはのう……」

　改めてジュニアのタキシード姿を眺ながめ、感極まって涙なみだ目めとなる。

「これもヴィレイ様亡なき後、父親代わりとして尽じん力りよくしてまいられたゼルジィ殿があってこそ。口には出せぬご苦労もあったでござろう。それがしは、誠まことに頭の下がる思いでありますぞ」

「マ、マーブル殿！」

　それよ、それ！

　その父親代わりってのを言ってほしかったのよ！

　それこそ口には出さないが、マーブルの言葉でゼルジィの感激にますます拍はく車しやがかかる！　何気なく、それでいて実に巧たくみに、マーブルはゼルジィのウィークポイントを攻せめ立てるのだ。

「しかしマーブル殿とて、あの難しい年とし頃ごろの娘さんをたった一人で面めん倒どう見てこられたわけで……このめでたき日を迎えられるのもマーブル殿のご苦労があってこそじゃ」

「いやいや、バニラ様は幼い頃より、それはそれは心の優しい手のかからないお子様であられた……。私がしたことなどは、家を焼け出された後のたかだか資し金きん繰ぐり程度で……ゼルジィ殿に比べたら私などはまだまだ……」

「またまた、そんなご謙けん遜そんを……」

「なんのなんの、ゼルジィ殿こそ……」

「ハッハッハッ！　イヤハヤなんとも、まあ、そういうことで……」

　何が何だか分からない……。

　二人の会話が、近所のおばさんの立ち話的ノリになってきた時、ジュニアはようやく、話を戻した。

「あの……それよりマーブルさん、バニラと会ってはいけないって？」

「ん……？」

　マーブルがチラリとジュニアを一いち瞥べつする。

「バニラ様は憧あこがれのジュニア様との婚約が決まって少々興奮気ぎ味みでいらっしゃる。何をお話しなさりたいのかは存ぜぬが、その後はこちらも花はな嫁よめ衣装の仮かり縫ぬいがあります故、今しばらくのご辛しん抱ぼうを……」

　マーブルは当然の様に言い放ち、最後には仰ぎよう々ぎようしく頭を垂れた。

　大したことを言っているわけではないのだが、ゼルジィは感心したように頷うなずいた。

「ふむふむ。女性の支し度たくとは何かと時間がかかりますからな」

「いずれにしろバニラ様のお気持ちはひとつ。ここはジュニア様にも、男らしく悠ゆう然ぜんと構えていらっしゃるのもまた主としての務めかと存じます」

　慣れぬこと故、戸惑うジュニアの口からはついつい同じようなセリフが漏もれてしまう。

「はあ……そういうもんですか？」

「そういうもんです！」

　今度はゼルジィとマーブルが声を揃そろえて言った。

　意外に息が合ってるぞ、この二人。

「バニラ様のことなら、このマーブル殿の言うことに間ま違ちがいはありますまい。昔から、『急せいては事をし損じる』と申しますからのう」

　さっきと言ってることが違ちがうが……マーブルのヨイショは、そんなツッコミを入れるヒマを与えない。

「ハッハッハッ。さすがはゼルジィ殿、なかなか含がん蓄ちくのあるお言葉をご存じで」

「うほほっ、単なる年の功というやつですじゃ」

　ゼルジィは照れながらも得意満面……ますますご機き嫌げんになっていく。

　その様子を横目でさりげなく確認し、マーブルは心の中で呟つぶやいた。

（フフン！　典型的な世話好きのジジィを操あやつる程度、データに頼たよる必要もない……か。お調子者の側近を抱だき込んでおいて損はない……このマーブルが、正式な王室の一員になるまで、せいぜいヨイショさせてもらうぞ、ゼルジィ殿……！）

　どうやら、ゼルジィの強引かつ迅じん速そくな行動を後あと押おししていたのは、このクルリン髭ひげの男のようで……!?
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（ふぅ……やれやれ。とは言うものの、アホなジィさん相手の社交辞じ令れいも大たい概がいにせんと、いい加か減げん疲つかれるわ……）

　ジュニアの部へ屋やを出たマーブルは、首をコキコキと左右に振ふりながら、婚こん約やくが決まって少々興奮気ぎ味みでいらっしゃるはずのバニラのいる個室へ帰ってきた。

　果たして……バニラは本当に興奮しているのであった。

　ただしそれは……

「あぁ～～～、ステキ～～～！　右を見ても左を見ても、私のために用意されたオーダーメイドのドレスばかりで……ああっ、この中からどれかを選べって言われても、もう全部ステキで、私、困っちゃうわあぁ～～～っ！」

　憧あこがれのジュニア様ならぬ、高価なドレスに部屋を埋うめ尽つくくされてのことだった。

　手当たり次し第だいにドレスをあてがい部屋の中をクルクルと回っている様さまは、ほとんど一人舞ぶ踏とう会かい。

　もう気分はすっかり、ルル、ラララ～～～♪……である。

（この程度のことですっかり浮うかれおって……所しよ詮せん、子供は子供か）

　マーブルは一人ではしゃいでいるバニラを見て、フン、と鼻で笑った。

（しかし、この娘むすめを手て懐なずけずして、我わが大いなる野望の達成はありえん……。まずはジュニアとの婚礼を以もつて、正式な王室の一員となるのが先決……！　そしていずれは、このロマーナ王室をアイッツル家の如ごとく我が手中に……フッ、ククククク……！）

　マーブルは己おのれの野望を頭に浮かべてほくそ笑えむ。














　そうだったのか！

　と、今さら驚おどろくほどのことではない。

　バニラを利用して、自分がロマーナ王室に取り入ることこそがマーブルの目的であることは明白である。

「あっ、マーブル！　ねえ、見て見て、このドレスどうかしら!?」

　そうとは知らないバニラは、手近なドレスを手に取るや、嬉うれしそうに身にあてがって見せた。

「……ちょっと私にはハデかなあ？　あっ、そうそう、こっちの薄うす紅べに色のスカーフと組み合わせたらどう？　あれっ、ええっと、これじゃなくて……あっ、これもステキ！」

　ちょっと気に入らなければサッサッと放り捨て、再び取っては身にあてがう……の繰くり返し。

　これではブランド品セールの会場に、一人で先に紛まぎれ込んでしまった女子高生だ……。

　ついには、あまりの量の多さに途と方ほうに暮れて、ペタンとドレスの山にヘタリ込んだ。

「あ～～～ん、もうどうしていいか分かんな～～～い」

　やれやれと、マーブルはそれでもにこやかに、ゆったりとした口く調ちようで語りかけた。

「いい加減になさいませ、バニラ様。なあに、そんなもの、じきに一つ残らずバニラ様のものとなります」

「ひ……一つ残らず!?」

　改めて部屋の中を見み渡わたして、バニラの瞳ひとみがギンギラギンに輝かがやいた！

「ジュニアとの婚礼が無事にすみますればな」

「こ、婚礼……そ、そうよね、やっぱり……」

　婚礼と聞いて、今度はまともに顔を曇くもらせる。

「そのことなんだけど、マーブル……。私、本当はジュニア様のことなんて、あまりよく知らないし……やっぱり私自身、結婚なんてまだ早いと思うんだけど……」

「早い!?　早くて大いに結構！　ジュニアのことなど、結婚してしまってからゆっくり知ればいいでしょう？」

　人のことだと思って気軽に言ってくれちゃう。

　しかし、結婚しなけりゃならない当の本人としては、そうそう気軽ではいられない。

「……でも」

　バニラは困ったように、俯うつむいたまま言葉が続かなくなる。

　マーブルとて、バニラが結婚に乗り気でないのは百も承知だ。

　マーブルは、ゼルジィの時と同様、わざとらしいほどの笑みをたたえて、バニラを宥なだめすかすように言った。

「バニラ様～～～、これまでだって私の言うことに何か間ま違ちがいがありましたか!?　あなたはジュニアと出会ったあの時のように、ジュニア好みの清せい楚そで慎つつましやかな少女を演じ続けてればいいのです！　そうすれば、こんなドレスのひとつやふたつ、いつでも自由に出来るようになる。贅ぜい沢たく三ざん昧まいの日々が、自おのずと我われらが手に転がり込んでくるのですよ……」

　ちゃんとバニラの心をくすぐる、目の前のドレスを引き合いに出すことを忘れない。

「ああ……でも……でも……」

　それでもなお、バニラの心に引っかかっていることは……？

　バニラが言い辛づらそうに、小さく尋たずねた。

「それって、一種の政せい略りやく結けつ婚こんでしょ？」

「そうですよ」

　マーブルはさも当然と答えた。

　一種のどころか、正しよう真しん正しよう銘めい、実に立りつ派ぱな政略結婚だ。

「ロマーナ王室を相手にそんな大それたことをして、もし、そんなことがバレたら……」

「バレる!?　ハハハ、何を心配しているのかと思えば……なあに、大だい丈じよう夫ぶ。全すべてはこの天才科学者、マーブルが弾はじき出した計画通りに事は進んでおります。それに、我々がお妃きさき候補募集に名乗りをあげたのが純然たる事実なら、アイッツル家が破産の危機に直面していたのも事実！　別にウソをついているわけではないのですから、何をバレる心配がありますか？」

　唯ゆい一いつウソをついているとすれば、バニラのジュニアに対する、そして結婚に対する気持ちである。

「だから……バニラ様には正々堂々、ちょこっと夫婦を演じてもらえればいいわけでして」

「あの……でもほら、結婚しちゃったら知らん顔してるわけにはいかないでしょ？」

「何を？」

「だから、そのつまりいろいろと……男と女の、ややこしいこととか……」

　自分で言ってて、バニラがポッと顔を赤らめる。

「や、ややこしいこと!?」

　ああ、つまりアレね？

　さすがにそこまでは気が回らなかったか、思わぬバニラの言葉にマーブルまでも顔を赤らめた。

　でも、確かに女の子にとっては一生に一度の大問題だぞ、これは！

　モジモジと言い辛そうに、バニラは続けた。

「だって、ジュニア様って……そちらの方はお盛さかんなんでしょ？　そのためのセイバーが三体もいるって、週刊誌にも出てたぐらいだわ」

　げに恐おそるべしはマスコミの威い力りよくか!?

「それは、その！　う～～～……」

　困ったマーブルが出した結論は……

「ま、その……それはその時になって考えましょう」

　……だった。

　この辺は実にいい加か減げんである。




　いずれにしろ、この、『狐きつねの嫁入り』を裏で糸引く者が、クルリン髭の自じ称しよう天才科学者であることは間違いない！
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　──同じ頃ころ。

　先日行われた『ジュニアのお妃きさき候補お見合名めい簿ぼ』の上を、褐かつ色しよくの指が滑すべっていく。

「バニラ……バニラ・アイッツル……。エントリーナンバー三四七番か……まさに滑り込みだな」

　名簿にバニラの名前を確認し、ポツリと呟つぶやいたのはブラッドベリーだ。

『裏を取る』と言って行動を開始したブラッドベリーがまず始めにやったことは、これまでの事実の確認。

　と言うわけで、昨日の名簿からバニラが王宮に現れた時間とその事実を調べていたのだ。

（しかし、何だって順番待ちしているはずの娘むすめが、あんな時間に、しかもあんな場所に一人でいたんだろう……？）

　冷静になって考えてみると、ジュニアと会う勇気がなくて帰ろうとしていた少女が、王宮のド真ん中にある広場でウロウロしてた、ってのは変ではないかい？

　そして、あまりにタイミングよく彼女の前にジュニアは現れた。

　それをチェリーのように『運命の出会い』と一言で片づけてしまうのは簡単だが……その後の疾しつ風ぷう怒ど濤とうの展開といい、ブラッドベリーは、この騒そう動どうに何か作さく為い的てきなものを感じずにはいられなかった。

「ふえぇ～～～!?　これ、みんなジュニアと会うのを待ってた人なの？」

　ライムがチィちゃんからバニラまで、延々と続くお妃候補リストを見て、目を白黒させた。

「そうだよ、ライム。もしライムがここの一番最後にいたとしたら、どうする？」

「最後？　ボク最後はイヤだな。ボク、そんなに我が慢まんできないもん！」

　そうなのだ。

　もし、彼女が何らかの方法で、ジュニアがお見合の席を脱だつ走そうすることを予測していたら……？

　ブラッドベリーは続いて、アイッツル家に関するここ数年の動きをもピックアップしてみた。




　アイッツル家──ロマーナ北地区において、機械産業を以もつて急激なる躍やく進しんを果たした大だい富ふ豪ごう。

　一年前の『プラズマ雲の暴走』により（事実はフェイスの起こした反乱戦争であったが……）その資産のほとんどを失う。

　今年一五歳になる一人ひとり娘むすめの名はバニラ。




　記録に記された事項は、現在分かっている情報とさして差異はなかった。

　しかし、

「ん!?　これは……？」

　ブラッドベリーは、普段だったら見落としてしまうであろうとある事実に気がついた。




　アイッツル家の資産が、実は一年前の悲劇以前から徐じよ々じよにだが失われつつあったこと。

　そしてそれが、バニラと帯同してきたマーブル卿きようが、アイッツル家の片かた腕うでとして頭とう角かくを現し始めたのと時を同じくしていたという事実！




「マーブルか……」

　さすがにキナ臭くさい物が漂ただよってくるぞ。

　推測はいくらでもできる。

　アイッツル家に取り入ったマーブルは、自分の立場を利用してアイッツル家の資産を食い潰つぶしにかかっていた。

　一年前の悲劇によって、アテにしていた資産を失ったマーブルがバニラを利用して次なる狙ねらいを王室に定めた。

　ブラッドベリーは知らないが、バニラを唆そそのかし、そしてゼルジィに口くち八はつ丁ちようで取り入ろうとするマーブルの行動を見る限り、それが単なる推測でないことは明らかだ！

　しかし、ここにはそれを立りつ証しようするだけの根こん拠きよはない。

　これが、マーブルの言っていた『別にウソを言っているわけではない』と言うことである。

　本当に人を騙だます時には、全くの作り話をするよりも、ある程度の事実にのっとった方がより効こう果か的てきであったりする。

　多少勘かんぐられた所で、事実にそった行動をしている分、ボロが出にくいもんなのだ。

　そこまで計算して言っていたとするなら、あのマーブルなる男、なかなかどうして…………スッゲ～～～嫌いやな奴やつである！

　実際にこんなことをすると、友達をなくすこと請うけ合いなので、皆みなさんは十分に注意しよう！

　それはさておき、事実としてマーブルの小こ賢ざかしい企たくらみを立証できないとすれば、ブラッドベリーが取るべき次なる行動は……？




「こうなったら、ジュニア様のお心ひとつか……。ジュニア様が今何をお考えになってご結婚に臨のぞまれているか確認しなければ……」

「ジュニアに会いに行くの!?　ボクも行く！」

「すまないけど、ここは私に任せてくれる？　後でちゃんと報告に行くから、それまでライムはチェリーの具合を看みてるんだ」

　ちなみに、『ジュニア婚約』のショックから立ち直れないチェリーは、一人自室のベッドの上で悪あく夢むにうなされ続けていた。

「うへぇっ！　つまんないのぉ～～～、しぶしぶ……」

「そんなイヤな顔しないで。あの娘こ、思い詰つめると何をするか分からないところがあるから……本当に頼たのんだよ。それじゃ！」

　ブラッドベリーは、露ろ骨こつにシブるライムの頭をポンと叩たたいて王宮の外へと飛び出して行った。

　ジュニアはゼルジィによって監かん禁きん状態である。

　正面から行って、またゼルジィと余計な口論をするぐらいなら、一いつ旦たん王宮を出て、外からコンタクトをとった方が手っ取り早いからだ。

　もちろん、ライムを置いていったのも、これ以上余よ計けいな騒さわぎを起こされたくないからである。

　この辺の手て際ぎわの良さはさすがのブラッドベリーであったが、彼女にしては肝かん心じんのところで珍めずらしい判断ミスをしていた……。

　本来なら怪あやしいと思われる事、つまりマーブルの素す性じようを徹てつ底てい的てきに突つき詰つめるべきであったのだが……確かな証拠もなしに、イタズラに人を疑うのはジュニアの最も嫌きらいとする所である。

　それを知っているから、ブラッドベリーは事の結論をジュニアの気持ちひとつに委ゆだねてしまったのである。

　ジュニアと、それを取り巻く状じよう況きようが、マーブルの手の上で踊おどらされているとも知らずに……。




「フフフ……案あんの定じよう、さっそく動き出したか。セイバーマリオネットの頭ず脳のうを以てすれば、昨日からの騒ぎに疑問を感ずるであろうことはこちらも予測済み……」

　マーブルは王宮の窓から、中庭に飛び出したブラッドベリーの姿を楽しそうに見下ろしていた。

「一体、あのセイバーはどこに行こうっていうの？」

　横から尋たずねたのはバニラである。

　そこで出ました！　マーブル得意の小型アタッシェケース・コンピューター！

　マーブルは、カチャカチャとコントロールパネルを操作しながらこれに答えた。

「九九・六七％の確率で、ジュニアの所ですな。なまじ頭が切れるうえ、『乙女おとめ回路』なる余計なシステムが組み込まれている分、奴やつ等らの行動を予測するなど簡単このうえない」

　マーブルはモニターに映し出されたブラッドベリーのデータを見ながら、あのフェイスですら完かん壁ぺきに解かい析せきできなかった『乙女回路』の行動パターンを簡単とまで言い切った。

「仮に……バニラ様の恋こい人びとにライバルが現れたとするなら……バニラ様はまず何を考えるかな？」

「え？　そ、そうね……とりあえず、彼氏の本当の気持ちを確かめたいと思うかしら？」

「つまりはそういうことですよ……人と同じ『心』だか何だか知らないが、そんなメカニックにあるまじき回路を備えているからこちらの思うツボにはまるのだ。じきにあの目め障ざわりなセイバー共は、消えてなくなることとなるでしょうな。クックックッ……」

　自信満々にマーブルはほくそ笑んだ。




　そうとは知らないブラッドベリーは、中庭を横切って、ジュニアのいる部屋を目指してお城をグルリと回り込むように消えて行った。

　ジュニアの本当の気持ちを確かめるために……。




　　　　５




　ジュニアは自室のテラスで、熱い一いつ杯ぱいのコーヒーを口にしていた。

　時計の針は夜の九時を回ったところだ。

　ようやくゼルジィ達から解放されたジュニアは、彼なりに、たったこの二十四時間の間に起こった出来事を思い返していた。

　昨日の今の時点では、まだ見も知らぬ女の子だったバニラ……。

　そんな彼女と結けつ婚こんするなんて……どうにも不思議な感じがしてならない。

　結婚？

　そうか……不思議な感じがするのは、バニラと結婚するからなんだ。

　ジュニアはいつの間にか、バニラと結婚することを前提に物事を考えている自分に気がついた。

　口では早いと言い、戸と惑まどっているジュニアであったが……早いと言う以上、今までは考えもしなかった『結婚』について少しは考えてしまっているということだ。

　周囲の雰ふん囲い気きとは恐おそろろしいもので、回りの慌あわただしい騒さわぎを見ている内に……

（ああ……みんなが僕のためにこんなに一いつ生しよう懸けん命めいやってくれているのに……僕一人のワガママでみんなの苦労を台無しにしてしまっていいのだろうか？）

　などとも、ついつい考えてもしまう。

　そんなことを繰くり返している内に、ジュニアにとって『結婚』について考えることは当たり前になっていたのだ。

　そして何より、バニラが本当に自分との結婚を望んでいるのだとしたら……。

　そう思った途と端たん、ジュニアの頭の中はバニラのことで一杯になった。

　……バニラ。

　会った瞬しゆん間かんに心臓が飛び出しそうになったのは、半分以上、彼女のスタイルのせいだった。

　それはジュニア自身、自分でも気がついている。

　ジュニアだって男の子だから……その時のことを思い出して、ちょっとドキドキしちゃったりもする。

　バニラの素す性じようを聞いた時……。

　バニラが自分の関係したフェイスとの戦乱で、不幸な境きよう遇ぐうに落としめられていたことを知り……ショックだった。

　自分では一生懸命、そういう人達のために尽つくしてきたつもりだったが……自分の頑がん張ばりがまだまだ足りなかったことを痛感した。

　もしかして、自分はロマーナが順調に復ふつ興こうを遂げ、心のどこかでいい気になっていたのかもしれないとさえ思った。

　そして……だから！

　せめて自分の目の前にいる少女に対して、できるだけ力になりたい！

　それもまた、ジュニア自身、自分でよく分かっている偽いつわらざる本心である。

　そこまで自分で自分の気持ちが分かっていながら、どうしてもジュニアには分からないことが一つだけあった。

　異性の色いろ香かに対するトキメキとも、バニラの素性に対する同情の念とも違ちがう心の衝しよう撃げき!?

　もしゼルジィや市民の間での噂うわさを鵜う吞のみにするなら、それは俗ぞくに言う『一ひと目め惚ぼれ』……。

　そんなことが、まさか自分の身にふりかかってくるとは!?

　普ふ段だん、ライム達セイバーマリオネットと行動し、異性との交友に疎うといジュニアには、それが本当に『愛』だの『恋』だのを意味するものなのか判断付きかねていたのだ。

　どうやって自分の気持ちを確かめたらいいのやら？

　もう、こればっかりは自分で考えてもどうしようにもない。

　それだけは確かだった。

　と、そこへ、そんなジュニアの気持ちを確かめにやって来たお姉さんが一人……。

　テラスの遥か下の植え込みでブラッドベリーが小さく手を振ふっている。

「…………ブラッドベリー？」

　ブラッドベリーの姿を見つけて、ジュニアは少しだけホッとした……。




「何かと大変でしたね、ジュニア様。お疲つかれになりましたでしょう？」

「ハハ……まあ、慣れないことばかりだったから……」

「すみません、こんな時に……。どうしてもジュニア様に確認しておきたいことがありまして、つい……」

「いや、いいんだよブラッドベリー。ちょうど僕も話がしたいと思っていたところなんだ……。あ、あのブラッドベリー！　その……初めて会った人を見て、心がドキドキするって……へ、変なのかな……？」

「えっ!?」

　ジュニアにしては実に思い切った質問を、それも突とつ然ぜんに切り出した。

　それだけジュニアも煮に詰つまっていた証しよう拠こである。




　──ジュニアとブラッドベリーは、植え込みの陰かげに隠かくれるように座すわっていた。

　別に悪いことをしているわけではないのだが……今回の騒ぎが騒ぎなだけに、ジュニアと二人っきりでいる所を見られてはバツが悪い。

　だから何となくそうなってしまうのだ。

　しかし、狭せまい植え込みの中で顔をつき合わす二人は余計に怪あやしく見えたりもする……。

　が、とにかく今のジュニアには、そんな事まで気にする余よ裕ゆうはなかったのである。

　ジュニアにとっては、会いに来てくれたのがブラッドベリーで幸いだった。

　ライムやチェリーだったら、おそらくこんな大だい胆たんな話はできなかったであろう。

　ジュニアはテラスで巡めぐらせていた自分の気持ちを、委い細さい隠さずブラッドベリーに打ち明けた。




「……そうですか。ジュニア様はそんなことをお考えに……」

　一通りの話を聞き終えて、ブラッドベリーはふと目を伏ふせた。

　噴ふん水すいの場で、ライムの言ったセリフがブラッドベリーの頭を過よぎる。

『あのね、あの人とジュニアが会ったら、体がビリビリッてしたんだよ！』

　マーブルの小こ細ざい工くを抜ぬきにして考えた場合、ブラッドベリーの経験値からして、恐おそらくジュニアの感じたドキドキは限りなく『一ひと目め惚ぼれ』に近いものだったと推測された。

（ライムの言ってた通りだったんだ……）

　いきなり、最も恐れていた裏付けをジュニア自身の口から聞かされて、この時すでに、ブラッドベリーの心は少なからず動どう揺ようしていたに違ちがいない。

「こんなこと聞くのは恥はずかしいんだけど……もしそれが、ただ単に僕の変な気持ちだけだったとしたら、バニラに対して失礼だし……とても結婚なんて……」

「ジュニア様……」

　もしジュニアが、本当にバニラのことを好きで結婚に望むのであれば、それを無理に止める道理は彼女にはない。

　赤くなって俯うつむくジュニアに、ブラッドベリーは優しく語りかけた。

「ジュニア様ぐらいのお年になれば、女の子の姿を見てドキドキするのは当たり前のことですわ」

「……ブラッドベリー」

「ジュニア様のお気持ちが、ただ単に興味本位のものだったのか、本当にその人を好きになってのものなのか……それが確かめられれば、ジュニア様は苦しまれずにすむのですね……？」

　ブラッドベリーとしても、ジュニアの気持ちが本当ならば、いっそのこと諦あきらめがつく。

（……よし！）

　ブラッドベリーはそれを確かめるべく、スッと立ち上がるや、不意に自分の腰こしのベルトに手をかけた。




　カチカチ、カチャ……ドサッ！




「ひっ!?　ブ、ブラッドベリー！　ど、どうしたの!?」

　ジュニアが真っ赤になって、声にならない大声をあげた。

　無理もない。

　何のためらいもなくズボンを下ろしたブラッドベリーは、今ジュニアの目の前であられもないパンツ姿だ！

　鋭するどい切れ込みの入ったＴバック状のパンツと、そのわずかな布きれに覆おおわれた健康的なお尻しりは、間ま違ちがいなくジュニアのド肝ぎもを抜ぬいた！

　ブラッドベリーは悪びれた様よう子すもなく、理り路ろ整せい然ぜんと説明した。

「失礼かと思いますが……その時と、つまりジュニア様がバニラさんと初めて会った時と近い状じよう況きようを再現してみます」

　ブラッドベリーは実にスレンダーなボディをしている。

　しかし、そこは天下のマリオネット！

　そんじょそこらの娘むすめに色香で劣おとっているわけがない！

　案の定、ブラットベリーの見事な肢し体たいを前に、ジュニアの血は一気に逆上！

「ひょ、ひょんな！　ほ、ほまるよ、ブラッドベリ～～～」

　何を言ってるのか分からないぐらいに動揺している。

「もしこれで、ジュニア様が私を見て感じるお気持ちと違う感情をバニラさんに抱いだいてたとすれば……それはおそらく間違いなく……」

　……一ひと目め惚ぼれである。

　早い話が、これはバニラとブラッドベリーの色香を対象に、ジュニアの反応の違いを見るテストである。

　繰くり返す！

　一見平静を装よそおっていても、実はブラッドベリーの心もまた動揺していた。

　でなければ、いくらジュニアの本心を知りたいと言っても、彼女がここまで過激な手段に出るであろうか!?

　願わくば、バニラに感じたようなショックを、いや、それ以上の何かを自分の姿に感じて欲ほしいと心のどこかで思っていたに違いない。

　勢い、ブラッドベリーはタンクトップをスルスルとたくし上げた。

　小ぶりだが、形のいい小山の裾すそがタンクトップからこぼれ落ちそうになった時……！

「！」

　ブラッドベリーは、固まったまま、自分を凝ぎよう視ししているジュニアの視線に気がついた。

「あっ……」




　カ～～～～～～ッ！




　今度はブラッドベリーの頭へ一気に血が上る。

　結構サバけているように見えて、いざ、相手にジッと見つめられていることを意識してしまうと、不思議に照れ臭くなったりするのものだ。

　ブラッドベリーの『乙女おとめ回路』もご多分に漏もれず、ドキドキと早い鼓こ動どうを鳴らし始めた！














　タンクトップをたくし上げる手が躊躇ためらわれ、ブラッドベリーは真っ赤な自分の顔を隠すように俯うつむいた。




　ズキン！




　本来、このテの恥じらう仕し草ぐさはチェリーの専売特許である。

　しかし、滅めつ多たに見せないブラッドベリーの少女っぽい仕草はこれまた妙みように新しん鮮せんで、ジュニアの心臓は痛いぐらいに高鳴った！

「あの……」

　照れてジュニアの顔を正視できないブラッドベリーは俯いたまま小さく言った。

「……こ、これで、何かお分かりになりましたか？」

「ふ……は……って……」

　何かも何も、ジュニアの心臓はドキドキ、バクバク、ズッキンズッキン、ドコンドコンと、聖しよう徳とく太たい子しでも聞き分けられない程の音が混ざりあい……これで何か分かるぐらいなら、ジュニアもあれ程悩なやみはしないだろう。

　やり過ぎだよ、ブラッドベリー……。

「ひっく！　ちょ、ちょっと、いくら何でもこれはマズイよ……」

　さすがに今の自分の状況に気づいたか、ジュニアが思わず後ずさる。

　そりゃそうだ。

　こんな所を誰だれかに見られたりしたら、それこそ大問題！

　今度の週刊誌の見出しが、そりゃ楽しみと言うもんだ。

「と、とにかく、一いつ旦たん僕は部屋に戻るから！　お互いもう少し落ち着いたら、またゆっくり話そうよ！　じゃ、じゃあ！」

「あっ、ジュニア様！」

　けんもホロロに、ジュニアはその場を後にした。

（ジュニア様……）

　ジュニアの後ろ姿を呆ぼう然ぜんとブラッドベリーは見送った。

　と、彼女は妙みように息苦しさを感じている自分に気がついた。

　ブラッドベリーの『乙女回路』もまた、バクバクと激しい鼓動を続けていたのだ。

（ど、どうしちゃったんだろう、私……？）

　図はからずもそれは、ブラッドベリーがジュニアの視線を、初めて一人の男性の視線と認めてしまったせいに違いないのだが……ジュニアのドキドキを確かめようとして自分がドキドキしてりゃ世話がない。




　一体ジュニアは、このブラッドベリーの体当たりなテストに何を感じたのか？

　真相は、ジュニアの後ろ姿と共に闇やみの中に消えて行った。




　　　　６




（ああ、ビックリした……一体どうしたっていうんだろう、ブラッドベリー……）

　ジュニアの頭の中は前にも増して混乱しまくっていた。

　彼女がジュニアの土ど俵ひように降りてきたのか、はたまたジュニアが成長したせいなのか？

　いずれにしろ、頼たよりになるお姉さん的存在だったはずのブラッドベリーとジュニアの距きよ離りはいつの間にやら縮まっていた。

　それはこの結けつ婚こん騒そう動どうが起こした思わぬ副産物？

　もちろん、ジュニアにそんなことを理解する余よ裕ゆうはなく……ただ、ただジュニアは、未いまだ高鳴り続ける心臓の鼓こ動どうを必死に押おさえながら、自分の部屋の扉とびらを開いたのだった。

「ふぅ～～～～っ…………うわあっ！」




　ギクギクウッ！




　ようやくホッと一息ついたのも束つかの間ま、ジュニアは部屋の中で彼を待ち受けていたひとつの影かげにギョッと声をあげた。

「ジュニア様…………」

　影は消え入りそうなか細い声でジュニアの名を呼んだ。

　窓から差し込む月明かりが、ぼんやりと影の正体を照らし出す。

　ベッドの上にきちんと正座してジュニアの帰りを待っていたのは、ライムに看み取とられ悪あく夢むにうなされているはずの（？）チェリーであった。

「なんだ、チェリーか……。ど、どうしたの、こんな所で……？」

　ジュニアの顔が緊きん張ちようで強こわ張ばった。

　明かりも点つけずに、正座して自分を待ち受けている女の子ほど怖こわいものはなかったりする。

　しかも、思い詰つめたら何をしでかすか分からない純情少女は、思いっきり思い詰めた様よう子すでそこにいたのだ！

「……わたし、決めました」

　何の前置きもなくチェリーは切り出した。

「尽つくすことが許されず、二人並んで歩くことができずとも……それでもわたしは見つめていたい。決してお側そばを離はなれない……」

　表情ひとつ変えずに淡たん々たんと喋しやべり続けるチェリーに、ジュニアはヒンヤリと冷たいものを感じた。

「あ……あの、チェリー……………………………………？」

「それが運命ならばそれでいい！　たとえ一生日ひ陰かげの身でも、堪たえて泣くのも、それもまた……愛」

　ジュニアの額に一筋の汗あせが伝う。

　いけない！

　これはもう完全に別の世界に行ってしまっている！

（しかもどうやら演歌調だぞ!?　ドロドロしてるぞ！）

　気づいた時にはもう遅おそい！

「だから……だからせめて、聞かせて下さい！」

「うっ！」

　チェリーは正座したまま、ズズイッ！と、ジュニアに詰め寄った。

　その異様な迫はく力りよくに、ジュニアはたまらず後ずさる。

「ジュニア様の本当のお気持ちを……」

「あ……え……!?　本当の気持ち……って？」

「ジュニア様は、わたしとバニラさんとどっちの方が好きなんですか！」

「うえっ!?」

　こりゃまたチェリーらしからぬ、単たん刀とう直ちよく入にゆう直球勝負な質問に、ジュニアは思わず絶句した！

　もしジュニアが、本当にバニラのことを好きで結婚に望むのであれば、それを無理に止める道理は彼女にはない。

　チェリーとしても、ジュニアの気持ちが本当ならば、いっそのこと諦あきらめがつく。

　でも！

　願わくば、バニラよりも自分を好きだと言ってほしい！

　と、チェリーは心のド真ん中で思っていた！

　それでも立場上仕方なく結婚するんだよ……自分にだけ教えてくれたなら……

（わたしはそれだけでいいんです……。一度でいい……ジュニア様の口からそれが聞けたなら……チェリーは、チェリーは潔いさぎよく身を引きますぅぅぅぅぅぅぅぅっ！）

　何とも意地ましい、ささやかな女の願いであった。

　しかし……

「いや……その……。どっちの方がと言われても……も、もちろんチェリーのことは大好きだし……その、でもこんなことになった以上、もっともっとバニラのこともよく知って……ええっと～～～」

　ウソでもいいから『君が好きに決まってるじゃないか』と言えないのがジュニアである。

「……それからじゃないと何とも言えないよ」

　何とも申し訳わけなさそうにジュニアは言った。

「…………うっ！」

　ジュニアを見つめるチェリーの目から、不意にボロボロと大粒の涙なみだがこぼれ落ちる！

「ジュ…………ジュニア様の、バカぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～～～～～っ！」

「あっ、チェリー！」

　チェリーは涙ながらに部屋を飛び出した！

「ちょ、ちょっとチェリー!?」

　続けて部屋を飛び出すジュニアだが、傷しよう心しん深まりしチェリーはこんな時だけセイバーのパワーを全開に、瞬またたく間に長い廊ろう下かの向こうへと消え去った。

　チェリーの消えた暗くら闇やみを呆ぼう然ぜんと見つめるジュニアは、

「ああぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～～っ！　今日はみんなどうしちゃったんだ～～～～～っ！」

　ほとほと困り果てた様子で一人叫さけんだ？




　　　　７




　ライムは大の字になって吞のん気きに寝ね息いきを立てていた。

「くか～～～～～～っ！　すぴぃ～～～～～～っ！　うひゃひゃっ、ジュニア、だ～～～いスキ…………むにゃ」




　どっかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！




「ほえ？」

　もの凄すごい勢いで開かれた扉とびらに、ライムがキョトンと顔をあげる。

　ゼエゼエと、肩かたで息をしながらそこに立っていたのは、慌あわててチェリーの後を追ってきたジュニアである。

「……ジュニア？　うはっ！　わーーーーーい、ジュニアだ！　ジュニア～～～～～～っ！」

　ライムは何の躊躇ためらいもなく、いつもの様にジュニアに飛びついた。

「ライム……？　あれ？　チェリーは……チェリーは戻もどってこなかった？」

「チェリー？　チェリーならそこに……」

　ライムは蛻もぬけの殻からのベッドに目を向ける。

「あれ？　アハハ、いないや！」

　そりゃあんたが寝ねちゃっている間にいろいろあったんだから、いるわきゃないでしょ。

「……いないか。ハハ……一体どこ行っちゃったんだろ……？」

　乾かわいた笑いのジュニアは、ふぅ……と脱だつ力りよくしたようにベッドの上に腰こし掛かけた。

「ジュニア疲つかれてるの？　なんか変だよ？」

　元気のないジュニアを見てライムが言った。

　ジュニアにしてみりゃ、変なのはブラッドベリーやチェリーの方だ。

　自分の気持ちすらハッキリと分からなくなってしまっているジュニアに、彼女達らしからぬ突とつ然ぜんの行動が理解できるはずもない。

　何だか深刻なジュニアに自分も不安になったか、ライムは心細そうにジュニアに聞いた。

「……ねえねえジュニア、明日はピクニック行くの？　ジュニア、お城に帰ってきてから全然遊んでくれないんだもの……明日はまたみんなで遊びに行こうよ」

「え？　ハハ、ライムったら……」

　別に遊びに行ってるわけじゃないって。

　ライムは何度説明しても分かってくれない。

　でも、そんなライムのいつもと変わらぬ態度に、ジュニアはちょっとホッとした。

　小さく笑ったジュニアを見て、ライムは元気に言った。

「よし、決定！　明日はまたみんなで遊びに行こう！　約束だよ！」

「そうだね！　できたら僕もそうしたいんだけど……」

　たちまちジュニアのトーンが落ちる。

「実は……もしかしたら、明日もいろいろと準備があって、それどころじゃないかも知れないんだよ」

「準備……？　そっか、ジュニア結婚するんだ！」

「う、うん……まだよく分からないけど、そうかも知れない」

「ねえジュニア。ジュニアが結婚すると、どうしてチェリーが、ガガーーーーーーーン！　ってなるの？」

「ガ……ガガーーーン？」

「うん。ブラッドベリーも一人でなんかしてて、全然相手にしてくれないんだ」

「ブラッドベリーも……」

「二人とも、ジュニアが結婚するって聞いてからずっとなんだよ」

「僕が結婚するから……？　いや、でもだからって何もそんな……」

　ブラッドベリーやチェリーが変なのは、自分が結婚するかも知れないせい？

　それが何な故ぜにあの行動に繫つながるのか、見ている方がじれったくなるぐらいジュニアは鈍にぶい、見事に鈍い！

「ジュニアも結婚すると、行ってきますがチュウで甘あまいの？」

「へ？」

「ブラッドベリーはボクとジュニアが結婚しているのはちょっと違うって言うんだけど、それは出で掛かける時チュウをしないから？」

「は？」

「だったらボクもこれからはチュウする！　そしたらボクとジュニアも結婚だね！」

　これだけ聞いたらまるで何のことだか分からないが、そこはさすがにジュニアである。

　ライムの言わんとしていることはなんとなく理解できた。

　今度は結婚の意味と、自分の置かれている立場を嚙かみ砕くだいて説明してやらなければならない。

　ちょっと困ったようにジュニアはライムに説明した。

「ええっと、たぶんそういうわけにはいかないんだよ、ライム」

「れれっ!?　どうして？」

「それはその……つまり結婚っていうのはねえ、一人の人としかできないんだよ。僕に二人も三人もお嫁よめさんがいたら変だろう？」

「……そうなの？」

「うん。二人で一いつ緒しよに暮らしていく大切な相手だもの……結婚は本当に信しん頼らいしあえる人とだけするもんなんだ」

「じゃあ、ジュニアが結婚しちゃったらボクはどうなるの？」

「えっ!?」

「ジュニアが結婚しちゃったら、ボクはどうなるの？」

　ライムの質問は実に分かりやすいものだった。

　ジュニアは仮にバニラと結婚することになっても、ライム達とは今まで通り、一緒に楽しく暮らしていけると思っていた。

　本当に何の疑いも持たずにそう思っていたのだ。

　だからそれを伝えようとしたのだが……

「それはもちろん、今まで通りに……」

　そこまで言ってジュニアは言葉に詰つまってしまった。

　自分の言っていることと、無意識の内に考えていたことの大いなる矛む盾じゆんに初めて気がついたのだ！

（そうか……それでチェリーもブラッドベリーも……）




　結婚騒そう動どうに翻ほん弄ろうされる余り、ジュニアの頭の中は自分とバニラとそして王室の、それぞれの立場のことだけでいっぱいになっていた。

　知らず知らずの内に、ライム達、セイバーマリオネットの立場をお座ざなりにしてしまっていたのだ！

　事実、ジュニアはゼルジィやマーブルに振ふり回されて、ブラッドベリーが会いに来てくれるまで彼女達のことを忘れていた。

　ほんの一日会わなかっただけで、すっかり様子の変わっていたブラッドベリーやチェリーに驚おどろいたのもそのためである。

　自分の環かん境きようが変わるのは同時に、ジュニアを取り巻くセイバー達の環境をも変えてしまうことに気が回らなかったのだ。

　いつでも当たり前のようにライムがいて、チェリーが慕したってくれて、ブラッドベリーが優しく見守ってくれる……。

　それがあまりにも当たり前になり過ぎていて、いつしかジュニアの心に甘あまえが生じていた。

　ライムもチェリーもブラッドベリーも、『乙女おとめ回路』を持つセイバーマリオネットである。

　その『心』は人間のそれと何ら変わりはない。

　ジュニアがバニラと結婚して、それでもなお彼女達と今まで通りやっていけると思っていたなら、それは彼女達が『人間ではない』という甘えに他ならない。

　そんなつもりはなかったのだが、よりによって自分自身が人間とマリオネットの間に一線引いていたなんて……！

　ジュニアは自分の愚おろかさにショックを受けていた……。




「ジュニア……ジュニアどうしたの？　ボク、何か変なこと言った？」

　黙だまりこくってしまったジュニアを、ライムが心配そうに覗のぞき込む。

「え……？　な、何でもないよ、ライム。ただ……」

　ただ、こんなことをライムに何と言って説明すればいいんだ。

　ジュニアはただ言葉を失い、ジッとライムの澄すんだ瞳ひとみを見つめ返すしかなかった。

　その頃……。




「そろそろだな……」

　ブラッドベリーの姿を発見してから約一時間、ひたすらコンピューターのデータと睨にらめっこをし、タイムを測っていたマーブルがおもむろに立ち上がった。

「マーブル？　どこへ行くつもり？」

　バニラに聞かれてマーブルが言った。

「ゼルジィを呼んでセイバー共の部屋へ行く。面白いものが見れそうだぞ……クックックッ！」




　そしてブラッドベリーが……

「ふぅ……やれやれ。私としたことが、ちょっと焦あせっちゃったかな……。私もひとまず部屋に帰って心を落ち着けるとしよう……」




　チェリーが……

「ぐしゅ……ジュニア様～～～……。こうなったら、今夜は一晩泣き明かしてやるぅ～～～……」




　それぞれにジュニアとライムのいる部屋へと向かっていた。




　部屋の中では、ジュニアがライムに向かってようやく見つけた言葉を続けた。

「ライム……大だい丈じよう夫ぶ！　僕は何があっても、ライム達とず～～～っと一緒にいるから」

「…………ホント？」

　それはバニラとの結婚を完全に破は棄きすると言うことなのか!?

　すでに結婚問題が国を巻き込んでの騒ぎとなった今、ジュニアの一存でそれは可能なのか!?

　確かなことは何も分からないジュニアであった。

　しかし、今のジュニアには他にこれ以上言う言葉は見つからなかった。

「本当だよ。だって僕は、ライムもチェリーもブラッドベリーも……みんなが大好きなんだもの」

「うはあっ、やったあ！」

　優しく微笑ほほえむジュニアを見て、ライムの瞳がパァ～～～と輝かがやく！

「ジュニア、スキ！　ボク、ジュニアが大スキ、スキ、スキ、スキだよ～～～っ！」

「うはっ！　こらライム、くすぐったいよ～～～っ！」




　ブッチュウ～～～～～～～～～ッ！




　いつもの様に飛びついたライムが、いつもの様にジュニアにチュウをしたその時！

　不意に部屋の扉は開かれた！

「ジュ、ジュニア様！　どうしてここに!?」

「ショェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェッ！　ライム、あんたジュニア様に何てことしてんのよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ブラッドベリーとチェリーがほぼ同時に大声を上げた。

「ほえ!?　あっ、チェリー、ブラッドベリー、お帰りなさい！」














　ジュニアに抱きついたままのライムは、顔だけ扉に向けて元気に言い、

「げげっ！」

　熱ねつ烈れつなベーゼを目もく撃げきされたジュニアは瞬しゆん時じに青くなった。

　案あんの定じよう、チェリーの顔はたちまち怒いかりとショックに震ふるえ出す。

「あ、あ、あ、あんたねえ～～～っ！　人がジュニア様とのことでこんなに心を痛めている時に、よりによってその隙すきにジュニア様へちょっかい出すなんて最低だわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　はい、あんた邪じや魔ま～～～っ！」

　ズカズカとジュニアとライムの間に割って入るや、ペッとライムを放り出してジュニアの手をヒシと取る。

「ジュニア様もジュニア様ですわ！　ライムなんかとコソコソ会っているぐらいなら、どうして、どうしてわたしの気持ちに答えてくださらないんですか!?　ジュニア様～～～！」

　コロリ！

　一転潤うるんだ瞳ひとみでジュニアに迫せまる。

「いや、あの、これは違ちがうんだよチェリー……」

　ジュニアはしどろもどろで弁解もままならない。

　構わずにチェリーは迫る！

「ライムがいいんだったら、わたしだって……ジュニア様……♡」

　静かに目を閉じ『ＯＫ』サインだ！

　……催さい促そくとも言う。

「いや、だから……」

「ああっ、チェリー後からきてズルイ！　ジュニアはボクとずっと一いつ緒しよなんだから、結けつ婚こんじゃなくてもチュウしていいんだよ～～～っ！」

　またまた何か変な解かい釈しやくをしているライムが、負けじと二人の間に割って入った。

「あぁん！　今いいところなんだから、あっち行っててよライム！」

「イヤだ！　ジュニアはボクとチュウするんだ～～～っ！」

「あいたたたたたたたっ！　二人とも、そんなに引っ張らないで～～～っ！」

「ちょ、ちょっと、ライムもチェリーも落ち着いて！　これ以上はジュニア様が危険だ～～～っ！」

　期せずして起こるジュニア争そう奪だつ戦せんに当のジュニアは悲鳴を上げ、ブラッドベリーは慌あわてて二人を止めに入った。

「その手を離はなしなさ～～～い！」

「イヤだぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「痛い～～～～～～っ！」

「ああっ、ジュニア様が千切れる～～～～～～っ！」

　正に組くんず解ほぐれつの大おお騒さわぎ！

　しかし本当の大事は、その直後に訪おとずれるのであった！




「い……いい加か減げんにせんかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「！」

　突とつ然ぜん聞こえた叱しつ咤たの声に、一同の動きがピタリと止まった。

　開いた扉の向こうでは、顔を真っ赤にさせたゼルジィがワナワナと怒りに肩かたを震ふるわせ立っていた。

「ゼ、ゼルジィ!?」

「うへっ！」

「マ、マズイぞ、こりゃ！」

「なんで？」

　分からんのか、ライム？

　ジュニアを奪うばい合って団子状態のその姿は……

「た、大切な婚こん礼れいを控ひかえたジュニア様に……お主ぬしら、揃そろいも揃ってなんちゅうことをしてくれるのじゃ！　ええい、恥はじを知れ、恥を！」

　……そう見えて当然。

「あ、あのゼルジィ。これは別にそういうわじゃ……」

　額に汗あせを浮うかべて弁解しようとするジュニアだが、

「ほう……これはさすがにマズイことになりましたな……」

「!?」

　ゼルジィの後ろからゆっくりと姿を現したのは、予想ピッタリ時間ピッタリ、ゼルジィをこの場に案内したマーブルである。

　そしてもう一人……

「ジュ……ジュニア様……！」

　バニラが微かすかに青ざめた顔を覗のぞかせた！

「バニラ!?」

　思わぬバニラの登場に、ジュニアが言葉を詰つまらせた。

「ジュニア様……ま、まさか……」

　バニラは震える瞳でジュニアを見つめ……

（まさか、これが噂うわさの『王宮に巣す喰くう魔ま性しようのマリオネット、深夜のハイテク特集』!?　うわぁ～～～……）

　などと、心の中で勝手に勘かん違ちがいをしていた。

　そうとは知らぬジュニアは、さすがにバツが悪そう。

　勘違いは勘違いでも、今度はバニラの心を傷つけてしまったのではと思い誤る。

　マーブルはジュニアの心の動どう揺ようをあおるように言った。

「これは今後のロマーナを指針する意味でも実に忌ゆ々ゆしき問題……。バニラ様のお気持ちも考えた上、ここはひとつ厳正なる処置が必要かと存じます」

「うむ。やむをえんな」

　ゼルジィがこれに同調した。

「処置……って!?　一体何を!?」

「ジュニア様をお部へ屋やに……！」

　ゼルジィの合図に、バラバラッと入ってきた警備兵がジュニアの脇わきを固める。

「ゼルジィ!?」

「婚礼の済むまで、この者たちとの接せつ触しよくは控ひかえて頂きます。分かってくだされ、ジュニア様……」

　ゼルジィは部屋を連れ出されていくジュニアに背を向けたまま言った。

「えっ!?　でも……ライム、チェリー、ブラッドベリー！」

「ジュニア様！」

「ジュニア！」

　ライムとチェリーがジュニアの後を追おうと身を乗り出した。

　が、間に入って二人を制したのはブラッドベリーである。

「ブラッドベリー!?」

「どうして……このままじゃジュニアが行っちゃうよ！」

「これ以上の騒ぎはジュニア様の立場を悪くするだけだ……。今は黙だまって言うことを聞くしかない」

　辛つらそうに、ブラッドベリーが言った。

「そんな……ジュニア様～～～っ！」

「ジュニア、行っちゃヤダ～～～っ！」

　ライムとチェリーの声も空むなしく、ジュニアは長い廊ろう下かの奥おくへと消えて行った。

　その様子を黙って見ていたマーブルが、ニヤリといやらしい笑いを浮かべた。

（フフ、さすが育成期間の長いセイバーは物分かりがいい。さてと、ならばこの隙すきに……）

　マーブルは呆あつ気けにとられているバニラの耳にそっと囁ささやいた。

「バニラ様、ここは私に任せて、あなたはジュニアのお相手を……」

「相手？　で、でも私、あんな大だい胆たんなことできない！」

　まだ組んず解れつのことを言っている。

「バカ、あの小僧にそんな度胸があるものか！　ジュニアがおかしな行動をしないように見張ってろと言ってんだよ」

「あ……それなら何とか」

　バニラはホッと胸を撫なで下ろす。

「うまくやるんだぞ」

「う、うん！」

　そそくさと部屋を後にするバニラを見み届とどけて、マーブルは部屋に残されたセイバー達に目を向けた。

　セイバー達の前では、ゼルジィがほとほと困った様子で顎あご髭ひげを撫でていた。

「さてと、困ったのはお前さん方の処置じゃがのう。放っておいて、またよからぬ噂が流れては事だし……かわいそうじゃが、ジュニア様のお世話から外れてもらうしかないのう」

「そ、そんなっ！」

「ゼルジィさん、あんまりだわ！」

「しかし、またこのようなことが起こっては世間に対して示しが……」

「フフ、まあまあゼルジィ殿どの。この者たちが、これまでジュニア様を助け、ロマーナの復ふつ興こうに尽じん力りよくしてきたことは事実。何も無理矢理ジュニア様のお側そばから引き離さずともよろしかろう」

「!?」

　意外にも、セイバーの弁護に回ったのはマーブルである。

「この者たちの能力には私も一いち目もく置いてる次第……今後もその力は我々にとっても必要なものでありましょう。ですから、要はそのようなことを起こす元となるおかしな回路さえ取り除いてやればよいわけで」

　マーブルがニヤッとほくそ笑えむ。

　その言葉に、ブラッドベリーはハッと息を飲んだ！

「回路って……まさか!?」

「今後のロマーナの指針は決まったのだ……だからもう必要あるまい？　君たちのその『乙女おとめ回路』とやらは！」




　ドクン！




「！」

　マーブルがハッキリとその名を口にした時、ライムの、チェリーの、ブラッドベリーの胸の奥から、大きな鼓動が聞こえた！

　それは意外でも何でもない……マーブルの計算!?

　弁護ではない……罠わな！

　マーブルは理り屈くつでライム達を追い詰つめにかかった！

「君たちの『乙女回路』は私のデータからしても完かん璧ぺきだ。完璧過ぎるが故に生じる誤解もあるからねえ……そう、機械でありながら、自分たちがさも人間と同じであるような誤解が！」




　ドクン！　ドクン！




「なんのことはない……人間が、人間による社会を取り戻もどしたように、機械もまた本来の機械である役目に戻る時が来ただけだよ！」




　ドクン！　ドクン！　ドクン！




「だから悲しむことはあるまい？　どうせその、機械にあるまじき回路さえなくなれば、ジュニアを愛いとしいと思う感情など、きれいサッパリ忘れることができるのだから！」




　ドクッ、ドクッ、ドクッ、ドクッ……！




　胸の鼓動が激しい……。

　頭の中を様々な思いが過よぎる……。

　マーブルの一言一言に心が締しめつけられる……。

　どうして？

　あいつの言ってることが本当だから……？




　……人間？　……機械？

　セイバーマリオネットは人間じゃない……!?

　だから忘れる？

　ジュニアを？

　こんなに、こんなに大好きなジュニアを!?

　そうすれば、これからもジュニアの側にいられる？

　でも、それじゃあ今までのジュニアとの楽しい日々は何!?




　……嫌いやだ！

　それでも好きな人を忘れてしまうことはできない！




「イヤだ……ボク、ジュニアのことを忘れたりしないよ」

　押おし黙だまっていたライムが口を開いた。

「ボク、ずっとジュニアと一緒にいるよ！」

　ライムは叫んだ。

「だって、ボク、ジュニアが大スキだもん！　ジュニアと約束したんだもん！」

『乙女回路』という名の、自分の心に湧わき出た感情そのままに……。




　　　　８




　自室に戻もどされたジュニアはただ黙だまって床ゆかを見つめていた。

　結けつ婚こんのこともバニラのことも、そしてライム達のことも……全すべてが頭の中でゴッチャになり、ジュニアはもう自分で何をどうしていいのか分からなかった。

　ガックリと項うな垂だれたまま、時間だけが過ぎていく。

「あの……ジュニア様？」

　長い沈ちん黙もくに耐たえかねて、そっと声をかけたのはバニラである。

　マーブルに言われるままジュニアの側そばにいるものの、バニラにだってこの状じよう況きようをどうしたらいいかなんて、てんで分からない。

「ジュニア様……どうかもうお気になさらずに。私、先ほどのことなら、もう何とも思っていないですから」

　普ふ通つう、こんな物分かりのいい娘むすめはいない。

　が、事実、バニラはライム達との一件をさして重要な問題と捕とらえていなかった。

　バニラ自身、まだジュニアに対して本当の意味での恋れん愛あい感情が芽生えていないことがひとつ。

　そして何より、この場合相手がセイバーマリオネットであったことが最大の理由となる。

　バニラにとってのマリオネットとは、取っ替かえ引っ替え自由気ままに選んでは捨てるドレス感覚、贅ぜい沢たく品のひとつに過ぎなかったのである。

　ジュニアほどの地位であればそれも許されると、一年ほど前まで贅沢三ざん昧まいの日々を送っていたお嬢じよう様さまは本気でそう考えていた。

　なまじウソで物を言っていない分質たちが悪い。

　バニラが素す直なおに吐はいた言葉に、今のジュニアは優しささえ感じてしまう。

「ゴメンよ、バニラ……。何だかバタバタしちゃって……」

「いえそんな！　私、ジュニア様のことを信じてますから」

「バニラ……！」

　ジュニアはようやく顔を上げて、ちょっとだけ微笑ほほえんで見せた。

　でも……。

　すぐにまた、『信じている』というその言葉が、重苦しいプレッシャーとなってジュニアの心にのしかかる。

　自分の気持ちがハッキリしていないのにバニラに信じられることもそうだが……それよりも何よりも、すでに自分を信じてくれていた相手を傷つけてしまったという事実。

　それがジュニアの心を激しく締しめつけたのだ。

（どうしよう……僕のせいで……！）

　ジュニアは再び苦しげに俯うつむいてしまう。

「……ジュニア様？」

「ゴメン……僕、本当にどうしていいか分からなくて……。僕がいけないんだ……僕が、僕が彼女達を傷つけてしまった……」

「ああ、彼女達ね。……彼女～～～？」

　普通、マリオネットはあくまでマリオネットであり、人間としての呼こ称しようはしない。

　バニラはジュニアの言った不可思議な言葉に眉まゆをしかめた。




　その時、その彼女達は王宮を遥はるか遠くに望む丘おかの上にいた……。

　チェリーとブラッドベリーは、嫌いやがるライムを連れて王宮を抜け出していたのだ！
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　ジュニアとの思い出がいっぱい詰つまったロマーナ城が、まるでオモチャのように小さく見える。

　天辺の辺りに灯ともっている微かすかな明かりがジュニアの部へ屋やであろうか？

　あのまま王宮にいたら、マーブルは本当に自分達をただの機械人形に変えてしまっただろう。

　彼女達は、大好きなジュニアのことを忘れてしまうよりも……ジュニアと、そしてジュニアに対する自分の思いを守ることに決めたのである。

　たとえそれが、ジュニアともう会えなくなることを意味していても……。

「ジュニア様……」

　チェリーは小高い丘の、本当にギリギリの所まで身を寄せて王宮を見つめていた。

　それこそ人形のように、身じろぎひとつせず……

　ただジッと……いつまでも……

「行くよ、チェリー……。そうしてると、ますます行くのが辛つらくなる……」

　ブラッドベリーが優しい声でチェリーに言った。

（分かってる……）

　チェリーは無言で小さく頷うなずいた。

「ねえねえ、一体どこに行くの!?　なんでお城にいたらいけないの!?」

　分かってないライムは、駄だ々だをこねる子供のようにブラッドベリーの腕うでにしがみついた。

「私達がお城にいると、ジュニア様にご迷めい惑わくがかかるんだ……だから」

「ボク、ジュニアに迷惑なんてかけないよ！　ブラッドベリーの言うこともちゃんと聞くよ！　チェリーともケンカしないよ！　ジュニアとサヨナラするのはイヤだよ！」

「ライム……」

　これ以上どう説明していいのやら、ブラッドベリーは困ったようにライムを見つめた。

「ライム！　あんたそんなこと言って、お城に残ったのはいいけどそれでジュニア様のこと忘れちゃってもいいの！」

「ほえ!?」

　代わって、強い口く調ちようでチェリーが言った。

「忘れる？　ジュニアと一緒にいて、ジュニアのこと忘れるわけないじゃないか！」

「でもあそこにいたらそうなっちゃうのよ！　あんた、ジュニア様をジュニア様とも分からず一緒にいるのと、たとえ会えなくてもずっとジュニア様のことを思い続けていられるのと、どっちがいいっての!?」

「!?」

　チェリーの剣けん幕まくにライムの言葉が一いつ瞬しゆん詰つまる。

　そして、

「そんな……そんなのどっちもイヤに決まってるじゃないか！　チェリーの、チェリーのバカーーーーーーーーーーーーーッ！」

「ライム!?　そ、そんなワガママ言わないでよ……わたしだって、わたしだって辛いんだから～～～～～～っ！」

　ライムはどうしようもない怒りをチェリーにぶつけ、チェリーの目からは堰せきを切ったように涙なみだが溢あふれ出す。

　言い合えば言い合うほど胸が痛む。

　これも『乙女おとめ回路』が成せる、彼女達だけが知る心の痛み……。

　そして愛する人を大切に思うがあまり、自ら王宮を去る選せん択たくをせずにはいられなかった。

　それも『乙女回路』があるが故の、彼女達の偽いつわらざる気持ち……。

　奇くしくも、ここにチェリーの妄もう想そうは現実のものとなる。

　それも一番ありがたくない妄想が……。

（私達にできることは……せめてジュニア様の足手まといにならないようにするだけ……）

　ブラッドベリーは最後に一度だけ、チラリと遠くの王宮に目を向けた。

（ジュニア様……）

　何ともやるせない思いを胸に、三人のセイバーマリオネットは夜の闇やみに消えて行く。

「ヤダ～～～～～～っ！　ジュニアはボクとずっと一緒だって言ったもん！　ジュニア、ジュニア～～～～～～っ！」

　ライムの悲痛な叫さけびを残して…………。
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　暗くら闇やみの中にジュニアは立っていた。

　ジュニアは笑った。

　今までに見たこともないような、暖かで、優しさに満ちた笑え顔がお……

　でも、その目はこちらを向いていなかった。

　ジュニアの横には誰だれかがいる。

　ジュニアの笑顔はその誰かに向けて投げかけられている。

　それでもいい。

　少しでもジュニアに近づきたくて……

　ちょっとでもいいからこっちを向いて欲ほしくって……

　必死にもがいてもジュニアとの距きよ離りは縮まらない……

　力の限り叫さけんだ気がした。

　今、目の前にいる愛する人の名前を……

　その途と端たん、ジュニアの姿はすうっと闇に吞のまれて遠のいていった。

　ジュニアがチラリとこっちを見た思いがした。

　でも……

　愛いとしい人の顔は笑っていなかった。

　困ったように、目を背そむけ……

　そしてジュニアは……消えた。




（ジュニア様…………ジュニア様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！）

　ガバッとチェリーが身を起こした！

　息が荒あらい。

　胸の奥おくがバクバクと不安に音を立てている。

　目に涙なみだが滲にじんでいるのが自分でもよく分かる。

（今のは……？）

　自分の状じよう況きようが分からないチェリーは、ボンヤリと辺りを見回した。

　辺りは漆しつ黒こくの闇に包まれていた。

　遥はるか遠くに、オモチャのようなロマーナ城が小さく見える。

　チェリーは頰ほおを撫なでる冷たい風に、そこが何ど処こであったかを思い出した。

　そこはジュニアに最後の別れを告げたはずの小高い丘おかの上……。

「そうか……それじゃ、今のは……夢ゆめ？」

　チェリーがポツリと呟つぶやいた。

　マーブル風に言うなら、それは処理しきれない感情データが思考回路を刺激して見せた仮の映像にすぎない。

　しかし、それは恐おそらく人間とて同じこと……。

　妄もう想そう癖へきのあるチェリーだが、実は寝ねている間に見る本当の意味での『夢』を体験したのはこれが初めてだった。

　それはチェリーの『乙女おとめ回路』がまた一歩、人間の持つ心に近づいた証あかしなのかも知れない。

　それにしても、初めて見る『夢』が、こんなにも辛つらく悲しい『夢』なんて……。

　恐らく、チェリーにとって辛く悲しい思い出の場所にいたことが、チェリーの感性を必要以上に刺激してしまったのであろう……。

　では何な故ぜ、一度は去って行ったはずのチェリーがこんな所にいるのか？

　小高い丘の上から見える景け色しきは前と何ひとつ変わらなかった。




　シュ…………パアァァァァァァァァァァ…………




「！」

　不意に空が五色の光に輝かがやいた。

　そう、ただあの時と違ちがっているのは、夜も深まったこの時間にも拘かかわらず、王宮の窓という窓から、今だ煌こう々こうと明かりが漏もれていること……。

　城下町からは色とりどりの花火が打ち上げられ、そこからでもロマーナ市全体が賑にぎわい、活気に満ちているのが分かること……。

「目が覚めたかい、チェリー。だいぶうなされてたようだけど……」

「ブラッドベリー……」

　ブラッドベリーは一本の木に背もたれて、チェリーの後ろに立っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ……そっか、やっぱり来ちゃったのよね、わたし達……」

　まだ夢のショックから抜ぬけ出せないのか、チェリーは放心したように呟いた。

　何も言わずとも、それが楽しい夢でなかったことはブラッドベリーにも予想できた。

「いよいよ始まったようだ……。私達にとって本当に辛いのは、これからかもね……」

　ブラッドベリーは自分に言い聞かせるように呟いて、ジッと賑わうロマーナの街を見下ろした。




　──ライムとチェリーとブラッドベリーと……彼女達が王宮を後にしたあの日から、すでに五日が過ぎていた。

　彼女達の辛い気持ちをよそに、時は無情にも過ぎて行く……。

　その間も、ジュニアの結けつ婚こん式を兼かねた戴たい冠かん式しきの準備は着々と進行していた。

　そして、ゼルジィ始め王室側近達が頑がん張ばった甲か斐いあって（？）、その本番がいよいよ明日に迫せまっていたのだ。

　新しい国王と妃おきさきの誕生に、待ちきれないロマーナ市民は前夜祭と称しようして早くもお祭り気分に浸ひたっていた。




　ジュニアの新しい門かど出でに、いても立ってもいられなくなったのはチェリー達とて同じ事だった。

　無論、彼女達がお祭り気分で騒さわげるはずはないのだが……

　それでも、どうしても来ないわけにはいかなかった。

　自分の愛した人の晴れの姿を、同じ時間に、すこしでも近い場所で感じていたい……見守っていたい……。

　もしかしたら、正式なジュニアの婚こん礼れいを目にすることで、少しでも自分の気持ちが吹ふっ切れるかも知れない……。

　ただその思いだけで、彼女達は戻って来ていた。

　……が、

　いざここまで来てみると、やはりやめた方が良かったかも……などという思いが頭をもたげる。

　それほどまでに、彼女達の心は辛く、寂さびしい思いに締しめつけられていた。

　恐おそらく、ジュニアの婚礼が滞とどこおり無く終しゆう了りようされるまで……いや、もしかしたらずっと……その思いは果てしなく続いてしまうのかも……。

　それもこれも、全すべては彼女達の胸に組み込まれている、ひとつのバイオチップの仕し業わざである。

　ジュニアを誰だれよりも好きになれたのが『乙女おとめ回路』のおかげなら、今こうして、あまりに辛い思いをしているのも『乙女回路』のせいなのだ。

　だからと言って、決して『乙女回路』を不要のものだとは思いたくない。

　そう考えては、今までのジュニアと過ごした日々を全て否定してしまうことになるから……。

　ただ、何とも言えぬ複雑な気持ちが、彼女達の心を支配して止やまなかった。




「……どうするの、ブラッドベリー？」

「チェリーがここで構わないんだったら、私は別に……」

「わたしはどっちでもいい……。あんまり近くだと、きっとまた泣いちゃうから……」

「本当に？」

「……分かんないけど」

「そう……」

　言葉を交かわさなくても、お互たがい考えていたことは同じである。

　チェリーとブラッドベリーは実に簡単な言葉のやりとりで、お互いの意志を確認した。

　結局二人では結論を見ないまま、ブラッドベリーはライムにその決定権を託たくした。

　ジュニアと別れることに最後まで抵てい抗こうし、誰よりもジュニアに会いたがっていたはずのライムに……。

「ライムはどうなんだい？　あんたが大人おとなしくしてられるんだったら、もう少し街に下りてみてもいいんだよ？　ねえ、ライム？」

　返事はない。

「ライム？」

　ブラッドベリーが辺りを見回す。

　しかし、そこにライムの姿はなかった。

「ライム!?　おかしいな、さっきまでここにいたのに!?」

「ライム……いないの？」

「あっ！　しまった……迂う闊かつだった」

「えっ!?　まさか、あの子!?」

　チェリーとブラッドベリーは、同時にロマーナ城へ目を向けた！




　案あんの定じよう……




　ばっびゅ～～～～～～～～～～～～ん！




　ロマーナ城へ通じる大通りに、もうもうと立つ土つち煙けむりが一筋あった！

　二人の予想は大当たり！

　ロマーナ城の近くまで来て、あのライムが大人しくジッとしているわけがない。

　ライムはいたって自分の気持ちに正直に行動した！

「ぐしゅ……ジュニア……ジュニア、ジュニア、ジュニア～～～～～～～～～っ！」

　大好きなジュニアに会いたい……。

　ただその思いだけに身を任せて！
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　その頃ころ、ライムが目指すロマーナ城の一室では……。




　ピコッ！　カチャカチャカチャ……ピッピッピッ！




　相も変わらず小型コンピューターをいじっているマーブルの姿があった。




　ピポポポポポポポポポポポ、ピコ～～～ン！




「……ふむ。ま、こんなもんか？」

　モニター画面に映し出された四五％の数字に、マーブルがポツリと呟つぶやいた。

（数値としてはかなり高い……。結局ジュニアに対する感情がどっちに向くかだけの違ちがいか……？　所しよ詮せん、奴やつらが来る可能性はほぼ五分と五分……どうする？）

「ほほう、なかなか精が出ますな、マーブル殿どの」

「えっ!?　って、うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　いつの間にかニコニコと顔を突つきつけているゼルジィに、マーブルはギョギョッと声をあげた。

　真しん剣けんに考え事をしていて、ゼルジィが部へ屋やに入ってきたことすら気づいていなかったのだ。

「ゼ、ゼルジィ殿！　ハハ、一体このような時間に如い何かなご用件でありましょうかな!?」

　マーブルは、まるで見られてはいけない物を隠すように、アタフタとモニター画面を手で覆おおった。

「いや、別に用と言うほどのこともないが……いよいよジュニア様の婚礼を明日に控ひかえ、恥はずかしながらこのワシも少々興奮気ぎ味みでしてな。このわずかな期間で式典の準備が滞とどこおり無く済んだのも、そのマーブル殿の綿めん密みつなデータ処理のお陰かげ。忙いそがしさにかまけて、お礼もままならなかった故ゆえ、眠ねむれぬついでと言ってはなんじゃが、ぜひ一言感謝の意を述べたいと思い参った次第で……ほほっ、こう見えてワシも年のせいか、意外と義ぎ理り堅がたい方でのう～～～。ま、そういうことじゃからして、ぜひ今後とも……」

　年のせいか、相変わらず話が長い……。

　マーブルはゼルジィの言葉を遮さえぎるように大きな声で言った。

「ああっ、ああ～～～、ああ～～～っ。そういうことでしたらどうぞお構いなく。単に私はこういう細かい計算が好きなだけでして。いや、それが王室のお役に立てたなら私としても幸い。ハハ、ではまた、そういうことで……」

　強引に話しを打ち切るべく、マーブルは深々と頭を垂れた。

「うむ。しかしこの期ごに及およんでまで何を計算しているか知らんが、あまり根こんを詰つめると体によろしくない。程ほど々ほどになされよ、マーブル殿」

「ゼルジィ殿こそ、お年寄りの夜よ更ふかしは体に毒どく……どうぞ私に構わずお休み下さい」

「ほほっ！　いやあ、なんの、なんの。確かに見た目は爺じいでも、ワシは今回の式典準備で痛感いたしましたな。まだまだ若い者には負けない長年の経験と勘かんはあ～～～」














「あわわっ！　で、ですからそういった話はまたいずれゆっくりと！　どうぞ、後のことは私に任せて、ゼルジィ殿は一刻も早くお休みなされ～～～っ！」

　まだまだ続きそうなゼルジィの話に、マーブルのアタフタに輪がかかる。

「ハテ？　一体何をそんなに泡あわ喰くっておるのか？　変わったお方じゃのう」

「変わってても何でも結構！　いいから私を一人にして下されぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　アタフタにイライラがプラスされ、マーブルは悲鳴の如ごとく声を張り上げた。

「うほっ!?　何もそんな叫さけばずともよいのに？　分かった分かった、マーブル殿がそこまでおっしゃるのなら、ここはひとまず退散するといたしましょう」

　ようやく背中を向けたゼルジィに、マーブルがホッと胸を撫なで下ろす。

「おおっ、そうじゃ!?　最後にひとつだけよいかな？」

「ま、まだ何かあるのですか!?」

「その画面に出てた四五％とは一体何の数字じゃ？」




　ギクギクゥッ！




　見てないようでしっかり見ている。

「そ……それは、つまり九九の計算をしておったのです！　え～～～と、ほら、五×八＝四五、ってね！　ハハ、ハハハハハ！」

　咄とつ嗟さのことに、マーブルは実にしょーもないことを口走った。

　ちなみに、五×八＝四〇だ。

「ああ、九九じゃったのか？　なあ～～～んじゃ、うほっ、うほほほほほほほほほっ！」

「そうなんですよ、ふはははははははははははははははははっ！」

「……変なの」

「……は」




　……………………プッツン。




「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ、もうやかましいわ！　気が散るから出ていけ、出ていけって、このぉ～～～っ！」

「うおっ！　ちょっとそんな乱暴な！　あいたたたたたたたたたたた！」

　いい加減焦じれったくなったマーブルは、ゼルジィの髭ひげを引っ張って、力ずくで外へ追い出す。

　一体マーブルがそれほどまでにこだわる四五％の数字とは!?

（チッ、喰くえないジィさんめ！　この数字が、あのセイバー共が婚こん礼れいに乗り込む確率と知ったら貴様等が大おお騒さわぎするのは決まっておろう！　セイバー共を取り逃のががした責任を取れとなったら事だからな……）

　そうなのだ。

『乙女回路』を取り外されると知ってセイバー達が王宮を脱だつ出しゆつしたのは、マーブルがその準備にかかったわずかな隙すきに起こったことだったりする。

　自じ称しよう天才科学者にしては大したポカだ。

　マーブルはその名めい誉よ挽ばん回かいに燃えていた。

（フン！　確かにあれは『乙女回路』があれ程バカな女の発想をするとは思っていなかった私の油断だ……。しかし、いずれにしろ結果的に奴らをどうにかすればそれでいいのだろう！）

　マーブルはチラリと自じ慢まんのコンピューターに視線を走らす。

（前回の結果を加味したデータはすでに我が愛機にインプット済み……天才は二度同じ過あやまちは繰くり返さないものさ！　フフ……フフフフフ……！）

　そして実に妖あやしい手つきでそのボディを撫なで始めた。

（来るなら来い、人間たろうとする愚おろかな機械人形め！　私の開発した真の機械たる機械が、その醜みにくいボディを粉々にしてくれる！　本来機械がどうあるべきか、その力と姿を存分に思い知らせてやるのだ～～～っ！　うひっ！　うひひ……）

　すでにその目つきはイッていた……。

「あ～～～……たまらん！　この鋭えい角かくなラインが、一部の狂くるいもなく均等に広がるゲージ表示が……これが機械ぞ～～～っ！」

　まるでＯＬのお尻しりを撫でるセクハラ親おや父じの如ごときマーブルの手は、その標的をお尻から胸へと移動させる。

　つまり……マーブルはチョンとコントロールパネルのキーボードを突つっついた。




　プ～～～、ピコピコッ！




「あ～～～～～～っ、これだ！　これこそが機械の声だ！　おうっ、マイ・ラブリー・リアル・メカニズ～～～～～～ム、スーパー・エクスタシ～～～～～～！」

　自称天才科学者……その正体はメカ好きの高じた危ない奴だったようで……。

　と、その時！




　ピピピピピピピピピピピ……コォォォォォォォォォォォォォ！




　小型コンピューターが異様な反応を示した。

「むっ!?　そんなに声を荒あらげて……一体どうしたんだ、マイ・スィート・ハニー!?」

　モニターにはロマーナ市の縮小地図が描き出され、二つの光点が市内を大きく回り込みながら中央目指して進んでいる。

　地図の中央はロマーナ城を示していた。

　ならば、そこに向かう二つの物体とは!?

「フッ、案あんの定じよう人目を避さけて裏から来たか……あらかじめセンサーをそちらへ集中させておいて正解だったな……。フフフフフ……ならば遠えん慮りよなく試ためさせてもらうぞ。我が最大の最高傑けつ作さく、対セイバー専用特とく殊しゆ破は壊かいマシーンの威い力りよくをな！　うひゃひゃひゃひゃっ！」

　危ない奴は、危ない目つきで危なく笑った！




　　　　３




　ジュニアは窓からの景け色しきを、ただ黙だまってジッと見つめていた。




　シュパッ…………ドォォォォォォォォォォォォン




　打ち上げられた花火に夜空が一いつ瞬しゆん明かりに包まれ……また元の暗い空に戻もどっていく。

　今にして思えば、ライム達と北地区で見た最初の花火が全すべての始まりだったような気がする。

　自分の及および知らない所で打ち上げられた花火は消えることなく、果てしなく火の粉を舞まい散らせた……。

『結婚』という名の花火……。

　様々な『戸と惑まどい』の火の粉……。

　ジュニアは式典に関わる公式な段取り以外は、常にこの部へ屋やに閉じこもっていた。

　いや、閉じ込められていたと言うのが正解であろうか？

　部屋の前には常に警備兵が立ち、ジュニアの動きに目を光らせている。

　どこかへ行こうにも、必ず側近の誰だれかが脇わきを固める。

　だからジュニアも、あえて余よ計けいな行動をする気にはなれなかった。

　それならいっそのこと、一人でゆっくりと考える時間が欲ほしかったのだ。

　ジュニアの頭の中を色々な思いが過よぎっては消える。

　確かに、ロマーナの王として、国民に今後の指針を示すことは必要であろう。

　しかしそれは『結婚』という手段にだけ頼たよらなければいけないことなのか？

　その一方で何かもっと大切な物を失ってはいないか!?

　一体この騒さわぎが始まってどれだけの人を傷つけてしまったのか？

　勿もち論ろん、今さら婚礼を中止すれば新たに傷つく人がいるだろう。

　でも、人を傷つけてしまった末の結婚に何の指針も説得力もあるものか？

　正直、ジュニアにはそうまでしてする結婚の意義は見い出せなかった。

　そこまで分かっていながら、どうしても決断できないでいる理由があるとすればただひとつ……。

　自分とは他の、もう一人この結婚騒ぎの中心に位置してしまう少女の存在。

　それでも、もうここまで来てしまった以上、ジュニアは勇気ある決断をする必要に迫せまられていた。

　ロマーナのため、バニラのため、このまま結婚を決行するか!?

　たとえ周囲の信用を失ってもいい！

　一人になって初めて気づいた、いつでも当たり前のようにあった大切な三つの心を取り戻もどすべきか!?

　この夜が明けるまでに……たとえ両りよう天てん秤びんにかけてでも！




「あの……ジュニア様？」

　押おし黙だまったまま外を眺めているジュニアにバニラが声をかけた。

「バニラ……」

「どうなされたんですか？　何だか怖こわい顔をして？」

「バニラ……ライムは……」

「えっ!?」

「その……ライムはどうしてる？」

「ライム……？　ああ、あのマリオネットのことですね？　えっと……」

　バニラはあらかじめ、マーブルに仕込まれていた答えを探した。

「ああ、そうそう。確か、式典の会場設営に回っているとか……」

「チェリーは……チェリーとブラッドベリーは？」

「チェリー!?　ブラッドベリー!?　えっと、えっと……確かあの二人は～～～」

　どっちがどっちだったかしら？

　バニラは突とつ然ぜんのジュニアの質問に戸と惑まどった。

「………………」

　ジュニアは黙ってバニラの答えを待っている。

　何か言わなきゃ！

　バニラは咄とつ嗟さに質問を返した。

「あの……そんなに気になります？　あのマリオネット達が？」

「ゴメン……あんまりいい気はしないだろうね。でも……！」

　申し訳なさそうにジュニアが言った。

　ただ、その目はしっかりとバニラを見み据すえたままである。

「でも！　どうしてもハッキリさせたいことがあるんだ。だから、ひとつだけお願いを聞いてほしい」

「お願い？」

「もし彼女達が近くにいるなら、もう一度だけ……もう一度だけ彼女達に会わせてくれないかい？」

「マリオネットに!?」

「彼女達を傷つけたままでいることはできない……彼女達がこのままじゃ、僕は、僕は何ひとつ決められやしないよ！」

「!?」

　それはジュニアならではの実に切実な願いであった。

　このまま籠かごの鳥状態で周囲に流されるままじゃいけない！

　もう一度ライム達と会って話ができなければ、両りよう天てん秤びんすら成立しない。

　後のことは自分で責任を持つ！

　だから、何としてももう一度ライム達と会って、自分で、自分の考えで最後の決断をしなくては！

　しかし、そんなジュニアの願いは、バニラには到とう底てい理解できる代物ではなかった。

「あの……どうして!?　どうして、そんなにマリオネットなんかを気になさるんですか？

　ジュニア様のような方なら代わりのマリオネットはいくらでも……」

「違ちがう！　ライム達は違うんだ！　君にはただのマリオネットかも知れない……。でも僕にはかけがえのない大切な仲間なんだよ！」

　必死に訴うつたえかけるジュニアだが、悲しいかな、ジュニアが必死になればなるほど、二人の間に溝は深まる。

「あ、あのジュニア様……少しお疲つかれでは？　そうだ！　私、お食事を用意して参りますわ。それをお食べになって少し落ち着いてからまた……」

「そんなことしているヒマはないよ！　バニラ、お願いだから……」

「と、とにかく、私、行って参ります。あの、どうかそのままお待ちになって下さい」

「あっ、待ってバニラ！　バニラ！」

　バニラは慌あわてたように部へ屋やを飛び出した。

　扉とびらは警備兵の手によってすぐに閉とざされる。

　しかしこのままジッとしていたら、ジュニアにはまた同じ自問自答の繰くり返しが待っているだけだ！

（……何とかしなくちゃ！　何とか自分の手でライム達と会わなくちゃ！）

　扉の外では警備兵が目を光らせている。

　どこか外に出る方法はないだろうか？

　ジュニアはキョロキョロと室内を見み渡わたした。

「!?」

　ジュニアの目がふと天てん井じようの一角で止まる。

　ジュニアの脳のう裏りにお見合いの日の出来事が甦よみがえった。

　確かあの時、ライム達は天井の通風口を通って現れた。

　もしあの通風口が城の全体にくまなくのびているとすれば……!?




　ジュニアの部屋を出たバニラはプリプリと怒おこっていた。

　そりゃもう、人目もはばからない程ほどプリプリしていたのだ。

「な、なによあれ!?　まさか本気で私とマリオネットなんか比べて見てるわけ!?　失礼だわ！　心外だわ！　これはもう完かん壁ぺきに屈くつ辱じよくだわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　見解の相そう違いと言ってしまえばそれまでだが……一般的にはバニラの感覚が大たい勢せいを占しめているのが実状である。

　いくら見た目がよくたって、機械にうつつを抜ぬかしている男は変である。

　弱じやつ冠かん一五歳と言え、そこはほれ、バニラも立りつ派ぱな女の子。

　女としてのプライドが甚いたく傷つけられたのは言うまでもない。

「そりゃ私だって、本気で相手をしてあげてるわけじゃないから……それをとやかく言われるのなら仕方ないけど……」

　プリプリしつつも、ジュニアを騙だましている自分にちょっと引け目を感じちゃうあたりはまだまだ可愛かわいいか？

「あっ、そっか！　ジュニア様って騙され易いから、きっとあのマリオネット達にも上う手まいことあしらわれちゃっているんだわ。単純だから扱い易いもんね、ジュニア様って。うん、きっとそうだ！」

　勝手に自己完結してかろうじて己おのれのプライドを保たもったか、バニラ！

「でもどっちにしろ、あのマリオネット達をどうにかしとかないと、後々面めん倒どうになるのは確かよね……。一体マーブルは何をしてるのかしら？　私を無む理り矢や理りお妃きさきに仕立てておいて、このままじゃ無責任にも程ほどがあるってものだわ！」

　今度は怒りの矛ほこ先さきをマーブルに向け、責任転てん嫁かをはかっている。

　本当にこのお年頃は何かと気難しいようで……。

　とにかく、バニラはプリプリとしたまま、その足をマーブルのいるであろう部屋に向けたのである。




「マーブル？　いるの、マーブル？」




　コン！　コン！




「返事がないなら勝手に入るわよ。マーブル!?」




　コンコンコンコン！




　どんなにプリプリしていても、一応ノックをするあたりに、バニラの育ちの良さがうかがえる。

　しばし待って返事がないと判断するや、バニラはおもむろにその扉とびらを開けた。

「マーブル！　ジュニア様の所有しているマリオネットのことなんだけど……あら？」

　部屋の中は蛻もぬけの殻からである。

　いつも肌はだ身み離はなさず持っている、小型コンピューターがないことからも、マーブルがどこかへ出で掛かけて行ったことは明らかである。

「こんな時に、一体どこへ行ったのかしら……？」

　マーブルはマーブルで、天才科学者としての己のプライドを守るため、一人ロマーナ市の外れへと飛んでいた……。




　　　　４




　ザザッ……ザザザッ！




　チェリーとブラッドベリーは、生おい茂しげる草の中を身を隠かくすように走っていた。

「ったくもう～～～っ！　ライムったら、また勝手なことしてえ～～～っ！」

「ぼやかない、ぼやかない。ハナっからライムには、王宮を出る理由なんて分かっちゃいなかったんだ。五日間、ずっとジュニア様に会いたいって騒さわいでたんだもの……もう我が慢まんの限界だったんだろ？」

「目の前にニンジンぶら下げられた馬よね、まるで。それでいつもこっちが尻しり拭ぬぐいさせられてたんじゃ割に合わないわよ、ホント。は～～～っ、何だかこれじゃウジウジしてたわたしの方がバカみたい」

「フフ、案外本当にそうかもね？」

「へ？」

　考えてみれば、王宮を後にしてから今まで、二人は笑ったり怒おこったりした記き憶おくがなかった。

　ジュニアのことを考えウジウジしていたあの五日間のことを思えば、あながちライムの暴走も無む駄だではなかったかも知れない。

　ライムを連れ戻もどしに行くチェリーとブラッドベリーは、知らず知らずの内に、すっかり前の調子を取り戻していたからだ。

　いわゆる、チェリーがボヤいて、ブラッドベリーが宥なだめるという名コンビに。

「さ、急ぐよチェリー！　いずれにしろ、今私達がジュニア様にご迷めい惑わくをかけられないことに変わりはないんだから！」

「ええ！　何とかライムが騒そう動どうを起こす前に連れ戻さないと！」

　二人が同時にスピードを速めた！

　と、その時！




　ズッ……ズゴゴゴゴゴゴォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　不意に大地が激げき震しんに見み舞まわれた！

「えっ!?」

「きゃぁぁぁぁぁぁっ！　一体なに!?　なに!?　なに!?」

　それはセイバーである二人がバランスを失うほどの激しい震動である。

　それも一種異様な……！

　揺ゆれているのは、二人の半径十メートル前後の円の中だけである！

「チェリー、気をつけて！　こりゃただの地震じゃないわ！」

「うぁ、ぁ、ぁ、ぁ、ぁ、ぁ、っ！　それってどういうこと～～～っ!?」




『こういう……ことだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』




「えっ!?」

　どこかで聞いた男の声がした刹せつ那な、二人の足場に亀き裂れつが入った！




　ビキッ！　ビシビシビシビシビシビシビシ……ズガァァァァァァァァァァァァッ！




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　そして、地中から飛び出した巨きよ大だいな物体にチェリーとブラッドベリーの体は軽々と弾はじき飛ばされた！




　ブォォォォォォッ……ポン！　ポ～～～～～～ン！




　飛び出した物体は見た通りに言うなら、ただの巨大な球。

　一いつ旦たん空中に舞い上がって落下したその球は、ポ～～～ンと大地にぶつかり弾け飛ぶ。

　つまりゴムマリのような物だと思ってもらえればいい。

「なっ、なんだありゃ!?」

「ちょ、ちょっとブラッドベリー、こっちにくるわよ！」

　巨大なゴムマリはポンとポンとバウンドしながら二人の前で……




　ピタリ！




　重力も慣性も全すべての物理的法則を一切無視して停てい止しした！

「!?　!?　!?　!?」

　予想だにしないその不思議な動きに、チェリーとブラッドベリーが目をパチクリさせる。

　どこかで聞いた男の声が再び二人の耳に届とどいた。

『フフフフフフ……驚おどろいているようだね。無理もない……これは私が長年かけてようやく完成した究極の対セイバー専用特とく殊しゆ破は壊かいマシーンだからな。フフ、フフフフフフフ……！』

「対セイバー専用特殊破壊マシーン!?」

「そのいやらしい笑い声……さては、マーブルね！」




　ただの球に見えるマシーンも、中にはちゃんとコクピットがあったりする。

　マーブルはモニターで啞あ然ぜんとする二人の姿を見ながら、得意げにクルリン髭ひげをビクつかせた。

「いかにも！　マリオネットの中でも特に戦せん闘とう能力に長たけていると言われるセイバーマリオネット！　しかし、私はどうしても君たちのような人型アンドロイドが好きになれなくてね。

セイバーマリオネットを超こえる究極の戦闘マシーンをこうして作り上げたのだ」




「人型が嫌きらいだからだって!?」

「……何考えてんのよ、この人!?」

　呆あきれたように二人は言った。

「そもそもマリオネットは人と一いつ緒しよに暮らしていけるように開発されたんだもの！　人型であるのが当然じゃない！」

『黙だまれ！　それがそもそもの間ま違ちがいなのだ！　機械はその能力を最大限に発はつ揮きできる姿が何よりも美しいに決まっている！　なまじ人間と同じ姿をしているから『乙女おとめ回路』なんて余計な物をつけたくなるのだ！』




「それに比べて……見たまえ！　この私の開発したマシーンの、一いち分ぶの無む駄だもないこの見事な曲線美を！　美しい……これが究極メカニズムの本来あるべき姿なのだ～～～！」

　マーブルは恍こう惚こつ状態でブルルンと体を震ふるわせた。




「あっそ。どうしても言い張るならそれはそれでいいわよ」

「悪いけど、私達はちょっと用事があるんでね。気が済んだならそこをどいてくれる？」

　チェリーとブラッドベリーはにべもなく言い放った。

『フフ、まあそう言うな。どの道お前達を今、ロマーナ城まで行かせるわけにはいかんのだ。せっかくだからこのマシーンの戦闘能力も、その醜みにくいボディで直じかに感じ取っていくがいい』

「み、醜いですってぇ～～～!?」

「はぁ……どこまで美的感覚のおかしな奴やつ……」

『前にも言ったが、君たちの能力には一いち目もく置いているよ。一度破壊した後は、ちゃんと使える部品を集めて私好みのメカに改造してあげよう！』

「ベェ～～～だ！　誰があんたなんかのコレクションなんかになりますか！」




「減らず口をたたけるのも今の内だ！　ゆくぞ、スーパー合体！」

　マーブルはお馴な染じみの小型コンピューターを取り出すや、コクピットのコントロールパネルにそいつを差し込んだ！

　小型コンピューター自体が、このマシーンの操そう縦じゆう桿かんとなっていた！

　まるで一時代昔のロボットアニメみたいだぞ！




　ブルッ！　ブルルルルルルルル……ウォォォォォォォォォォォォォォン！




　とにもかくにも、破壊マシーンは本格的な起動を開始したようだ！

　その全体が白色の光に包まれた！

「チェリー、くるぞ！」

「ええっ！」

　チェリーとブラッドベリーが戦闘態勢を取った！




「フン！　格かつ好こうだけは一人前か。だが、そんなもの何の役にも立たないことを思い知れ！」

　マーブルは目にも止まらぬ速さでコントロールパネルのキーボードを操作した！




　と、不意に球体の右斜め上三五度の位置が開き、

「えっ!?」

　同時にミサイルが発射された！




　バシュゥゥゥ……ズゴォォォォォォン！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ゴロン……ゴロゴロ！




　すぐさま破壊マシーンは地面を二度三度と回転する。

　ミサイルの第二波は、左横ほぼ九十度の位置から発射された！

「……って、なんだいこれ!?」

「どこに発射口があるのか分からな～～～い！」

　なまじ装そう飾しよくが少ない上（と言うよりまるでない）ご丁てい寧ねいにも第一波の発射後、機体を転がしているため、どこから攻こう撃げきが仕し掛かけられるのか、まるで見当がつかないのだ！

「うわぁ～～～あ～～～あ～～～っ！」

　第二波のミサイルがブラッドベリー達の目前に迫せまった！




　ドォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！







　巨大な爆ばく発はつの音は王宮にも届とどいていた。

「ほほっ！　なかなか派は手でにやっとるのお」

　しかしそれを街で打ち上げている花火と勘かん違ちがいしたゼルジィは……

「さあ、明日も朝から準備があるし……今日の所は無理にでも寝ねとくとするかの」

　お気に入りの、星のマークが入ったナイトキャップをかぶり、そそくさとベッドの中に潜もぐり込むのだった……。
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　街の賑にぎわいはいつまでたっても止やむことはなかった。

　おそらく一年ぶりのお祭りに浮うかれた街の人々は、明日の朝まで夜通し騒さわいでいるつもりだろう。

　そんな賑わいが幸いしたか、ジュニアはわずかな物音を警備兵に気づかれる心配もなく、ついに天てん井じようを伝う通風口の場所を探し当てた。

　決して背の高い方ではないジュニアだが、テーブルの上に椅い子すを乗せ、つま先立つことで通風口への侵しん入にゆうは何とか可能であった。

（よかった、何とかこれで外に出られそうだ。ライム、泣いてないかな？　チェリー、怒おこってないかな？　ブラッドベリーが上う手まくまとめてくれているといいけど……）

　ライム達のことを考えると、不思議にジュニアの心も弾はずんでくるような気がした。

　早くライムに、チェリーに、ブラッドベリーに会いたい。

　僕の顔を見たらみんなどんな顔をするだろう？

　ジュニアは心の逸はやるままに、グッと通風口の縁ふちに手をかけた。

「よっ！」

　ジュニアが渾こん身しんの力を込めて、通風口に身を乗り上げた時、




　ガッ、コォォォォォォォォォォォン！




「あいたぁ～～～～～～～～～っ！」

　ジュニアはそのオデコに激しい衝しよう撃げきを覚えた。

　通風口の中に何かがいた。

　ジュニアと正面衝しよう突とつしたその正体は……!?

「ジュニア……？　うはあっ、ジュニアだ～～～～～～っ！」

　嬉うれしさに目をキラキラと輝かがやかせたその顔は、紛まぎれもない、ライムである！

「ライム……？　ライム！」

「ジュニア！　ジュニア～～～～～～っ！」

　毎度のこととはいえ……またもライムは場所もわきまえずに、ぐわばっ！　とジュニアに飛びついた！

　ようやく半身を通風口に乗り出していたジュニアは、その勢いでライムもろとも真っ逆さま！




　ドタドタドタ～～～ン！




　あっと言う間に部へ屋やの中に逆ぎやく戻もどりだ。




「あいたたたたたた…………」

「ジュニア！　大だい丈じよう夫ぶ、ジュニア!?」

「う、うん、平気……。ハハ、久しぶりだね、ライム」

「ジュニア……ぐしゅっ！」

　ジュニアとの再会の喜びに、ライムの顔は途と端たんにグシャグシャとなった！

　その時、扉とびらの外からは物音に驚おどろいた警備兵の声が聞こえた。

『ジュニア様！　いかがなされましたか、ジュニア様！』

（いけない！）

「うう……っ、ジュニもあ～～～～～～っ！」

　ジュニアは改めて自分に飛びついて来るライムの口を咄とつ嗟さに手で塞ふさいだ。

「な、なんでもないよ！　ちょっとうっかりしてて椅子を蹴け倒たおしちゃっただけ！　気にしないでえ！」

『左さ様ようですか。明日は大事な婚こん礼れいを控ひかえた身……どうぞお気をつけて』

「う、うん！　ありがとう！」

　事なきを得て、ホッとジュニアが胸を撫なで下ろす。

　その間も、ライムはジュニアの胸の中でさらに顔をグシャグシャに変えていた。

「ひゅにあ～～～っ！　ひゅにあ、ひゅにあ、ひゅにひゃ～～～っ！」

（ライム……会えて、よかった！）




　ジュニアとライムの感動の再会は、通風口の中で仕切り直しとなった。

　ライムは少しでもジュニアにくっつこうとするので、ただでさえ狭せまい通風口の中はたちまち二人だけの通勤電車状態となる。

　ジュニアは頭と言わず肘ひじと言わず背中と言わず、至る所を通風口にぶつけ、嬉しくも痛い悲鳴をあげるハメとなる。

　そしてジュニアは、そこで初めてここまでのいきさつをライムの口から聞くのであった。

　ライムとチェリーとブラッドベリーが、一度は王宮を後にしたこと。

　ライムだけがジュニアに会いに来たこと。

　そのさいライムは、マーブルに見つかるとジュニアを忘れるようにされてしまうと聞かされており……だからお見合いの時と同じように、通風口を伝ってジュニアに会いに来たこと。

　以前の出来事を応用するとは、ライムも少しばかり知ち恵えがついてきたのだろうか？

　涙なみだだらけ、鼻水だらけのライムを見てると、とてもそうには思えないが……。

「ぐしゅ……チェリーもブラッドベリーも変なんだ。チェリーだってブラッドベリーだって、本当はジュニアに会いたいのに、何だか知らないけど一いつ生しよう懸けん命めいガマンするんだもの。会いたいけど、会ったらジュニアが困るんだって」

「あの二人がそんなことを……!?」

　ジュニアは自分に迷めい惑わくをかけまいと、気を使ってくれた二人の気持ちが嬉しかった。

　自分はみんなの気持ちも考えずに、みんなを傷つけてばかりだったと言うのに……。

「ねえジュニア、ボクが来て困った!?」

「えっ!?」

「本当にチェリーとかの言う通り、ジュニアが困っちゃったなら、ボク、ジュニアに謝らなくちゃいけないもん。ねえ、困ったジュニア!?」

「バカだなあ、困るわけないだろ」

　それは久しぶりに聞く、ジュニアの『おバカさん』だった。

「えへっ！　ホント、ジュニア!?」

「それどころか、お陰かげで助かったよ。ありがとう、ライム」

　久しぶりの『ありがとう』だ。

　照れること頻しきりのライムは、

「よかった！　ボク、ジュニアに会いに来てヨカッタ～～～～～～ッ！」

　心の底からそう叫さけんだ。

　場所が場所だけに、決してロマンチックなムードではなかったが、ライムにとってもジュニアにとっても、またひとつ忘れられない場所ができたようである。

　それにしても……。

　ジュニアにはどうしても許せない事がひとつあった。

　それはマーブルの言ったとされる『乙女おとめ回路』を否定する言葉である。

　ライム達の心までを否定し、そうまでしてしなければならない結けつ婚こんに、ジュニアはさらなる疑問を抱いだくこととなる。




　無事王宮を抜ぬけ出したジュニアは、何かひとつ吹ふっ切れたようにハッキリと言った。

「ライムは僕に会いに来てくれた。よし、今度は僕がチェリーとブラッドベリーに会いに行く番だ！　行こう、ライム！」

「うん！　きっと二人とも喜ぶよ！　さあジュニア、こっちこっち！」

　ライムは何の躊ちゆう躇ちよもなく、街の大通りに続く道へ出ようと向きを変えた。

「……って、ライム。まさか、あの人通りの激しい大通りから来たの？」

「そうだよ。だってあの道が一番早いんだもの。どして？」

　どして？　も何も、よくぞ誰にも見つからずに来られたもんだ。

　マーブルも、まさか正面切ってやって来るとはおもわなかったか？

　さすがにセンサーの設置を怠おこたっていたようである。

　さらに人通りの多いのが逆に幸いしたであろう、王宮の手の者に、どうやら背せ丈たけの低いライムは目につかなかったらしい。

　前言撤てつ回かい！

　やっぱりライムは何も考えてなかったようである。

　ま、過ぎてしまったことは結果オーライでそれでヨシとしよう。

　しかし、さすがに明日結婚を控ひかえているジュニアが大通りを行ったら、それこそ街中大おお騒さわぎになるのは目に見えている。

　ジュニアは多少遠回りになるのを覚かく悟ごの上で、王宮の裏をグルリと迂う回かいしていくことにした。

「さあ、行こうライム！」

「うん！」




　ドォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




「えっ!?」

　王宮の裏手、その遥はるか先の森の中に大きな火柱が上がった！

　花火？

　いや、わざわざ人のいない所を選んで行こうと言うのだ、そんな場所で花火もあるまい。

「まさか……!?　ライム急ごう！」

　ジュニアは得も知れぬ不安にかられ、足を速めた。

「あっ、ジュニア待って！　待ってよジュニア～～～～～～ッ！」




「ジュニア!?」

　裏庭に面した王宮の廊ろう下かでライムの声を聞いたのはバニラであった。

　一応律りち儀ぎに（？）本当に食事の用意をして、ジュニアの待つ部へ屋やに帰ろうとしていたバニラだったのだが……。

　慌あわてて窓から顔を出したバニラは、森の方へと向かって行くジュニアと、そして小さな子供の後ろ姿を見た！

「あれはジュニア様!?　なんで!?　どうして、ジュニア様があんな所へ？　それにあの小さい後ろ姿は……？」

　まさか本当にマリオネットと会うためにお城を抜け出した!?

（ジュニア様……マリオネットなんかとどこへ……!?　どうしてそんなにマリオネットなんかにこだわるんだろう……？）

　バニラの好こう奇き心しんはムクムクと大きく膨ふくれ上がっていった。




　　　　６




　森の中では、迫せまり来るツンツルテンの丸い球に、チェリーとブラッドベリーが意外とも思えるほどの大苦戦を強しいられていた！

　どこから発射されるとも分からないミサイル攻こう撃げきもさることながら、二人が手を焼いたのは実に原始的な体当たり攻撃だったりする！




　フォォォォォォォォォォォ…………




　フワリと浮うかんだ破は壊かいマシーンは、もの凄すごい加速で矢のように突つっ込んできた！




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




「くぅっ！」

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　軽々と弾はじき飛ばされた二人を、さらに次なる攻撃が襲おそい来る！

「くそおっ！」

「ああっ！　また来るうっ！」




　バシッ！　シュルルルルル……ドガアッ！




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　一いつ旦たん動き出した破壊マシーンは、森の大地に木に、その全すべてにぶつかっては跳はね返り、ぶつかっては跳ね返り、そのつどチェリーとブラッドベリーの体に激しく衝しよう突とつを繰くり返した！

　巨大なゴムマリは、スピードの乗った巨大なスーパーボールと化したのだ。

　これまた、ぶつかり具合によって、どこに跳ね返ってくるか分からないという困りもの。

　自然の森を利しているだけにその軌き道どうが不規則で、とても先をよんで躱かわすことなどできやしない。

「くっそう！　てゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　それでも、一いつ瞬しゆんの隙すきをついてブラッドベリーが反はん撃げきのキックを繰り出した！




　ドゴッ！




　手て応ごたえ有りか!?　……いや！




　プルッ、ボヨヨヨヨヨヨ～～～～～～ン！




「あ～～～れ～～～っ！」

　よほど特とく殊しゆな素材でカバーコーティングされているのだろう。

　その表面はゴムのようで、キックを繰り出したブラッドベリーの方が弾だん力りよくに弾き飛ばされる結果となる！

「これじゃいくら攻撃したってまるで効きかないじゃないか～～～っ！」

「あ～～～ん、どうしようブラッドベリー！」

　どんな打だ撃げき技も弾き返し、その弾だん力りよくと超スピードで自らの機体を最大の武器とする。

　ツンツルテンの表面からは、火器系統の発射位置すら摑つかめない。

　ただの大きな丸い球が、こんなに手て強ごわいなんて誰が思う!?

　万ばん策さくつきて反撃の糸口すら見つけられない二人を前に、破壊マシーンからはマーブルの楽しげな笑い声が聞こえてきた。

『フハハハハハハハハハハハハハハッ！　どうしたセイバーマリオネット。もうお手上げかね!?　ならばこれでようやく分かってもらえただろう!?　戦闘に必要なのは『心』なんかじゃない！　ましてや君たちのような人間の姿でもない。兵器とはすなわち、シンプル・イズ・ザ・ベスト！』

「くっ！　くやしいけど……」

「……確かに、戦闘においてはね！」

『戦闘においてはね……だと？　それでは他に、セイバーが勝まさっている機能に何があると言うのだ？　つまらん負け惜おしみはやめろぉぉぉぉぉぉぉぉっ！』

「キサマが何と言おうと、私達は自分の心を信じている」

「そうよ！　どんなに力が強くたって、愛に勝る武器などないわ！」

『まだそんな戯ざれ言ごとを……まあいい。ペシャンコに潰つぶれてしまえば、そんなバカバカしいことを考えることもできまい。そろそろ終わりにしようかね……うひっ！　うひひひ……！』




　ポヨン！　……ポヨン、ポヨン、ポヨン、ポヨン！




　破壊マシーンは、ピョンピョンと飛び跳はねながら徐じよ々じよに二人へ迫せまってくる。

　見た目が見た目だから緊きん張ちよう感かんもクソもないが、こいつが突とつ如じよ猛もうスピードで襲おそってくるから質たちが悪いぞ！




　ポヨンポヨンポヨンポヨンポヨポヨポヨポヨ…………




　跳ねながら次第にスピードをあげていった破壊マシーンは、ついに二人に狙ねらいを定めた！




　ズバボヨョョョョョョョョョョョョョョョョョョン！




　最後の跳ちよう躍やくを終え、破壊マシーンはチェリーとブラッドベリーの頭上目め掛がけて一直線に落ちて来た！














　その時！

「チェリーを、ブラッドベリーをいじめるなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　シュ……ドガアァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　それはピストルの弾たまの如ごとき小さな弾だん丸がん、ライム！

　しかしライムが渾こん身しんの力を込めた体当たりは、巨大な大たい砲ほうの弾をも弾はじき返す！

「うえっ！　うひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ただし、ライムもまた破壊マシーンのカバーコーティングに弾き返され、グルグルと宙を舞まったが……。

　大変なのはその後である。

　ライムにぶっ飛ばされた破壊マシーンは例の如くバウンドを繰り返し、辺り一面無差別攻撃！

「どわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　ライム、おまえなあ！」

「助けにきたの!?　邪じや魔ましにきたの!?　どっちよオバカ～～～っ！」

　チェリーもブラッドベリーも、頭を抱かかえて逃にげまどうハメになった。

『くうっ！　こしゃくなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』

　しかし、たかだかあんな子供に弾き返されたことはマーブルのプライドを甚いたく傷つけたか、破壊マシーンは無差別攻撃の途と中ちゆうで急停止！

　マーブルは新たに現れた小さな敵を探しモニターに目を走らせた！

『チィッ、一体どこまで飛んできおった！　ええい、見つけしだい、あいつからバラバラにしてやる！　出てこんかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』

　再び攻撃準備のバウンドを始めながらマーブルが叫んだ！

　……と、

「もうやめるんだ、マーブル！」

　それに答えたのは、毅き然ぜんとした少年の声だった！

『なにっ!?』

　どっちが前だか後ろだか？

　とにかく破壊マシーンは声のした方向へ向きを変えた。

　そこに厳しい目をして颯さつ爽そうと立っていたのはジュニアである！

『くっ……ジュニア!?』

「ジュニア様！」

　ジュニアはゆっくりとチェリー達に顔を向け、ハッキリと言った。

「チェリー、ブラッドベリー、ゴメンよ、いろいろ心配かけて……でも、僕もう分かったよ！」

「えっ!?」

「分かったって……ジュニア様？」

「ライムの、チェリーの、ブラッドベリーの、みんなの気持ちのひとつでも悲しませるような結婚に意味はないって……僕が、僕がみんなの心も守っていかなきゃならないんだって！」

「ジュニア様！」

「ジュニア様……」




　ドキン！




　ジュニアの真しん剣けんな眼まな差ざしに、その確かな言葉に『乙女おとめ回路』が音を立てた。

　マーブルはそのジュニアの言葉を一笑に付す。

『ほう……これは面おも白しろいことを言う。ジュニア様……あなたはこの機械人形共のために、ロマーナ王室の意に背そむくと言うのですか!?　実にくだらんですな！』

　何と言われようと、ライムと、チェリーと、ブラッドベリーの自分を思う気持ちを思い知った今、ジュニアの決心は揺ゆるがない！

「僕の考えていたロマーナは人間のためだけの世界じゃない……人間とマリオネットが一緒になって平和に暮らしていける、そんな世界なんだ！」

『人間と機械が？　ふふふふふ……ふひゃひゃひゃひゃ！　そんなバカな……所しよ詮せん機械は人間のための道具でしょう！　機械は優秀なるエンジニアの手にかかって初めて存在価値がある……アイッツル家がそうであったように、ロマーナは私の手によって機械都市として生まれ変わるべきなのだ！　機械など、我が意のままに可動さえしてればよい……そうは思わんか、ジュニア～～～ッ』

「違う！　機械にだって『心』がある……僕のことを思い、泣き、笑い、一いつ緒しよに生きてくれる『心』があるんだ！」

『機械の心など、作られた感情にすぎんことが何な故ぜ分からん！　どうやらキサマの目も覚まさせてやらなければならんようだな……バラバラになった機械人形の残ざん骸がいを見れば少しは気も変わるでしょうよ！』




　プシューーーーーーーーーーーーーーーーーーッ！




　言うやいなや、破壊マシーンは激しく真っ白な煙を吹き上げた！

「ジュニア様、危なーーーーーーーーい！」

　危険を察知したブラッドベリーがいち早くジュニアを草むらの中へ突き飛ばした！




「うわあ～～～っ！」

　突き飛ばされたジュニアはゴロゴロと転がって、奥おくの窪くぼ地ちに体を滑すべり込ませた。

「ほえ!?　あっ、ジュニアだ！　わ～～～い、ジュニア～～～っ！」

　そこに先客としてのびていたのは、ライムである。

　そんなトコにいたのかい!?




　そして、ジュニアを庇かばったブラッドベリーは破壊マシーンの噴ふん射しやした煙をモロに浴びてしまう！

「ぷわっ！　な、なんだ、これ！」

「水蒸気？　ブラッドベリー、これただの霧だわ！」

「へ!?」

　一体これでどうするんだ!?

　と思った瞬しゆん間かん！




　バリバリバリバリバリバリバリッ！




　破壊マシーンの発した電でん撃げきが、霧を伝ってチェリーとブラッドベリーの体を覆おおい尽つくした！

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「くっ！　こんなものまで……！」




「ああっ、チェリー！　ブラッドベリー！」

　二人のピンチに思わずジュニアが身を乗り出した。

　そこへも、微び量りようながらも帯電した蒸気が流れ込む！

　ビリビリビリッ！




　電気はジュニアにも軽い衝しよう撃げきを感じさせた。

「えっ!?　今のって!?」

　どっかで前に感じたことがあるぞ……!?

　ああっ、そうだ！

「あはっ！　ジュニアがバニラと会ってビリビリと同じだ！」




　ライムの元気な声は、電撃に苦しむチェリーとブラッドベリーの耳にも届とどいた。

「なっ、なんだってえ～～～っ！」

「そ、それじゃあ、ジュニア様がバニラさんと会って感じた衝撃って!?」

　……マーブルの小こ細ざい工くだったのだ。

　そう言えば……バニラと初めて会ったのは濃こい朝あさ靄もやの中……。

　立ちこめる朝靄を電導体に、ジュニアの体に軽い電気ショックを与あたえていたのだ！

　そうと分かればチェリーもブラッドベリーも元気百倍！

　電撃に包まれながらも、安心したような笑えみを浮かべる。

「ハハ……なんだ！　どうしてそれに気づかなかったんだろ!?」

「いずれにしても、これで化けの皮が剝はがれたようね！」




「そうか……最初っから全部仕組んであったんだ……」

　それこそが作られた感情だった!?

　なんだか全すべてが納なつ得とくいって、ジュニアも一いつ瞬しゆんホッとした様子を見せた。

　しかし、となれば遠えん慮りよはいらない！

「ライム！」

「うん！　いっくぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ライムが再び弾はじけて飛んだ！




『むうっ！』

　もの凄すごいスピードで突とつ進しんしてきたライムは！

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！　えい！」




　ゴロン！　ゴロゴロゴロ～～～ッ！




　……破壊マシーンを転がした。

『あああああああああ～～～～～～～～っ、そんな～～～～～～～っ！』

　むやみにぶっ飛ばしては、リバウンドが厄やつ介かいと知ったライムの見事なフェイント攻撃だ！

　唯ゆい一いつの弱点をつかれて破壊マシーンの放電は止まった。




「おのれ～～～っ！　こうなったら出力最大、フルパワーで決着をつけてやる！」

　マーブルが得意のデータを画面に映し出す。

「貴様等の行動パターンをよめば、弱点を知ることなど容易たやすいこと！　私のデータに間ま違ちがいはない！　全ては私の思うままになるのだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ズォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　破壊マシーンが眩まばゆいばかりに発光を開始した！

　全エネルギーを一気に放出せんとしている。




　ピピピピピピピピピ…………ポ～～～ン！




「分かったぞ、貴様等の弱点……それは！」

　モニターを見るマーブルの目がギラリと光った！

「これだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ズゴババシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！




「うっ！」

　破壊マシーンが狙ねらいを定めたのは、ジュニアであった！

　ジュニア目め掛がけて巨大な球が一直線に飛んできた！

「ジュニア様は……」

「わたしたちが……」

「守るぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　ズゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　激しい衝激が、コクピットのマーブルを襲った。

『ふっ、かかったな！　ジュニアを狙えば貴様等が助けに入るのは計算ずく。破壊マシーンと三人のセイバーがぶつかり合った力は今まで以上のドリブル効果を発はつ揮きし……？　発揮し……？　発揮しない？』

　それもそのはず、本来だったらぶつかった衝撃で弾け飛ぶはずの破壊マシーンは、見事にライムの手によって停止していたからだ！

『そんなバカな！　なぜなぜどうして!?　ああっ！』

　破壊マシーンの背後には、チェリーとブラッドベリーが同じように破壊マシーンを押おさえつけていた！

　つまり三人が同時に、三方から破壊マシーンを押さえつけることによって、反対側に作用する力を中心に集めてしまっているわけだ。




「そ、そんな！　すると行き場を失った力は当然……!?」

　容量以上に、その中心部に集約され……




　バチッ！　バチバチバチ！




　まずはコントロールパネルが火を吹ふいた！




「ジュニア……もうこれでボクたちずっと一緒にいられんだよね!?」

「信じていいんですよね、ジュニア様！」

「人間とマリオネットが平和に暮らせるロマーナを……！」




　ドキン！　ドキ、ドキ、ドキ、ドキドキドキドキドキ……！




　ジュニアの言う理想のロマーナを思い描えがいて、三人の『乙女回路』は激しく高鳴り始めた！

　人間とマリオネットが共に平和に暮らしていける。

　そうすれば、もうジュニアと別れるなんて辛つらい思いをしなくてすむ。

　大好きなジュニアといつまでも一緒にいられる！

　また平和な日々が戻ってくる。

　ジュニアと、ライムと、チェリーと、ブラッドベリーと…………！




『乙女回路』の高鳴りと共に、ライム達の体に信じられないほどのパワーがみなぎる！

　その力は、マーブルの知りうる、全すべてのデータの常識を遥はるかに超えていた。




「この気持ちは……わたしたちの気持ちは……」

「作り物なんかじゃなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁい！」

「ジュニア、だーーーーーーーーーーーい、スキーーーーーーーーーーーーーッ！」




　バチバチバチッ！　ズッガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　三人のパワーがピークに達した時、セイバー専用特殊破壊マシーンは何の役にも立たなかった。

　白しら々じらと明け始めた空に、破壊マシーンの壮そう絶ぜつな爆発音が木こ霊だました……。




「ライム、チェリー、ブラッドベリー！」

「うはあっ！　ジュニア、やったよ、勝ったよ～～～っ！」

「ああ、やっとお会いできたのね、ジュニア様～～～っ！」

「ジュニア様！　ありがとうございます、ジュニア様！」

　戦いすんで日が明けて……そこには晴れ晴れと抱だき合う四人の姿があった。

「!?　ジュニア様、あれは……？」

　ブラッドベリーが、遠くの方で一人佇たたずむ少女を見つけた。




　それは、ジュニアがどうしてマリオネットなんかにこだわるのか、その理由が知りたくて、こっそりと後をつけてきたバニラである。

　もうこの様子を見れば、あえて説明はいらないだろう。

　ライム達が見せたパワーが、今のこの彼女達の笑え顔がおが全てなのだから……。

　激闘の一部始終を見て、バニラはバニラなりに自分の中で考えた。

　マーブルに言われるまま、本当の心を偽いつわりながらジュニアの前にいた自分は、きっとあのマリオネット達よりも人間らしくなかったであろうと。

　そして、マーブルに利用されていただけの自分をちょっと恥はずかしく思った。

　……声をかけるのも躊躇ためらわれ、バニラは静かに背を向けた。




「どうします、ジュニア様？」

　去って行くバニラを見てチェリーが尋ねた。

「どうするって？　そりゃ放ってはおけないよ！　今回の責任は僕にだってあるんだし、せっかくだもの、バニラにも北地区の復ふつ興こうを助けてもらおう！　そうだよ、みんなで一緒にやろうよ！」

　当然のようにジュニアは言って、バニラの後を追って走った。

「ああっ、待ってジュニア！　ボクも行くう～～～っ！　ボクはずっと一緒なんだってば、ジュニア～～～～～～っ！」

　ライムが慌あわててジュニアの後について行く。

　ジュニアとライムの後ろ姿を見送って、チェリーがやれやれとタメ息をついた。

「はあ……ホント、ジュニア様って人がいいんだから」

「フフッ……でも、それでこそジュニア様！……だろ？」

「う～～～ん……その通り～～～～～～～っ！」

「さ、私達も行こうか、チェリー！」

「うん！」

　そして、爽さわやかな朝の風と一緒にチェリーとブラッドベリーも駆かけて行った。










　終章　打ち鳴らされた祝しゆく砲ほう！




「遅おそ～～～～～～い！　一体今日の主役はどこへ行っとるのじゃあ～～～っ！」

　血管もはち切れんばかりに、ゼルジィは天に向かって大声をあげた。

　空は雲ひとつない絶好の結けつ婚こん日び和より。

　ロマーナ城の正門前に設置された超ちよう豪ごう華かなステージの前には、ロマーナ市民が溢あふれんばかりに集結！

　若き国王ヴィレイ・ジュニアと、そのハートを見事に射い抜ぬいたとされる、美しい花はな嫁よめの到着を今や遅しと待ち構えていた。

　ところが！

　ところがである！

　間もなく披ひ露ろう宴えんの開始予定時間だというのに、ジュニアの部へ屋やは蛻もぬけの殻から。

　ついでに花嫁さんまで消えてしまったとあって、この日に人生の全すべてを賭かけていたゼルジィのイライラはピークに達していた！

　どうやら、一晩中勝手に盛りあがっていたロマーナ市民は昨夜の騒ぎに気づいてないようで……。なんとものんきな話である。

　……とは言っても、みんなは知らなくとも当のジュニアはつい数時間前まですったもんだの大騒ぎ。

　とてもとても吞のん気きに結婚なんて言ってる場合じゃ……

「来た！　あれに見えるは正しくジュニア様～～～っ！」

　あれっ？　来たの？　ホント!?

「吹すい奏そう楽がく隊たいは結婚行進曲の演奏準備！　祝砲スタンバイ！　よいか、もう開始予定時間ギリギリじゃ！　ジュニア様と花嫁殿どのはそのままステージに直行させる！　お二人がステージ袖そでに入ったら全て予定通りの進行で頼たのむぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　途と端たんに張り切り出したゼルジィは、右お往おう左さ往おうとスタッフの間を駆かけ巡めぐる。

　その時、ステージ裏にジュニアが息せき切らせて駆け込んだ！

「ゼルジィ、遅おくれてゴメン！　いきなりステージでいいんだよね！」

「もう時間がありませんぞ！　立ち位置はバミッてありますので、とにかくお急ぎ下さ～～～い！」

　慌あわてるあまり、ゼルジィはその姿もロクに確認せずにとにかく騒さわいだ！

「おおっ、もう時間じゃ！　キューの合図で楽隊入り、同時に緞どん帳ちようオープンじゃ！　ぶっつけ本番じゃからしくじるなよおっ！　では、５……４……３……２…………キューッ！」




　パパパパ～～～ン、パパパパ～～～ン、パパパン、パパパン、パパパン～～～♪




　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！




　ゼルジィは額の汗あせを拭ぬぐいながら、ようやくひとつタメ息をもらした。

「ふうっ、これでどうやら一安心じゃ。フフ、集まった観衆の反応も上々のようじゃし、ワシもひとつジュニア様の晴れ姿を、を、を、を、をぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ステージに目を向けた瞬しゆん間かん、ゼルジィの意識は時空の果てまでぶっ飛んだ！

　な、な、な、なんと！

　ステージ上には、ジュニアを囲んで三人の花嫁が立っているではないか！

「うはっ！　凄すごい熱気だけど……本当にいいのかな？　ハハ、ドキドキしちゃう～～～っ！」

　褐かつ色しよくの肌はだに純白のドレスが眩まぶしいぜ、ブラッドベリー！

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　嬉うれしい～～～っ！　わたしもう、死んでもいい～～～っ！」

　やっぱりこれだね、ピンクのフリフリドレスはチェリー！

「わーーーーーーーーーーーーーい、ねえねえジュニア、ボク、きれい～～～っ!?」

　ウェディングドレスの腕うでをまくっちゃダメだよ、ライム！

「ま、まあせっかくのチャンスだから……さあみんな、笑って、笑って～～～！」

　強こわ張ばった笑え顔がおが憎にくいよ、ジュニア！

「ハハ、こんなことしちゃって、後で怒おこられないかね？」

「平気、平気！　こんなんだったら、わたし何回怒られても構わな～～～い」

「これが結婚!?　だったら、やっぱり行ってきますがチュウするの!?」

「えっ!?　さすがにそれは！　でも……せっかくだもんね」

「もうここまできたらノリノリよ！　やっちゃえ、やっちゃえ！」

　誤ご解かいのないように言っておく。

　決してこれは、ジュニアが三人のセイバーと本当に結婚したわけではない。

　迷めい惑わくをかけてしまったライム達へ、これはお詫わびとお礼を兼かねたジュニアのちょっとしたプレゼント。

　しかし奇くしくもこれで、ジュニアは今後のロマーナの方針を自らの身を以もつて国民に示すことになったのである。

　人間とマリオネットが一いつ緒しよに暮らせる平和なロマーナというスローガンを！

「わーーーーーーーーーい、やっぱりジュニア、だ～～～～～いスキ！」

　ライムが、チェリーが、ブラッドベリーが、三方から同時にジュニアの頰ほおに……




　ぶっちゅう～～～～～～♡




　その時、空には高らかな祝砲が鳴り響ひびいたのである……。




　なるほど、こりゃ平和だね。

　おめでとう、みんな。

















　あとがき




『噓うそからでた誠まこと』ではないが……

「『Ｊ』もいいけど『Ｒ』も続けましょうよ、あかほりさ～～～ん！」

　とワガママを言ったのは今より約一年ほど前。

　それこそ、フェイスのクーデター事件を書き終えた直後のこのコーナーでのことでした。

　その時は、まさか本当にこうして『Ｒ』の第二弾だんが皆みな様さまの前にお目見えしようなどとは努ゆめ々ゆめ思ってなかったのですが（勿もち論ろんちょっとは期待してたけど）……いゃあ～～～、やっぱり、人間何でも希望を捨ててはいけませんなあ～～～。




（実は、今回の小説は某アニメ誌に掲けい載さいされていたもうひとつのセイバーマリオネット『ＳＭガールズ・セイバーマリオネットＺ』のノベライズ化という企画に端たんを発しています。

　それが様々な紆う余よ曲きよく折せつを経へて、このような形になった次第で……『ＺＥＲＯ』に期待していた読者の方にはお詫わびを申し上げます。

　どうか、次にご期待下さい！）




　いずれにしろ、大好きな、大好きな『Ｒ』のライム、チェリー、ブラッドベリーに再び活かつ躍やくの場を与あたえて下さったファンの方々、関係者各位の皆様方には、ホント感謝の言葉もございませんです、ハイ。

　特に原稿が遅おくれても、遅れても、遅れても、遅れても、笑えみを絶やさず暖かく見守って下さった（……と、思う）編集のＳ沼様、ありがとうございました。

　長谷川は反省しています！

　次は大だい丈じよう夫ぶ……たぶん……きっと……おそらく……ま、ちょっと覚かく悟ごはしておけ……。

　そして、またまた素す晴ばらしいイラストを提供して下さったゼロＧルームの皆様方！

　いつもお世話になってます。（深々と礼！）

　今回イラストを担当して下さった黒田和也さんといい、前回の斉藤卓也さんといい、この層の厚さは正にアニメ界の新日本プロレス！

　すると代表のねぎし監かん督とくは世界の荒あら鷲わし・坂口征二か革かく命めい戦士・長州力か!?

「ねぎし監督？　獄ごく門もん鬼き・マサ斉藤だろ？」（あかほり談）

　………………………………………………………………………………………（冷や汗あせ）。




　と、とにかく！

　前回で味をしめたので、今回も一発、勝手に騒さわがせてもらいましょう！

　小説の第二弾が出た以上、こりゃもう次はＯＶＡシリーズの第二弾を目指すっきゃな～～～い！

　そんでもって、小説版も次から次へと続刊するのさ！

　そしたら当然『Ｊ』みたいに…………（まだ秘密？）もね♡

　果たして、今度の野望はどこまで達成されるのか!?

　今後とも、『Ｊ』共々『ＳＭガールズ・セイバーマリオネットＲ』をヨロシクね！





長谷川勝己












ＳＭガールズ




セイバーマリオネットＲ




２．結けつ婚こん前ぜん夜や








著者──長は谷せ川がわ勝かつ己み

原案──あかほりさとる＆ねぎしひろし
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